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プロローグ








「あ……」

　震える唇から切ない声がこぼれる。

　光度を絞ったフロアランプが、大理石の床を薄く照らしていた。

　パーティー会場のプライベートルームには、重厚なインテリアが配されている。セミダブルのベッドは、フレームに黒レザーが張られたものだ。

　時刻は二十二時を過ぎた頃だろう。

　会ったばかりの美しい青年に、ベッドの上で春はる歌かは組み敷かれていた。

　互いに一糸纏わぬ姿である。

　彼の体つきは、華奢な春歌とまったく違った。

　肩幅は広く、腕や胸部には筋肉の盛り上がりがある。春歌の下肢に絡む彼の脚は、太くたくましい。

　引き締まった輪郭と、形のいい唇。気品ある顔立ちに滲むのは、抑えがたい欲望だ。

　彼の劣情に組み敷かれ、春歌はなす術を失っていた。

　ゆるく巻いた長い髪がシーツに広がり、それを彼が指で梳く。汗ばむ白肌に口づけられ、赤い痕が散っていく。

　春歌には、男性との経験がこれまで一度もない。彼が動くたび、ふれるたび、体が甘く崩れることに、戸惑うばかりだ。

　彼の肌は汗ばんでいて、ひどく熱い。

　それよりもなお熱く、猛々しい昂りが、春歌のやわらかな体を貫いていた。

　彼が動くと、春歌の手の下で肩甲骨が力強く隆起する。

　粘性を帯びた水音と、肌と肌がぶつかり合う音。

　ベッドが軋み、視界さえ揺らぐ。

「信じられない」

　乱れた呼吸の下、彼がうめいた。

　色素の薄い髪は汗で乱れている。繊細な美貌に、なにかを耐えるような苦痛が滲んでいた。

　さっきまで彼は、涼しくほほ笑んでばかりだったというのに。

「信じられない、どうして、こんなに」

　苦痛のなかに、獰猛な肉欲が隠しようもなく露わになる。

　春歌は怯えた。

　それでも両脚の奥に埋められた雄茎が律動すれば、大きな快感にたちまち呑み込まれる。

「あ……っ」

「茉まつ莉り」

　そう呼ばれて、春歌の胸に悲しい痛みが走った。

　求めてやまないとでもいうように、彼は春歌を抱き締める。

「茉莉――」

　熱情に満ちた彼の声は、春歌の心をひどくかき乱した。

　胸を揉みしだく大きな手よりも、口づけを求めてくる唇よりも、そして春歌を狂おしく突き上げる昂りよりも。

　彼の呼び声は春歌を震わせ、切なくした。

（わたしはいま、とんでもないことをしている）

　果てのない悦楽が怖くて、シーツを逆手に握り込む。

（わたしは茉莉ではないのに）

　こうして彼とつながるまえ。ソファで、そしてベッドで、巧みな愛撫にとろとろに溶かされた。

　彼はあっというまに春歌の弱点を暴いた。抗う間もなく官能を引き出し、不慣れな体を征服した。

　きっかけはおそらく、キスだ。

　顎をつかまれ、上向かされ、唇を奪われた。仕草はスマートだったが、隙間なく重ねられた唇は、燃えるように熱かった。

（どうしてこんなことになったの）

　春歌は茉莉の代役だ。

　茉莉はいま、熱を出して寝込んでいる。自分たち姉妹は一卵性の双子で、瓜ふたつの外見だ。だから春歌は代役を買って出て、茉莉のふりをしてパーティーに出席した。

　その結果が、いまだ。

「茉莉。もっと――」

　もどかしげに彼は言う。

　これ以上ないほど下肢を密着させ、狭孔に深々と己を埋め込んだ。

　張り出した先端で最奥を押し上げ、深いところまで抉ってくる。

「……ッ！」

　目も眩むような快感に襲われ、春歌は背をしならせた。太い両腕が回り、さらに抱きすくめられる。

　唇が奪われ、強く求められて、奥の奥まで侵されていく。

　駆け上がった先の果てが、間近に迫る。春歌はきつく目を閉じた。







１　カリスマ女王と不動産王








　煌びやかなパーティー会場にて、春歌はセレブたちとの社交に興じていた。

　今宵招待されたのは、百名規模の立食パーティーだ。正装に着飾った男女がグラスを片手に談笑している。

　床には分厚い絨毯が敷き詰められ、複数の丸テーブルにはフレンチビュッフェが並ぶ。天井では繊細かつ豪奢なシャンデリアがいくつも輝いていた。

　会場の華やかさに負けぬよう、春歌は気を張っていた。

　春歌の身長は一六九センチと、女性にしては高めである。

　小さな顔と長い脚が目を引く抜群のスタイル。加えて目鼻立ちのはっきりした、華のある美貌。肩下二十五センチのストレートヘアを巻いてアップにし、色っぽいうなじを露わにしている。

　光沢のあるシルク素材のドレスは、オフショルダーのマーメイドラインだ。体にぴったりと沿う布地はなまめかしく、ワインカラーも相まって、挑発的ですらあった。

　磨き上げたルックスを武器に、そして人懐っこい笑顔を緩衝材にして、春歌はセレブたちと談笑する。

　ナメられてもいけない、怖がられてもいけない。反感を買うなどもってのほか。

　世馴れた感を見せながらも、二十代にふさわしいフレッシュさを出さなければならない。

「今夜の茉莉さんも、本当にお美しい。あなたがいらっしゃると、会場がいっきに華やぎますね」

「昨日発売の雑誌、拝見しましたよ。今月もカバーガールをお務めになったのですね。さすがカリスマモデルでいらっしゃる」

　次々に賛辞が送られる。

　艶めく唇を、春歌は笑みの形に変えた。

「どうもありがとうございます。そう言っていただけて光栄です」

　完璧なほほ笑みに、男女問わず誰もが見とれる。

　色香を纏いながらも、媚びる色は出さない。それが『茉莉』の鉄則だ。

　茉莉は双子の姉である。

　姉とはお腹のなかから一緒にいて、生まれてからもずっと一緒だった。実家を出てからは、都内のタワーマンションでふたり暮らしをしている。

　春歌たちは正反対の性格をしているが、見た目はそっくりだ。

　だから春歌は、茉莉からＳＯＳが出たときの緊急措置として、茉莉のふりをすることがあった。

　ティーンの頃から活躍する、当代きってのカリスマモデル。

　輝く女性のライフスタイルを提案する、レディースブランドの女社長。

　そしてセレブ界を存分に楽しむ、社交好きの華やかな女性。

　これらすべてが茉莉の人生だ。茉莉は才能を存分に活かし、どのステージでも生き生きと輝いている。

　春歌が茉莉のふりをするといっても、できることは限られる。モデルとしてカメラのまえでポーズを取ることは至難の技だし、女社長としてキビキビと指示を出すこともできない。

　だから春歌が力になれるのは、パーティーへの出席のみだ。

　今夜は茉莉が熱を出してしまったので、春歌は気合を入れてここに来ていた。

　アンティーク調の壁かけ時計に視線を向ける。

　パーティーは残り三十分。三時間の長丁場も、あと少しで終わりだ。

（最後まで気を抜かずに乗りきらなくちゃ）

　とはいうものの残り三十分だと思うと、自然と肩から力が抜ける。終わるまで、壁際の目立たないところにいることにした。

　飲み物を取るふりをして、人々の輪から抜ける。壁際に寄り、ほっと息をついた。

　ここはシャンデリアの光が当たらない、影になっている場所だ。

　ここのほうがやっぱり落ち着く。

　髪は巻かずに下ろしっぱなしにしていたほうが楽だし、メイクは眉を描くくらいで充分。露出の高いドレスはなんだか恥ずかしいし、高級なシルク素材は気を使う。

　けれどほかでもない茉莉のためだから、春歌は居心地の悪い会場に身を置いている。

　春歌が茉莉のふりをするようになったのは、大学の講義を代返したのがきっかけだ。

　大学生になって以降、茉莉は大人っぽさに磨きがかかり、トップモデルに躍り出た。スケジュールは殺人的になり、多忙を極めるようになった。

　寝る間もない茉莉を見て、春歌は心配になった。そこで自分から提案し、茉莉のふりをして講義を受けに行くことを選んだ。当時茉莉とは別の大学に通っていたので、自分の単位を落とさないよう、調整した。

　以来十年間、春歌の演技を見破った人間はひとりもいない。さすがに両親は見抜くが、他人はなんの疑問も抱かない。

　見抜かれないよう、必死に努力してきたからだ。

（茉莉のためならがんばれるもの）

　春歌は幼い頃から引っ込み思案で、おどおどしていた。同級生にからかわれやすい春歌を、茉莉はいつも庇ってくれた。

　茉莉は明るい人気者で、勉強も運動もなんでもできる。

　春歌はよく『まつりちゃんみたいになりたい』とうずくまって泣いた。

　そんな春歌を抱き締めながら、茉莉は『はるかはそのままでいいんだよ！　そのままのはるかが、まつりは大好きだよ』と言ってくれた。

　当時を思い出し、春歌は温かい気持ちになる。

（わたしも茉莉の力になりたい）

　なんの取り柄もない自分が、茉莉のためにできることはほとんどない。唯一、代役を務めることくらいだ。

　だからこれからも役に立ちたい。春歌は唇を引き結び、心のなかで気合を入れた。

　そのときふいに、会場の入り口あたりが騒がしくなった。

　春歌は顔を上げる。

　こんな時間なのに、ギリギリで到着した人物がいるようだ。

　その人物に人々が続々と集まりはじめる。春歌は目を凝らした。

「……来た」

　思わず声が漏れる。

　今日のターゲットが、やっと現れた。

　春歌はそのターゲットと名刺交換して、茉莉の存在をアピールしなければならなかった。このパーティーに出席する一番の目的である。

　残念ながらターゲットは、仕事が押しているせいで今日は出席できないかもしれない。そういう話を、出席者の会話から耳にしていた。

　だからあきらめていたのだが――。

「結ゆう城き社長、おひさしぶりです！　本日はいらっしゃらないかと思っておりましたから、嬉しいです」

「お目にかかれて光栄です、結城社長！　私こういうものでございまして――」

　人々が次々に群がっていく。

　如才なく全員の相手をしながら、彼は会場の中央に歩を進めた。スーツで固められた高身長が露わになる。

　色素の薄いサラサラした髪。やや彫りの深い目元と、スッと通った鼻すじ。形のいい唇にはやわらかな笑みが浮かんでいる。

　王子様のように高貴な雰囲気を纏う男性だった。

　かといって軟弱な感じはしない。身長が高い上に、鍛えられた体つきをしているからだろう。

（あの人が、結城朔さく也や）

　無意識に彼に見とれながら、春歌は心のなかでプロフィールをなぞった。

　三十五歳、独身。株式会社結城エステートを設立した、取締役社長。

　彼はこの財界で、不動産王と呼ばれている。

　三十歳という若さで不動産会社を設立して、五年後には業界のトップに躍り出たからだ。

　彼はスポットライトを浴びるべくして生まれてきたような人。茉莉と同じ、選ばれし人間だ。

　春歌はクラッチバックのチェーンを握り締めた。

　あのキラキラした男性に、自分はこれから声をかけに行かなければならない。

　声をかけ、自己紹介をして、名刺を交換する。そして茉莉の存在をアピールしに行かなければ。

（財界で大きな影響力を持つ男性だもの。親しくなっておいたほうが、茉莉の仕事にもプラスになるはずだわ）

　茉莉も言っていた。彼とのつながりを作りたくて、このパーティーに出席を決めたのだと。

『できたらでいいの。むりはしなくてもいい。できたら、結城朔也と名刺交換して、自己紹介をしてくれると助かるわ』

　熱で潤んだ瞳をしながら、茉莉はそう言った。

　だからがんばらなくては。

　結城朔也の周りには人だかりができている。あのようななかに乗り込むことは、春歌にはできない。

　引っ込み思案で、人見知りの自分には。

（でも茉莉なら、できるわ）

　春歌は意を決した。

　力をこめてヒールの足を踏み出す。そのとき、横から声をかけられた。

「茉莉さんですよね？　俺、あなたのファンなんです！」

「俺もです！　茉莉さんが載っている雑誌はすべて買っています」

　振り向くと、スーツ姿のふたりの男性が喜色満面で近づいてきた。春歌と同じくらいの歳だろうか。

　春歌は足を止める。

　ファンサービスは大切だ。余裕を持って、艶然とほほ笑んだ。

「どうもありがとうございます。嬉しいです」

　春歌による茉莉スマイルに、男性たちはすぐさま見とれた。

「美しい……！　まさにミューズだ」

「よろしければ、一緒にお写真を撮っていただけますか……!?」

　勢い込んで距離を詰めてくるふたりに、春歌は内心戸惑う。

　彼らの身なりや立ち居振る舞いから察するに、きちんとした業界人のようだ。

　しかしながらふたりとも、頬がずいぶん赤らんでいる。かなり酔っているのかもしれない。

　春歌はさりげなく距離を取りながら告げた。

「ごめんなさい、こういう場での撮影はお断りしているのです。ほかの皆さまのご迷惑になったらいけないでしょう？」

　色香を込めた茉莉スマイルに、ふたりはまたしてもポーッとする。

「美しすぎる……！」

「ではあの、茉莉さん。パーティーが終わったあとのご予定はおありでしょうか？」

　勇気を振り絞った様子でひとりが聞いてきた。

　春歌は来たかと内心で身構える。

　ちなみに茉莉のモデルとしての芸名は、苗字なしの『茉莉』だ。だからたいていの人は下の名前で呼んでくる。

「例の俳優とは破局したという噂を耳にしました。いま、特定のお相手はいらっしゃらないですよね？」

「でしたら次のお相手候補に、俺たちを入れていただけませんか？　このあと俺たちとバーにぜひ。いい雰囲気の店を知っているんです」

「ふふ、と積極的な方たちですね。ドキドキしてしまいます」

　春歌は髪を耳にかける仕草をしながら、男ふたりを流し見た。

　彼らは一様にデレデレする。

「絶対に退屈させません」

「素敵な時間をご用意いたしますから、このあと僕たちと……！」

「でも、ごめんなさい」

　春歌は唇に笑みを引いた。ふたりの視線が、春歌の艶めく唇に釘づけになる。

　茉莉はいわゆる恋多き女だ。

　彼女のふりをするときは、こういった場面につねに気を配らなければならない。

　守るべきは茉莉らしさだ。春歌は茉莉から、男性のあしらい方をいくつか教えられている。

　生まれてこのかた男性との付き合いがない春歌にとって、こういうシチュエーションは正念場だ。

　春歌は緊張した。

　それを表に出さないよう気をつけながら、悠然とする。

「今夜はもう、先約が入っているのです」

「先約……」

　男たちはがっくりとうなだれた。

　ややあって、めげない目つきで顔を上げる。

「先約というのはどなたですか。この会場にいる方ですか？」

「無粋なご質問ですね」

　いたずらっ子を咎めるように言うと、男たちはさらに鼻の下を伸ばす。

　春歌は目線を会場の中央に流した。

「そうですね……、誰でしょうか」

　声に秘密めいた響きを含ませる。

　春歌の視線につられて、男ふたりは会場の中央に目を向けた。

　その先には輝く不動産王・結城朔也がいる。彼らはギョッとした。

「まさか今夜のお相手というのは」

「結城社長――？」

「無粋だと申し上げたでしょう？」

　結城朔也からゆっくりと視線を戻し、春歌は艶然とほほ笑んだ。

「今夜はお断りいたしますね。次の機会があったら、素敵な時間を過ごしましょう」

「ハイ……！」

「次の機会をお待ちしております！」

　彼らは敬礼でもしそうな勢いである。春歌は優雅な所作で踵を返し、ふたりから離れた。

　新たな暗がりを目指しながら、疲れたため息がもれてしまう。

　視線を結城朔也に向けて、今夜の相手は彼だと暗に示す。これは茉莉から教えられたテクニックだ。

　出席者のなかから、最も権力のある男性に視線を向ける。

　無言で、意味ありげに。秘密の想いを込めて。

　そうすることによって、男たちは勝手に、今夜の相手はトップの権力者だと勘違いする。トップの女に手を出そうとする男はそういない。

　だから向こうから引き下がってくれる。『簡単でしょ？』と茉莉はあっけらかんと言った。

　この嘘がトップの男性にばれても、逆にメリットになるらしい。

『わたしの嘘を、遠回しのアプローチだとその男は解釈するの。手っ取り早く恋愛関係にもつれこむこともできるってわけ』

　恋愛経験のない春歌には、理解できない世界だ。

　このテクニックは、会場内に大きな影響力をもつ男性がいないと成立しない。今夜は結城朔也がいたから、うってつけだった。

　ふと、いい感じの暗がりを見つける。太い柱の影だ。

　身を寄せて、春歌はほっと息をついた。

　心身共にリラックスしてきたら、自然と目が会場の中央に吸い寄せられる。

　シャンデリアの真下、最も明るいその場所は、いまや結城朔也の独壇場と化している。

　老いも若きも、男女も問わず、彼の周りに人が集まり、名刺を交換したり談笑したりしている。

　みんな、稀代の不動産王とお近づきになりたいのだろう。さっきより人だかりが増えている。

（……もう少し、人が少なくなってから行こうかな）

　話しかけるときのために、春歌は結城朔也を観察することにした。

　それにしてもまるでどこぞの国の王子様か、貴公子様みたいな立ち姿である。

　彼に話しかける女性たちが皆、頬を染めている。彼はとてもモテるに違いない。

（男女関係なんて、わたしにはほど遠い世界ね）

　春歌は心のなかで苦笑した。

　茉莉は恋多き女だが、自分はその逆をいっている。恋人がほしいと感じたこともないから、それでいいのだけれど。

　それにしても結城朔也は、やはり茉莉に似ている。

　春歌はワイングラスに口をつけた。

　生まれながらにして輝ける道を歩むよう運命づけられた人間だ。そういう華やかなオーラを、彼は全身に纏っている。

　一方で人々の頂点に立つような人間こそ、実際は繊細で傷つきやすいことを、春歌は知っていた。

　茉莉がそうだからだ。

　カリスマモデルであり、新進気鋭の女社長である彼女は、体調を崩しやすかった。ストレスを溜めやすいから、体の抵抗力が弱いのだ。

　人の心に敏感で、空気に敏く、それゆえに傷つきやすい。

　敏いからこそ機に乗じ、時代をつかめたとも言えるだろう。最悪のパターンを想定できるから、対策を入念に練られる。ポジティブなだけでは競争社会を勝ち抜けないのだ。

　メンタルとフィジカルの不調に見舞われながらも、茉莉は歯を食いしばって人々のまえに出ていく。

　髪を巻き、スーツやドレスを着こなし、ヒールの高いパンプスを履いて、ビジネスという名の戦場を突き進んでいく。

　だからこそ茉莉は、よりいっそう輝くのだ。

　結城朔也も同じだろうか。

　しかしいくら観察しても、彼の性格がいまいちつかめない。

　ほほ笑んだり、しゃべったり、グラスに口をつけたり。

　なんだか、よくできた俳優の演技を見ているみたいだ。

「おや、茉莉ちゃん？」

　ふいに野太い声をかけられ、春歌はびっくりした。

「どうしたんだい、こんな暗がりで。スターはもっと明るいところに出てこないと！」

　振り向くと、小太りのおじさんが近づいてくる。

　彼は締まりのない笑みをしていた。足元はふらついているし、顔はひどく赤い。まったくこの会場には、酔っ払い男しかいないのだろうか。

『茉莉ちゃん』と呼んできたので、彼は茉莉の知り合いなのだろう。主な知り合いの顔と名前はインプット済みなのだが、思い出せない。

　春歌は記憶を必死に探りながら、ほほ笑みを作った。

「わたし以上のスターがいらしたものですから、明るい場所はそちらにお譲りしたのです」

「茉莉ちゃん以上の？　ああ、結城くんのことかい？　たしかに彼は目立つが、茉莉ちゃんの勝ちだよ！」

　ガハハと笑いながら男は手元のビールを煽る。

　それを見て、春歌はやっと思い出した。

　ワイン会でもビールを所望するような、空気の読めないおじさん。大手総合商社・Ｓ商事の中なか森もり専務だ。

　彼は仕事に関しては豪胆なやり手だが、言動に品がないらしい。近づいてきたら軽くあしらって早めに逃げてねと、茉莉からアドバイスを受けている。

　春歌はにっこり笑いながら、右手のワイングラスを飲み干した。

「ワインを切らしてしまったので、いただいてきますね」

「それなら僕のをあげるよ」

　言いながら、中森は春歌のワイングラスに自分のビールを半分注いできた。

　春歌は顔を引き攣らせる。このビールは、実に飲みたくない。

「ほらほら茉莉ちゃん、かんぱーい」

「か、かんぱーい……」

　このおじさん、本当に大手企業のやり手専務なのだろうか。

　顔色を悪くしながら、春歌は手元のビールを見た。中森は自分のを飲み干している。

「ぷは〜、うまい！　美女と飲むビールは別格だなぁ。茉莉ちゃんも遠慮せずに！　僕のようなイケおじと飲むビールは、ものすごく美味いぞ〜」

「そうですね、うふふ」

　春歌は愛想笑いをした。

　ビールはもちろん飲んでいない。

　中森はご機嫌の様子だ。春歌をうっとりと見つめてくる。

「茉莉ちゃんは本当に美人さんだなぁ。今夜のきみもすごく綺麗だよ」

　ストレートに褒められて、春歌は固まった。その後すぐに、動揺を表に出してはいけないと姿勢を正す。

　普段の自分は茉莉とは比べものにならないほど地味で、目立たない。

　ごくたまに「モデルの茉莉に似てませんか？」と聞かれることもある。が、春歌がそっけなく「いいえ、まったく似ていません」と言えば相手は引き下がる。

　姿形は瓜ふたつなのに、醸し出す雰囲気や服装・髪型・メイクがまったく違う。だから茉莉の妹だと気づかれたことはない。

　なにしろ春歌は、自分を飾ることに関心をもてないタイプだ。

　髪はそっけないひとつ結びで、メイクは眉を書く程度。粗末なメイクをごまかすために、度なしのメガネをかける。

　服装も、無地のカットソーにジーンズといった、華のカケラもない出で立ちだ。

　だから外見を褒められるのは、茉莉仕様になったときだけである。

（慣れてないから、褒められるとオロオロしそうになるのよね）

　春歌は余裕の笑みを作った。

「ありがとうございます。中森専務にそう言っていただけて光栄です。――それではわたしは少し用がありますので」

「用？　もうすぐパーティーも終わるけど、このあとに用事があるってことかな？　もしかして男とどこかに消えるつもりかい？　妬けるなぁ」

「ふふ。そういったことは深く詮索しないのがルールですよ」

　いたずらっぽく言いながら、春歌はさっきのテクニックで逃げきろうと思った。

　しかし会場の中央を見ても、結城朔也の姿がない。

　春歌は焦った。どこに行ってしまったのだろうか。

　仕方ないから作戦変更である。

　春歌は入り口付近に視線を走らせた。

　そこには茉莉のマネージャーがいる。髪を七三にきっちり分け、立ち姿は直立不動だ。

　彼の名は佐さ田た真しん二じ郎ろう。三十二歳、独身。

　仕事一徹で生きているド真面目な男である。茉莉が起業するまえ、モデル一本だったときからのマネージャーだ。

　茉莉に心酔し、彼女の成功を目指し、全力で下支えすることを己の使命としている。

　彼は、春歌が代役であることを知る、唯一の人物である。春歌との関係も良好だ。

　共に茉莉を支える仲間として、佐田は春歌に敬意を示している。在宅ワークをする春歌のために、ケーキを差し入れてくれたりもする。

　そして春歌が代役を務めるパーティーでは、いつもこうして目の届くところにいる。ピンチのときは、彼が助けてくれる手筈になっているのだ。

　春歌は佐田に目で助けを求めた。

　すると彼は小さくうなずき、ふたりで取り決めたハンドサインをそっと示してくる。

　――問題ない。

　――そのまま話し続けろ。

　春歌は頬を引き攣らせた。

（この専務は問題大ありよ。仕事の電話が入ったふりでもなんでもいいから、わたしを呼び出して）

　春歌は素早くサインを送った。

　しかし佐田は、『大丈夫だ、その調子で行け』と激励サインを送ってくる。春歌は思わずイラッとした。

（もう。仕事のことになると融通がきかないんだから）

　おそらく中森は、茉莉のビジネスにとって重要人物なのだろう。

　茉莉は普段から、中森をうまくあしらえているに違いない。だから佐田は、中森が問題ありの人物だと認識していないのかもしれない。

　いずれにしろ佐田は、中森と友好を保つべきだと判断したようだ。

　春歌は必死で笑顔を作り、会話をし続けるハメになった。

「ビール飲まないの？　なら僕が貰っちゃおうかな。茉莉ちゃんと間接キス」

　専務の猫撫で声に、春歌の鳥肌がすごいことになる。

（早くここから逃げ出したいわ……！）

　と、中森の後ろからなにやらキラキラした人物が近づいてきた。

　あっと思ったときには、その人物は中森の肩に手を置き、口を開いている。

「こんばんは、中森専務。ご無沙汰しております」

　彼は王子様もかくやといったロイヤルスマイルを披露した。

　そのまぶしさにびっくりして、春歌はあとずさる。――結城朔也だ。

「いやあ、結城くん！　ひさしぶりだねぇ」

　振り向いた中森は、両手を広げて大げさに喜んだ。

　結城朔也の登場には驚いたが、春歌はほっとする。中森の意識が彼に向いたからだ。

　朔也は中森に向き合った。

「おひさしぶりです。しばらくは日本にいるつもりなので、よろしくお願いします」

「結城くんと会うのはきみがニューヨークに発って以来だから、二年ぶりかな？　向こうでのビジネスはどうだったかい？　きみのことだからどうせ大成功だったんだろうけどね」

「いえ、まだまだ若輩ですので、反省ばかりの二年間でしたよ。スタッフたちに頼りっぱなしでした」

　そう言いながらも、結城朔也の整った面差しには余裕がある。スタッフのほうが彼に頼りきっていたのではないだろうか。

　それにしてもニューヨークに二年か。

　茉莉が本格的に財界の人々と交流するようになったのも二年ほどまえからだ。だから彼との接点が、これまでなかったのだろう。

　春歌は壁かけ時計を見た。

　パーティーが終わるまであと二十分。名刺交換を早めに済ませて、ミッションを終えよう。

　春歌は唇に笑みを形作った。お腹に力を入れて、声をかける。

「中森専務、こちらのお方をご紹介いただけますか？」

「ああ、ごめんね茉莉ちゃん。結城くんとは初対面なのかな？」

「はい。けれど結城社長のお噂は、耳にしております。とても優秀な方なのだとか」

　春歌は明るい口調で告げた。

　朔也がこちらを見たので、目が合う。

　虹彩の色がブラウンだ。涼しげで、柔和な印象があった。

「いえ、そんなことはありません」

　穏やかな声で彼は言う。

「僕のほうも以前からあなたを存じ上げておりました。はじめまして、茉莉さん。モデル業と社長業を両立なさっているとか」

「はい。いまでは会社経営のほうに重きを置いておりますが、モデル業もまだ続けております」

「茉莉ちゃんは事業展開もすごいんだよ。彼女の作る商品はどれも大人気でね。うちの娘も、『フラウリー』のアイシャドウだのマスカラだの、いろいろ買い漁っているんだ」

　フラウリーとは、茉莉が展開する女性向けのブランドだ。

　コスメやジュエリーを手がけており、最近出版したムック本は各所で即日品切れになるほどの売れっぷりだった。

　春歌は中森に「ありがとうございます」とほほ笑む。

　彼はデレデレになった。

「茉莉ちゃん、このあと一緒に飲みなおそうよ。シティホテルのラウンジなんてどうかな？」

「ふふ、中森専務にも困ったものですね。このあとは約束があると申し上げたではありませんか」

　咎めながらやわらかく笑うと、中森はますますデレていく。

　春歌は内心頭を抱えた。穏便に断ろうとするほど、彼には逆効果のようだ。

「そこらへんの若造といるよりも、僕のほうが茉莉ちゃんを楽しませられると思うけどな。なにしろ年季が違うからね！　いったい誰との約束なんだい？」

「ええと――」

　予定では朔也との約束をほのめかすはずだった。けれど当の本人がすぐそこにいる以上、このテクは使えない。

　春歌は佐田にふたたび視線を投げた。

　彼は厳しい目でこちらを観察している。ハンドサインは『うまくやれ』だ。

　佐田を恨めしく思いながらも、『ひさしぶりに実家に泊まる』という無難な理由をひらめいた。

　いい案だ。――けれど、自由奔放で恋愛好きな茉莉のイメージに『実家』という単語は似合うだろうか？

　ぐるぐる考えているうちに、目が泳いできた。

（いけない、演技を続けなくちゃ）

　春歌が必死になっていると、ふいにごく小さな笑いが聞こえてきた。

　そちらを見ると、朔也と目が合う。かみ殺した笑みを、彼は優しいほほ笑みに変えた。さりげなく、春歌の手から中森のビールが入ったグラスを取る。

　予想外のことに春歌は声も上げられない。グラスを持ったまま、朔也はさわやかな笑顔で中森に告げた。

「申し訳ありません、中森専務。先約というのは僕なんです」

「へっ？」

　まぬけな声を出したのは春歌である。

　慌てて口元を手で覆う一方、中森は驚いたように目を見開いた。

「結城くんなのか！　けれどふたりは、さっき初対面だと言っていなかったかい？」

「お会いしたのははじめてですよ。実は昨夜のうちに僕から彼女にメールを送っていたのです。今夜、パーティーのあとご一緒したいと。実はまだお返事をいただいていないのですけれどね」

　朔也は春歌を見た。意味ありげに片目をつむり、笑みを送ってくる。

「先約があるとおっしゃったので、僕のことだと解釈してしまったのですが。いかがですか？」

「えっ、あ、ええと――」

　茉莉の皮が剥がれて、本来の自分がうっかり出てしまった。

　春歌は慌てて咳払いをし、取り繕う。華やかな茉莉スマイル再装着だ。

「そのとおりです、結城社長。メールは拝読いたしました。あなたが今夜、直接わたしを誘ってくださったらお受けしようと思っていたのです」

「なるほど、僕の本気度を試したというわけですね」

　お人が悪い、と朔也は笑った。

　その表情が思いのほか魅力的で、春歌はどきりとする。

「けれどそれくらいの女性のほうが、俺は好みです」

「あら。好みという言葉、好きではありませんわ。品定めされているように感じてしまいますもの」

　自信を込めた笑みで朔也を見上げる。彼はこちらを見つめたまま、春歌のグラスを通りかかったスタッフに渡した。さりげない動作だったので、中森は気づかなかったようだ。

「品定めなど、とんでもないですよ」

　朔也は、あのグラスを春歌が持て余していたことに気づいたのだろうか。なんにせよ手元からなくなって、肩の荷が降りた。

　彼は優しくほほ笑む。

「ただ、好みという言葉がそう聞こえてしまったのなら申し訳ありません」

「ふふ、謝っていただくほどのことではございません」

「いやあ、若いふたりに挟まれたら僕は立つ瀬がないなぁ」

　笑いながら中森が言った。ふたりだけで話し続けていたことに、春歌は気づく。

　慌てて彼に向きなおった。

「中森専務も充分お若いではありませんか」

「嬉しいこと言ってくれるね。でも僕はおじゃま虫のようだから、退散させてもらうよ。結城くんが相手では分が悪すぎる。なにしろ彼は、結城エステートの社長という以前に、あのＴ銀行の次期頭取の御子息だからね」

　その情報は茉莉から入手済みだ。

　Ｔ銀行は国内有数のメガバンクである。

　それゆえに結城家は、財界で大きな影響力をもっているらしい。

「ありえないことだが、たとえばの話、結城くんのビジネスセンスがゼロだったとして――」

　中森の声に、嫌味っぽさが滲んだ。

　春歌は小さく眉を寄せる。

「お父上の威光さえあれば、それなりの規模まで会社を大きくすることが可能なわけだ。いやあ、羨ましい。僕もお坊ちゃんに生まれたかったよ」

　要するに結城朔也の成功は、たまたまいい家に生まれたことによると言いたいのだ。

　春歌は嫌な気持ちになった。しかし顔に出ないよう我慢する。

「そうですね」

　サラリとした声音で朔也は告げた。

　中森の嫌味に対しても、柔和なほほ笑みを絶やしていない。

「父には感謝しております。僕自身も成長できるよう精進してまいりたいと思っております。中森専務にはご指導のほど、よろしくお願いいたします」

　折目正しく頭まで下げている。が、必要以上にへりくだって聞こえない。

　彼の声がはっきりしていて、力強いからだ。

　春歌は感銘を受けた。中森は一度言葉に詰まったが、負けじと口を開く。

「僕の指導なんてきみには必要ないだろう。なにかあったら意地を張らずに、お父上に泣きつけばいい。すぐに解決してくれるよ」

　セリフと声から、卑屈さが垣間見える。

（中森専務は、成功者の結城社長に嫉妬しているんだわ）

　嫉妬は怖い。

　春歌も、茉莉のふりをしてパーティーに出るたびに女性経営者やモデルから嫌味を言われた。

　彼女らは、成功の道を歩み続ける茉莉に対して、大きな嫉妬心を抱えているのだ。

　茉莉は本当に大変な場所で生きている。日常的にこうした敵意に晒されるなんて、自分には耐えられない。

　結城朔也も、そうした日常を生きているのかもしれない。

「まあしかしねえ。三年まえにきみの会社が危なくなったときには、老婆心ながらヒヤヒヤしたよ。きみもあれでだいぶ勉強になったんじゃないかね？」

　ふと、朔也の笑みが消えた。彼を取り巻く空気が冷たくなる。

　春歌はなんだかあとずさりたくなった。

　朔也の変化に中森も気がついたのか、さっきよりも調子づきはじめる。

「若くして成功することも悪くはない。だが驕ってしまうのも若者の特徴だ。どん底に落ちたあのとき、きみの周りに何人が残ったのかね？　まさかゼロではないと思うが」

　これは挑発だ。

　朔也を怒らせにかかっている。

　春歌はハラハラした。ここで朔也が怒りを表に出せば、中森専務vs結城社長という事態が勃発してしまう。

　しかし結城朔也は、挑発に乗らなかった。

　口元に笑みを取り戻し、告げる。

「ええ、ゼロに近かったですよ。残ったのは三人くらいでしたか。中森専務のおっしゃるとおり、勉強になりました」

　全面的に認めた上に、感情的にもなっていない。

　春歌は尊敬の念を抱いた。やはり、光の道を歩くスターは違う。

　一方で中森は、面白くなさそうに歯噛みしたようだった。

　朔也がムキになって噛みついてきてくれたほうがよかったのだろう。直情的な若者をばかにできるからだ。

「ハハ、そうか、三人か。男の取り巻きどころか、言い寄ってくる女性もいなくなっただろう？　女は見切りが早いからね。ねえ、茉莉ちゃん？」

　こちらに矛先が向いて、春歌はビクッとした。

　挙動不審になるまえに、咳払いをしてごまかす。

「ねえ、とはどういうことですか？」

　ほほ笑みながら尋ねると、中森はニヤニヤ笑った。

「いまの結城社長には、きみもこうやって近づいてアプローチをするだろう？　けれど彼が仕事で失敗したら、手のひらを返してほかの男に行くんじゃないのかね？　茉莉ちゃんほどの女性なら、どの男でも大歓迎だろうからね」

　春歌はムッとした。

　茉莉は恋多き女だが、軽い女ではない。

　男の財や肩書きで関係をもつタイプではないのだ。

　茉莉が男性を選ぶ条件はただひとつ、好きになったことだけだ。

「お言葉ですが、中森専務――」

　こういうとき、茉莉はどうやって返すだろう。思いつかない。

　でも言い返さなければ、気が済まない。

　春歌は茉莉のふりで表面を固めたまま、春歌としての言葉をぶつけた。

「わたしをそのような女性らと同列に並べられては困ります。わたしは、わたし自身が好ましいと感じたお相手と過ごしたいだけです。好きな人と一緒にいる時間は、かけがえのないものですから」

　春歌は、茉莉がなぜ恋多き女なのかを知っている。

　輝く道を歩む茉莉は、敏感なゆえに傷つきやすく、疲れやすい。

　だからこそ寄り添い合える人、一緒にいて心からくつろげる人をほっしている。それが恋愛を求めることに、つながっているのだ。

　けれど男は、茉莉の輝きに長く耐えられない。

　自分に無力を感じ、あるいは茉莉に嫉妬して、そばにいられなくなる。

　己の無力を自分で責めるか、茉莉を攻撃するかして、遠ざかっていく。

　だから茉莉はいつまでも孤独だ。

　寄り添ってくれる人を探して、また恋を求めていく。

　茉莉の恋人が事業に失敗したとして、それで茉莉が彼から離れるなんてこと、ありえない。その逆はあったとしても。

　茉莉の恋は、いつも本気なのだから。

「好きな人が苦しんでいるなら、なおさらそばを離れません」

　場が静まる。三秒後、春歌は我に返った。

（しまった。自分を出しすぎたわ）

　茉莉のまねをしているときの鉄則は、『必死にならない』である。

　春歌は内心焦りながら、遅まきの笑みを唇に刻んだ。

「ふふ、つい語ってしまいました。いまのは冗談ですので、気になさらないでくださいね」

「ああ、いや、僕も嫌味っぽい言い方をしてすまなかったね。結城くんも、年寄りの戯言として聞き流してくれ」

　気まずそうに笑いながら、中森は朔也の肩を叩いた。

　朔也は苦笑する。

「ヘタに持ち上げられるより、いまのようにチクッと刺されたほうがいいですよ。気が引き締まります」

「ははっ、きみは先が楽しみな男だな」

　それじゃあ、と手を上げて中森は離れていく。

　厄介な人物がいなくなり、春歌は肩の力を抜いた。

「ほっとしましたか？」

　すぐ隣から見透かすような声が降ってきた。

　見ると、軽く笑みを浮かべながら朔也がうしろの壁に背をもたせている。

　そのなにげない姿も、雑誌から抜け出てきたような美形っぷりだ。

「いいえ？　中森専務が行ってしまってさびしく思っていますよ」

　春歌は言い返した。

　本当は朔也の言うとおりほっとしたのだが、それを悟られるわけにはいかない。

　朔也は可笑しそうに笑う。

「そうですか、俺の勘違いかな。茉莉さんは中森専務が苦手でいらっしゃるのだと思ったのですが」

　人の心をあっさり読むのはやめてほしい。茉莉スマイルは完璧だったはずなのに。

（ボロを出さないように、もっと気をつけないといけないわ）

　その上で今夜のミッションを、完遂させなければならない。

　腕にかけていたクラッチバッグから、春歌は名刺入れを取り出した。

「先ほどは簡単な自己紹介しかできなかったものですから」

　名刺を差し出すと、朔也は壁から背を離して姿勢を正した。受け取る所作もスマートだ。

　名刺を見下ろしながら彼は言う。

「ファッションブランド、フラウリーの評判も聞き及んでおります。モデルの素養とビジネスの才能。天はあなたに二物を与えたようですね」

「お上手ですね。結城エステートの創始者さまから褒められたら、立つ瀬がありませんわ」

　謙遜しながらも、自信のある態度を心がける。

　朔也は胸ポケットから名刺入れを取り出し、一枚を春歌に差し出した。上質な紙だ。

「ありがとうございます」

　ミッション完了だ。

　心のなかで胸を撫で下ろしながらも、春歌はそれをおくびにも出さなかった。優雅な仕草で受け取り、紙面を一瞥する。

　結城朔也、株式会社結城エステート代表取締役社長。

　ごくシンプルな書体だが、この字列の圧はとんでもなく強い。

　結城エステートはセレブ御用達の不動産会社だ。

　ＣＭを打たない方針のため、一般からの認知度は低い。春歌も、茉莉から聞くまでその存在を知らなかった。

　一方でセレブ層――いわゆる上級国民からの覚えは、非常にめでたいそうだ。

　朔也がその層を開拓できた理由はふたつ。卓越したコミュニケーション能力と、世の先を読む力である。

　朔也は幼稚舎から大学まで、エスカレーター式の学び舎を卒業したおぼっちゃまだ。中森専務が言っていたように、父親はメガバンクの執行役員の地位にある。

　大学卒業後、彼は父親の銀行にめでたく入行した。

　父の派閥に入り活躍すると思いきや、五年後に退職。株式会社結城エステートを設立する。

　秀でた頭脳と、銀行実務で培った金融知識。隙のないコミュニケーション能力によって構築したスーパーロイヤルな人脈と、優れた先見性を武器に、五年後には不動産業界のトップに登り詰めた。

　紆余曲折あり、一時期は業績がひどく落ち込んだらしい。

　結城エステートももう終わりかと、ささやかれていたほどのようだ。中森専務が嫌味っぽく話題に出したのは、この時期だろう。

　しかし結城エステートは、社長の尽力によって不死鳥のように復活。業界人の度肝を抜いた。

　そういったエピソードを経ることによって、彼は大きな存在感を業界に示すに至っている。

　ただただ右肩上がりの成長を遂げた人物よりも、一度地獄を見て這い上がってきた人物のほうが、人の口に上りやすいからだ。

　そんな彼は現在三十五歳。若きカリスマ経営者同士、茉莉とは話が合うかもしれない。

　茉莉のビジネスのためにも、ここで朔也とたくさん交流しておいたほうがいいだろう。

　しかし情けないことに、自分にはここまでが精一杯だ。

　そもそも春歌は、普段から引きこもりの人見知りである。現在は自宅でイラストレーターの仕事をしている身だ。

　絵を描くことは元々好きだった。

　ＳＮＳに自作の絵を細々と載せていたところ、あるとき「ＳＮＳ用のアイコンを描いてほしい」とフォロワーから依頼を受けた。

　アルバイト感覚で引き受けた結果、依頼がぽつぽつと来るようになった。

　大学卒業時には会社の初任給程度を稼げるようになっていたため、就職せずにイラストレーターの仕事に集中することにした。

　いまの時代、仕事上のやりとりはメールや電話で完結する。たまに会ってほしいと言われるときもあるが、多忙を理由に断ることも多い。

　結果ほとんど誰にも会わずに、寝起きする生活が実現した。

　もちろん、一緒に暮らしている茉莉とは毎日顔を合わせるし、茉莉のマネージャーである佐田とも会う。両親には、お盆や正月などに会いにいく。

　しかしそれ以外の人と、おしゃべりするようなことはほとんどない。

　コツコツと仕事をして、日々の糧を得る。

　日常のささやかなことを楽しんでいく。

　本を読むこと、映画を観ること、美術館や画廊に足を運ぶこと。美味しいスイーツを茉莉と一緒に食べながら、とりとめなく語り合うこと。

　それが春歌にとっての幸せだ。

　日々がゆっくりと穏やかに過ぎていく、そういった生活が、春歌の望む毎日だ。

　そういうわけでいま現在、春歌の体力と精神力は尽きかけている。こういったパーティーは、春歌の日常とかけ離れているのだ。

　結城朔也との名刺交換は成功した。パーティーの残り時間も少ないことだし、彼との会話を早々に切り上げよう。

　春歌は朔也の名刺をしまいつつ、彼を見上げた。

　まなざしがかち合う。適当に理由をつけて離れようと思っていたのに、春歌は言葉を出せなくなった。

　彼は春歌を見つめている。

　見つめるというより、観察しているというほうが正しいかもしれない。

　興味深い対象を観察するような視線だ。春歌は動揺した。初対面の相手からじっと見つめられるような経験は、ほとんどない。

　それ以上に、彼のような聡い人物から注視されるのは困る。

「ニューヨークにいるときも、茉莉さんの噂を日本の友人から聞いておりましたが――」

　耳触りのいい低音で、朔也は言った。

「聞いていた印象と、ずいぶん違うようですね」

「えっ？」

　春歌はぎくりとする。

　茉莉の噂とは、どういったものだろう。

　カリスマモデル兼実業家といった、ビジネス面だろうか。

　それとも自由奔放で、恋愛好きといった性格面だろうか。

　さきほどの会話で、茉莉の仕事ぶりを朔也は高く評価していた。ビジネスにおいて、噂と実際の乖離はないようだ。

　だから彼が違和感を持ったのは、性格面の可能性が高い。

　茉莉風演技を濃くして、朔也の違和感を払拭しなければ。

　春歌は心のなかで気合を入れつつ、唇に艶めいた笑みを引いた。

「噂は噂でしょう？　真に受けてはだめだと思いませんか？」

「失礼。おっしゃるとおりですね」

　朔也は自嘲の笑みを滲ませた。

　謝罪を口にしつつも、目は申し訳なさそうにしていない。あいかわらず、光るような目で春歌を観察している。

　油断できない。

　春歌は自分の顎に指をかけながら告げた。

「わたしの噂とは、どのような？」

「とても魅力的な女性だと」

「そこに違和感を持たれたのでしょうか」

「まさか。あなたは充分素敵です」

（よし、いまよ）

　色気が出るようがんばりながら、顎にかけていた指を伸ばした。朔也のスーツの腕に手を置く。

　艶然と彼を見上げて、口を開いた。

「では、恋多き女だと？」

　朔也は沈黙して、春歌を見つめてきた。ややあって口元をゆるめる。

「実は先ほど、Ｓ社の男性ふたりと話をしたのですが」

　話の向きが突然変わった。春歌は面食らう。

「そのおふたりは、茉莉さんをバーに誘ったけれども振られたという話をされていました。その理由が、先約があったからだと」

「あっ……」

　写真を撮ってほしいと言ってきた、あのふたり組のことか。

　彼らには朔也と約束があることをほのめかした。誘いを断るための嘘だったから、朔也には心当たりのないことである。

　春歌は焦った。

　同時に茉莉の言葉を思い出す。

『わたしの嘘を、遠回しのアプローチだとその男は解釈するの。手っ取り早く恋愛関係にもつれこむこともできるってわけ』

　春歌はおそるおそる、そして表向きは堂々と、朔也を見上げた。

「ああでも言わないと引き下がってくださらなくて。すみませんでした」

「いえ。おもしろいことをされる方だと思いました。巧い手だな、とも。だからあなたのことを、少しまえからこっそり拝見していたのです」

　にっこりと笑いながら朔也は言う。

　春歌はギョッとした。動揺が表情に少しだけ出てしまう。

「こっそり見ていた？」

「ええ。中森専務に話しかけられたあたりからずっと。拝見していて、専務の絡み方を苦手に感じていらっしゃるようにお見受けしました。ですから声をおかけしたのです」

　ということは、彼は春歌を助けに来てくれたということか。グラスを引き取ってくれたのも、すべてわかった上での気遣いだったのだ。

　春歌の肩から力が抜けた。

「ありがとうございます。おかげで助かりました」

「そうなのですか？　先ほどあなたは、専務のことを苦手ではないとおっしゃっていたと思いますが」

　ハッとする。そういえばそんなことを言ったかもしれない。

　朔也は涼しい顔で笑んだ。

「でもお役に立てたならなによりです。ところで今夜は、これからどうします？」

「えっ？」

　春歌はまばたきをする。

　その反応を朔也は可笑しそうに見つめた。

「俺と先約があるのでしょう？　どこに行きましょうか」

　衝撃を受けた。

　茉莉の言うことが現実になった。本当に、こちらからなにもしなくても向こうが誘ってくる事態が起きた。

（すごいわ、茉莉）

　しかし感動している場合ではない。

　時刻は夜の十時を回っている。こんな時間から男性とふたりで出かけるのはよくない。

　見たところ朔也は、ふたりきりになった途端襲いかかってくる狼タイプではないようだ。

　けれど自分の身は守るようにと、茉莉から再三言われている。自分としても、男性と妙な雰囲気になるのは避けたい。

　どうやって断ろうか必死で考えていると、押し殺したような笑いが聞こえてきた。

「な、なんですか？」

「すみません。やはり噂と違うと思いまして」

　春歌は青くなった。

（どうしよう、バレてしまうわ……！）

　ここは朔也の話に乗って、誘いを受けるべきかもしれない。恋多き女を演出して、疑いを晴らす作戦だ。

　こちらから大胆に、誘惑するようなアクションを起こすのもいい。あとのことはどうとでもできる。

　ふたりきりでいざ出かけるとなった時点で、佐田にハンドサインを送ろう。そして佐田に、「社長は明日朝が早いですので」と言ってもらって、強引に帰ってしまえばいい。

　さすがの佐田も、今回ばかりは止めてくれるだろう……多分。

　春歌はあでやかな茉莉スマイルを浮かべた。この笑みに逆らえる男はほぼいない。

　案の定、朔也はこちらをじっと見つめてくる。

「本当のわたしは、いまあなたの目の前にいますよ」

「ええ、そうですね。たびたび失礼いたしました」

　朔也はほほ笑む。

　こちらが彼を誘惑しなければならないのに、秀麗な双眸で見つめられると、春歌のほうが惹き込まれそうになる。

（気をしっかりもたなくちゃ）

「夜のお約束ですが――ぜひ」

　ルージュを引いた唇でほほ笑み、春歌は告げる。

　瞳に色香が宿るよう、懸命に力を込めた。

「ふたりきりになれるところに連れていってください。場所はあなたのお好きなように……でも、できれば静かなところがいいです。小さなささやき声も聞こえるくらいの」

　朔也の男らしい喉が上下した。彼が自分に誘惑されかけていると感じて、春歌は内心動揺する。

　本当の七なな原はら春歌は、朔也のような男性を誘惑するなんてできない。

　春歌は怖気づいた。そんな自分を奮い立たせる。

「パーティーの終わりを待たなくとも、いますぐでもいいのですよ？」

　ヒールを小さく鳴らしながら近づいて、唇を彼の首すじに近づけた。

　女らしい声でささやく。

「わたし、これ以上待ちきれないかもしれないです」

「ええ、俺も同感です。――が」

　唐突に、長い指で顎をつかまれた。

　見開いた目に朔也の双眸が映る。当然ながら、近い。

　肌にふれるような低い声で、朔也は告げる。

「不慣れなことはしないほうがいいのでは？」

　春歌は目を見開いた。

（まずいわ……！）

　動揺に襲われたが、それよりも彼に顎をつかまれたままのこの状況に、混乱してしまう。

　目の前にはびっくりするくらい綺麗な顔があって、しかもその目は自分だけを見つめていて……。こんなことが自分の身に起こったことなど、一度もない。

　朔也の目が眇められた。

　形のいい唇に、薄い笑みが浮かぶ。

「少し揺さぶっただけでこれです。恋愛方面では百戦錬磨のはずでしょう？」

「わ、わたしは」

　春歌は彼の手を振り払った。

　落ち着かなくてはと思うのに、うまくいかない。きっと頬は赤くなってしまっているだろう。

「その――、そういう戦略で。そう、戦略なのです。ありきたりなやりとりはつまらないでしょう？」

「一理ありますね。思わぬ初々しさに、俺もグラっときたくらいですから」

　グラっときたと言いつつ、彼は余裕の笑みを浮かべている。

　男らしさの漂う表情に、春歌はそんな場合でなくてもドキリとした。この相手はまずいと直感する。

　これ以上彼といるのはダメだ。

　春歌は視線を朔也から外して、遠くにいる佐田と視線を合わせた。ハンドサインでヘルプを送ろうとする。

　しかしそのまえに、春歌の視界を横切って、背後にあった柱に朔也が片手をついた。彼の腕のせいで、佐田が見えなくなる。

「俺を誘う最中に、別の男を気にするのですか？」

　春歌は困り果てた。

　端整な面差しを間近にして、鼓動が痛いくらいだ。

「き、気にしたのではなく、マネージャーがどこにいるのか確認しただけです」

「ああ、あの男性はマネージャーなのですね。どうりであなたばかり見ているわけだ」

　笑みの形をした唇が、春歌の耳に近づいてくる。

「嫉妬してしまいました。これもあなたの戦略ですか？」

「そう取っていただいてもいいですよ」

　とりすまして答えるも、頬はあいかわらず火照ったままである。

　もう限界だ。

　春歌は勇気を出して、朔也の腕をつかんだ。柱から外させて、佐田にアイコンタクトを送る。

　――バレそうなの、助けてください。

　だが春歌の必死の訴えは、佐田にあっさり却下された。

　彼は親指をビシッと立てる。

　――いいぞ春歌、どんどん行け。

　佐田の心の声が聞こえるようだ。

　彼の性格からして、春歌と仕事を天秤にかけたら百対ゼロで仕事が圧勝する。春歌がいくら困ろうと、結城朔也と仲を深めてビジネスチャンスをモノにするほうが大切なのだ。

　助けが望み薄だとわかり、春歌はさらに追い詰められた。

　残る希望は、パーティーの終了時刻だ。あと十分もすればお開きになるはずである。人波にまぎれ、はぐれたふりをして逃げ帰ってしまえばいい。

　しかし無情にも、春歌の期待は裏切られた。

　パーティーの主催者である大企業の社長が、高らかにこう宣ったのだ。

「盛り上がっていることですし、会場側のご厚意により、あと一時間延長が決定いたしました！　時間に余裕のある方はぜひ楽しんでいってください」

　招待客らから拍手が上がる。

　拍手なんてする気になれない春歌は、いっきに青ざめた。





＊　＊　＊






　朔也は、目の前で蒼白になっている『茉莉』を興味深く見つめていた。

　おもしろい。

　彼女のような女性ははじめて見る。

　どこに興味を引かれるかというと、彼女の統一感のなさである。

　言葉や仕草は、たしかに恋を楽しんでいる女性のそれだ。しかし会話の合間の空気感が、実にたどたどしい。

　視線も一定にならず、ときどき目が泳いでいる。男慣れしていない恋愛初心者そのものだ。

　こういったチグハグさは、部下が自分のミスを隠そうと必死になっているときによく見るものだ。

　つまり嘘をついたり演技をしていたりするときに、出る姿である。

　であれば彼女は、恋多き女を演じているのだろうか。

　なぜ？

「パーティーは延長だそうですよ」

　朔也は言った。

　茉莉はビクッと肩を震わせて、こちらを振り仰ぐ。動揺を押し殺すように喉を上下させてから、あでやかな笑みを見せてきた。

「そのようですね。このまま残りますか？　それともふたりきりになれる場所に、移りますか？」

　彼女のような美人に色香を振り撒かれたら、男はひとたまりもないだろう。自分ですら思わず惹き込まれてしまうほどだ。

　けれどやはり、たどたどしい。

　恋愛初心者ががんばって背伸びをしているようにしか見えない。

　ただの美人であれば、目の保養になったというだけで満足して終わりだ。それ以上彼女に踏み込むようなことはしなかっただろう。女性関係には慎重になるべきだからである。

　事実として、朔也はモテる。

　学生時代からそうだったが、男子校育ちだったため、当時は女性の存在をそれほど身近に感じたことはなかった。

　しかし社会に出た途端、多くの女性が群がるように朔也と距離を詰めてくるようになる。

　朔也も男なので、悪い気はしなかった。

　けれどすぐに、彼女らが見ているのは朔也自身ではないことに気づいた。ルックスや学歴、メガバンクという就職先が、彼女らの目的だったのだ。

　それからは女性に対して、慎重になった。

　肩書きや見た目などに群がる女性には、軽薄さがどうしてもつきまとう。事業に失敗して朔也の資産がゼロになれば、そういった女性らは手のひらを返すだろう。

　そして実際に、そうなった。

　事業に失敗して多額の負債を抱えたとき、女性たちは去っていった。

　中森専務の指摘は不躾だったが、的を射ていたのである。

　その一方で茉莉のように、力強く輝く女性は尊敬に値した。

　あくまでも尊敬だ。恋多き女であるところの彼女に誘われたとしても、乗らない自信が朔也にはあった。

　あったのだが。

　実際に接してみた彼女は、あでやかな美女というだけではなかった。

　彼女が名だたる社長やタレントなどと浮名を流してきたことは、噂ではなく事実である。そういうニュースを何度か目にしたし、実際にカメラのまえで、交際を認める彼女も朔也は見ている。

　垣間見える初々しさは、彼女の計算なのか。

　それとも本来の姿なのか。

　たしかめてみたいと、朔也は感じた。いつもどおり面白みのないパーティーで、そそられる余興を見つけたような心地だった。

　そう、余興だ。

　珍しい女性に出会い、その女性がこちらを誘うような態度でいる。だから乗ってみることにした。

　それだけのはずなのに、さきほどの彼女の言葉が、朔也の頭から離れない。

『わたしは、わたし自身が好ましいと感じたお相手と過ごしたいだけです』

『好きな人が苦しんでいるなら、なおさらそばを離れません』

　――ばかばかしい。

　このようなセリフは使い古された常套句だ。一途な女をアピールするためだけの小道具にすぎない。

　それでも茉莉の瞳は、ひたむきだった。

　計算しているようにも、上等なセリフに酔っているようにも聞こえなかった。

　朔也は人の心を読むことに長けている。感受性が鋭いのか、幼い頃から他人の考えや動きがよく読めた。

　そんな己の直感が告げてくる。

　茉莉は本心からそう言っているのだと。

「結城社長？」

　質問の答えを茉莉が促してきた。

　朔也はほほ笑む。

「もちろん、ふたりきりになりたいです。場所を移しましょう。もっと静かで、落ち着けるところに」

「ええ。嬉しいわ」

　艶めく唇に笑みを引く。その表情や、朔也の腕に自分のそれを絡ませる仕草は実に自然だ。

　けれどスーツ越しに伝わる彼女の手は、固い緊張を帯びている。

「茉莉社長、どうぞこちらへ。ちょうどいい部屋へご案内します」

「え？」

　朔也が促した扉を見て、彼女は戸惑いを見せた。

　会場の出口へ通じる扉ではないからだろう。その逆で、会場の奥に通じている。

　彼女は朔也を見上げた。

　女王様然とした瞳の奥に、怯えがかすかに滲んでいる。

　そこに朔也は思わず惹き込まれた。強さの裏にあるか弱さを見せられた気がしたからだ。

「方向が違います。外に出られるのは、あちらの扉でしょう？」

　彼女が振り向いた扉の近くには、例の男性マネージャーがいる。

　彼を一瞥してから、朔也は告げた。

「外に出るとは、ひと言も言っていませんよ」

「でも場所を変えるって」

「このゲストハウスには、パーティールームのほかに少人数用の個室も用意されているんです。よく利用しますから、ここのことは詳しいのですよ」

「個――」

　驚きの声を出しかけて、彼女は口をつぐんだ。すぐにほほ笑みを取り戻す。

「個室ですね、素敵。ゆっくりできそう」

「ご希望なら泊まることもできますよ」

　色めいた声で朔也が告げる。

　茉莉は慣れた様子で返してきた。

「そうですね、気分が乗ったら」

　しかしながら目が泳いでいる。

　世馴れた美女の皮を剥いだら、どんな彼女が現れるだろうか。

（本当の『茉莉』を見てみたい）

　延長時間をこのまま談笑で終わらせるよりも、よほど興味をそそられる。

　彼女の背を促しながら、朔也は薄い笑みを浮かべた。
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　奥の扉をくぐる直前まで、春歌は佐田にＳＯＳを必死に送った。

　しかし彼は、親指をグッと立てるばかりだ。

　こうなったら自分でなんとかするしかない。

（間違いが起こりそうになったら、結城社長を突き飛ばしてでも逃げなくちゃ）

　茉莉も言っているのだ。自分の身を一番に考えるようにと。

　春歌は非常に緊張していた。現在は、結城朔也の腕に自分のそれを絡ませて歩くという、逃げるには難易度の高い状況だ。

　足取りがギクシャクしないよう気をつけながら、なんとか目的地にたどり着いた。

　廊下の突き当たりの一室だ。重厚な扉のまえには、スタッフと思しきスーツ姿の男性が立っている。

　朔也が視線を送ると、男性は丁寧に一礼して扉を開けた。

　どうやら朔也は顔パスのようだ。よく利用しているという話は本当らしい。

　大理石の床に足を踏み入れる。見渡して、春歌は格調高さに驚いた。

　さすが都内有数の高級ゲストハウスである。

　重厚感のあるインテリアはウォルナット材で統一されており、フロアランプの光が落ち着いた色合いを演出している。

　小ぶりの丸テーブルに、ゆったりと寛げそうなラウンジチェアが二脚。

　部屋の広さは十二畳ほどで、高級感のわりに狭い。その上セミダブルのベッドが置かれているのだから、余計に狭く感じた。

（というかなぜ、ベッドが置いてあるの？）

　春歌は部屋の入り口あたりから動けなくなる。

　背後で、朔也が内鍵をかける音がした。

「ここは仮眠室としても使えるのです。体調が悪くなったり、ひと寝入りしたくなったりしたゲストのための場所ですよ」

「そ、そうなのですね。だからここにベッドが」

「ええ、だからここにベッドが」

　朔也はさわやかにほほ笑む。

　ただの仮眠室になぜセミダブルがと思うけれど、怖くて聞けなかった。自分の顔はいま、ひどく青ざめているかもしれない。

（どうしたらいいの）

　朔也を誘ったまではいいものの、生々しい室内を見てしまうと身が竦む。

（佐田さんを頼りにしたわたしがばかだったわ）

　結局、佐田は止めてくれなかった。ここからは自分ひとりで切り抜けなければならない。

「空調はいかがです？　寒くないですか」

　春歌の背をラウンジチェアに促しながら、朔也は尋ねた。

　内心でうろたえつつ、春歌は腰を下ろす。

「大丈夫です。ちょうどいいわ」

「よかった。四月とはいえ、肌寒い日もありますからね。五月あたりからは過ごしやすくなると思いますが、モデルの仕事だと大変な季節でしょう？」

「ええ。日焼けには充分すぎるほど気をつけなければいけないですから」

　ボロが出ないように、無難な答え方を選ぶ。

　朔也は向かい側の椅子に座らなかった。春歌のすぐ右手にある壁に、立ったまま背をもたせる。

　テーブルを挟んだ椅子よりも、近い位置だ。

「日焼けか。この白い肌も魅力的ですが、小麦色の肌も見てみたい気がするな」

　目を細めながら、朔也は春歌の肩や腕に目を走らせる。

　視線でなぞられた箇所に火照りを感じて、春歌は動揺した。顔には余裕のある笑みを作る。

「いつもそうやって女性を口説いていらっしゃるのかしら」

「まさか。それほど器用ではないですよ」

「ふふ、そういうことにしておきますね。わたしは日焼けすると赤くなりやすい体質なの。ヒリヒリ痛くなったりもしますし」

　早くこの会話を切り上げたい。朔也の目に見つめられると、どうにも落ち着かない。

　だからセリフの後半は、早口になった。彼から目を逸らしぎみにしてしまう。

（不自然かしら）

　さすがにこれだけで偽物だとバレることはないと思うが。

　朔也が小さく笑う気配がする。

「そうですか、繊細な肌をされているのですね。――失礼」

　彼の手が伸ばされて、春歌のまとめ髪にふれた。

　驚いて身を竦めると、髪留めが外されてロングヘアの巻き髪がはらりと広がる。

「えっ、あの」

「先ほどから髪のほつれが気になっていたのです。よろしければ、俺が整えますよ」

「と、整えるって」

　予想外のことが起こった。

　髪留めを手に、朔也は笑みを向ける。

「姉と妹がいるので、女性の髪を結うのは得意なんです。実家にいた頃はヘアセット要員として、たびたび駆り出されたので」

　言いながら、春歌の髪をひと束手に取る。

　春歌はどきりとした。

　髪を結ってくれるのはいつも茉莉だ。茉莉の指は細く長く、なめらかな肌をしている。

　でも朔也の手は違った。

　ゴツゴツしていて、長い指は太さもあり、皮膚は固そうだ。

「艶のある髪ですね」

　髪よりも朔也の声のほうが、よほど艶めいている。

　彼の指のあいだを自分の髪が流れ落ちていく。春歌はどうにもいたたまれなくなった。

　そんな春歌の気持ちを知ってか知らずか、彼はラウンジチェアの肘かけに腰を下ろしてくる。

　近い。スーツの長身と綺麗な顔立ちが、非常に近い。

　耳を赤くして、春歌は硬直した。

　朔也は唇に笑みを浮かべる。

「こちらも赤くなりやすい体質ですか」

　指のあいだから髪を落とし、朔也は春歌の耳朶にふれた。

　固い指先で皮膚を軽くこすられて、ぞくりとした感覚が走り抜ける。

「っ、や……」

「なるほど、繊細だ」

「ち、違います、わたし」

　なんとか体裁を整えて余裕を取り戻そうとする。

　そのとき彼の指が耳からうなじのラインを辿った。またしてもゾクゾクした感覚が生じてしまう。

「だめ、です、あの……、っ」

「イヤリングはしていらっしゃらないのですね。ピアスは……空けていないな。モデルなのに珍しい」

　彼の指がふたたび耳朶に戻ってくる。たしかめるように撫でられて、春歌は肩を震わせた。

　朔也にふれられただけで、どうしてこんな風になってしまうのか。

　もう触らないでほしかった。でも茉莉風のあしらい方が、わからない。

「イヤリングは、頭が痛くなるし……。ピアスは、その」

　頭が痛くなるのも、ピアスの穴を開けていないのも、春歌だけだ。

　茉莉は頭痛なんて起きないし、穴も開けている。

「穴は、塞がってしまって。つい最近塞がってしまったんです。だから」

「……へえ」

「あの、もういいです。すみません、髪はこのままでいいですから。その――自分で、やりますから」

　必死に言って、春歌はたどたどしい仕草で彼の指を振り払った。彼の手は離れてくれたが、こちらを見つめる目つきがわずかに変わった気がする。

　さっきよりも熱を帯びて、じっと春歌を見下ろしている。

　春歌は戸惑った。

　なんだか怖い。怒らせてしまったのだろうか。

「お気を悪くされたのなら、ごめんなさい……」

　弱々しい声になった。

　茉莉の真似をしなければいけないのに。不甲斐ない自分が情けなくなる。

「気を悪くだなんて、とんでもない」

　彼は言った。

　目つきはまだ怖い気がしたけれど、口元はほほ笑んでいる。髪留めを返してくれたので、春歌はホッとした。

　しかし、困った。

　自分でやると言ったのだが、春歌には髪を結う技術がまるでない。

　生粋のストレートヘアなので、髪をコームで梳かしておしまいといった塩梅である。

　春歌は手に持った髪留めを見下ろしながら途方に暮れた。

　朔也が左手の壁際を示す。

「ドレッサーはあちらですよ」

「ありがとうございます。……でも、今夜はやめておきます」

「どうしてですか？」

　聞き返されて、春歌は不安になった。

　髪をきちんとまとめないと、茉莉らしくないだろうか。周りの目には地味に映ってしまうだろうか。春歌のように。

　春歌は朔也を見上げた。

　こんなことをこの相手に聞いてはいけないかもしれない。

　でも自分よりも朔也のほうが、こういった会場にふさわしい身なりに詳しいはずだ。

「すみません、お聞きしたいのですが……。髪をまとめないのは、おかしいですか」

「おかしくないですよ」

　彼の瞳が、さらに強い熱を帯びた気がする。

　おかしくないと言われて安堵しつつも、春歌はまたしても彼が怖くなった。

「なにも気にすることはない。髪を下ろしたあなたも、可愛いですよ。とても」

　春歌はどきりとした。

　褒め言葉は、やはり慣れない。でもこの胸の高鳴りはいつもと違う気がする。

　高鳴る鼓動をごまかしたくて、言い訳めいた言葉をひねり出した。

「変な質問をしてすみません。パーティーの最中に髪が乱れてしまったことはこれまでなかったものですから、らしくなく動揺してしまって」

「動揺してもいいじゃないですか。変わった質問でもなんでも、していただいていいんですよ」

　優しい声に、春歌の胸がふたたび高鳴った。

　朔也は、あいかわらず目つきはなんとなく怖いまま、ゆっくりと続ける。

「あなたはいまのままで充分素敵です。茉莉さんらしさをそれほど守ろうとしなくていいと思いますよ」

「そ……うでしょうか」

　春香の脳裏に、仕事疲れでフラフラになりながらもばっちりメイクを決め、ハイヒールに足を入れて出かけていく茉莉の姿がよぎる。

「そうですよ」

　朔也はほほ笑んだ。

　男らしさのなかに、優しさもある面差しだ。

「無理して気を張って、それでヘトヘトになったら元も子もありません。俺たち経営者はなによりも体が資本ですから、まずは自分をいたわらないと」

　がんばり屋の茉莉には、そういう言葉こそ必要なのかもしれない。

　気づきを得て、春歌の口元に自然と笑みが浮かんだ。

「おっしゃるとおりだと思います。とても大切なことですね」

　結城朔也という人は、芯が強いだけではない。

　とても優しい心を、もっているかもしれない。

　彼は春歌をじっと見下ろしている。間を置いて、つぶやくように言った。

「では本当のあなたを、見せていただけますか？」

「え？」

　彼の長い指が、春歌の顎にかかった。

　そのまま朔也が身をかがめ、春歌の視界が翳る。弾力のある熱が唇に押し当てられた。

　なにが起こったのか理解できなかった。

　見開いた目に、彼の伏せたまつ毛が映る。顎を捕らえられたまま、もう片方の手でうしろ頭をつかまれた。

　逃げようにも逃げられず、熱く濡れた舌がざらりと春歌の唇を這う。

「ぅん……ッ」

　背すじを走り抜けた感覚に、春歌はびくりと肩を震わせた。

　口づけがさらに深くなったところで、春歌は両腕を突っ張った。固い胸板を押す。

「やめ、て……っ」

　唇が離れる。泣きそうになりながら、肩で息をした。混乱しきっているせいでうまく思考がまとまらない。

　結城朔也にキスをされた。

　春歌にとって、生まれてはじめてのキスだった。

　どうしていいのかわからず、ラウンジチェアの端に背を押しつけて、朔也から距離を取る。

　春歌を見下ろしながら、朔也は己の唇をぺろりと舐めた。

　背面に片手を置き、身を乗り出してくる。端整な顔が近づいてきて、春歌の体がさらに強張った。

「嫌でしたか？」

「だ……って、いきなりこんな」

「目が潤んでる」

　朔也の指が伸びて春歌の目尻を撫でる。

　それだけで、肌に電気が走ったようにピリッとした。

「や――」

「茉莉さん」

　そう呼ばれて、春歌はハッとした。

　いまの自分は茉莉なのだ。

　恋愛に不慣れな七原春歌ではないのだ。

　余裕のある笑みを取り戻し、朔也を軽くあしらわなければ。

「……せっかち、なのですね。もう少しお互いを知り合う時間がほしいわ。そうでしょう？」

　言いながら震える指先を握り込むも、その上から大きな手のひらで覆われてしまう。

　いっぱいいっぱいでいることを隠したはずが、徒労だった。

「対話は充分したと思いますけれど？」

　言い聞かせるような声に、春歌は追い詰められる。

　それでもなんとか踏みとどまり、反論した。

「男女のことに自信がない男性ほど、対話を疎んじるものですよ。あなたは女性の扱いに慣れているみたいですが、実は不得意でいらっしゃるのではなくて？」

「その発言は迂闊ですね」

　朔也は軽く笑った。

「男を挑発してどうするんです」

「挑発だなんて。思ったことを言っただけです」

「率直だな」

　朔也の片手はまだ春歌の目尻にあって、時折優しく撫でてくる。

「男を手玉に取るための策にしては、ずいぶんと捨て身に見えますが」

　茉莉の真似をするのに必死だったというだけなのだ。

　たしかに迂闊だったかもしれないが、本来であれば、扉をくぐるまえにマネージャーの佐田が助けてくれるはずで――。

「いつもこんな風では、怖い経験をしたこともあるんじゃないですか？」

「したことないわ」

　口からこぼれたセリフは、ひどく掠れていた。

　いますぐここから逃げ出したい。

　それなのになぜか、体が動いてくれない。

「怯えた顔をして」

　一見穏やかに見える彼のほほ笑みに、嗜虐性が滲んだ。

「俺にふれられるのが怖いですか」

　目尻を撫でていた彼の指が頬を伝い降りていく。

　固く無骨な男の指。それに肌をなぞられる感触は、感じたことのないざわめきを呼び起こした。

　やがて彼の指は唇に辿りつく。

　カサついた感触に、春歌は肩を震わせた。人差し指と中指でふたたび顎を取られ、親指を使って唇をゆっくりとなぞられていく。

　唇は頬よりも敏感のようだった。得体の知れないざわめきがさらに大きくなる。

　彼の双眸から目を離せない。

　ほの暗い熱情を宿しているような、強い引力を持ったまなざしだった。

　唇を愛でていた指が離れ、ふたたび口づけられる。彼のもう片方の腕は、春歌の背に回された。

　椅子の隅に押しつけていた背を抱き寄せられて、広い胸板に体が密着する。

　再度押し返そうとしたが、今度はびくともしなかった。

　男女の力の差を見せつけられた気がして、怯えが生まれる。

　遅れて、朔也の問いがよみがえってきた。――俺にふれられるのが怖いですか。

「ん……っ」

　深く食まれるようなキスののち、唇を歯先で甘く噛まれる。

　またあのざわめきが起きて、春歌の体内を揺らしていく。

　たくましい腕で抱き竦められ、何度も角度を変えながら口づけられた。唇の表面をいやらしく舐められて、ゾクゾクした熱が下腹まで伝っていく。

　息苦しくなるほどのキスだった。強く抱き締められることも、唇を求められることも、すべてがはじめての経験だった。

　鼓動が痛いほど脈打ち、頭の芯がクラクラしはじめる。

（だめ、こんなの）

　キスの合間に、春歌は必死に声を出した。

「待っ……、ゆうき、社長……っ」

「朔也、と」

　甘いささやきが、濡れた唇に溶ける。

「俺のことはそう呼んでください」

　声と口調はどこまでも優しい。

　けれど彼の瞳には、優しさだけではない熱がこもっていた。それらのすべてが、強い魅力を放っている。

　またしても彼から目をそらせない。

　なにもかも、彼のペースだ。

　茉莉ならこんな風にはならない。自分のペースを失って流される茉莉など、想像できない。

　茉莉なら、きっともっとうまくあしらえるのに――もしくは、彼を魅了するほどの色香を発揮して、自分のペースにたやすく持っていけるだろうに。

「また泣きそうだ」

　近い距離から春歌の瞳を見つめながら、朔也は言う。片手で頬を包んで、親指で肌を撫でた。

　その仕草がなぜか愛しげで、春歌の胸を突く。

「こんな風に怯えられるほど、無理強いをしているつもりはないんだけどな」

　笑みを浮かべながら、朔也は春歌の額に口づけてくる。

　たしかにそうだ。

　ここまできて、やっぱり怖いからやめたいなどと言うのは、わがままに取られてもおかしくない。少なくとも、茉莉の住む世界では。

　けれど春歌の世界からは、かけ離れている。

　この部屋までついて来てはいけなかった。自分は判断を誤ったのだ。

　彼が危険な理由は、手際のよさでも、美貌や美声でもない。

　抱きしめられても、口づけられても、湧き起こるのは本能的な恐怖だけで。

　嫌だとか、気持ち悪いだとか、そういう嫌悪感が起きないところなのだ。

「あなたはこれまで、どんな抱かれ方を？　よほど優しくされてきたのかな」

　やわらかな声で聞かれる。春歌に答えられるはずもない。

　固まったままでいると、頬に口づけられた。

　それからこめかみを啄まれ、また移動した唇に、耳朶を甘く食まれる。

「あ……っ」

「秘密ですか？」

　耳殻に沿って舐め上げられた。濡れた感触にゾクゾクして、腰の奥が熱くなる。

　そのラインを、ドレス越しに彼の手が撫で下げていく。

「結城、社……」

「呼び方が違う」

　耳元で咎められると同時に、彼の手のひらが春歌の太ももにふれた。布越しでも、彼の高い体温が伝わってくる。

　弾力を楽しむような、ゆったりとしたふれ方は官能的で、じっとしていられないような感覚に襲われた。

　固くした彼の舌先が、春歌の耳の窪みに差し入れられる。クチュ……といやらしく音を立てながら舐められて、みだらな熱が背すじを走り抜けていく。

　たまらず春歌は彼の言うとおりにした。

「さ……朔也、さん……っ」

「茉莉」

　姉の名を呼ばれて、春歌の体が強張る。

「怖がらないで。ほかの誰よりも優しくするよ」

　この上なく甘く、愛しげに告げて――けれど双眸には熱い情欲をたぎらせながら、朔也は春歌の唇に口づけた。








２　そのキスは不可避








　すべてが彼女の術中なのか、それとも自分が主導権を握れているのか。朔也には判別がつかなかった。

　見つめるだけで赤く染まる頬も、ふれればたちまち緊張を帯びる肌も、演技なのかそうでないのかわからない。

　ただ、抱き寄せたときのやわらかさと、口づけたときのとろけるような甘さだけは本物だった。彼女はそれだけで、朔也の理性を崩しにかかってきた。

　逃げ場を失った子猫のように椅子の上で身を縮める様子は、普段の朔也であれば興を削がれるものだったろう。

　でも彼女の場合は、違った。

　もっと追い詰めて怯えさせたいとも思ったし、逆に優しく抱き締めて安心させてあげたいとも感じた。

　恋多き女の名をほしいままにしている彼女は、きっと多くの男に抱かれてきたのだろう。

　浮き名を流してきたというのが実はまやかしだったとしても、まったくの未経験であるとは考えづらい。いくつかの恋愛が存在するからこそ、写真に撮られたりワイドショーのネタになったりするのだから。

　だからあえて口にしたのだ。ほかの誰よりも優しくすると。

　怯える様子が演技であるなら、それはそれでいい。

　ほかの男への対抗心をまんまと煽られたのだとしても、おもしろいと思えた。

「ん……、ぅん……っ」

　ベッドに華奢な体を組み敷いて、深い口づけを味わう。

　まだ舌を入れてもいないのに甘い声が返るのは、彼女が敏感だからか、それとも快楽を求めることに貪欲だからか。

　もし後者だったとしても、身をひどく固くしていることが気にかかる。

　ガチガチに緊張しているのだ。そして隙あらば、逃げ出そうとする。

「ん……、キス、だめ……」

　悩ましく呼吸を乱しながら、茉莉はうめいた。

「どうして？」

　彼女の頬を手の甲で撫でる。

　自分の声が、さっきの宣言に則ってこの上なく優しくなっている。

「キスしながらふれたほうが気持ちいいじゃないか」

　なめらかな肩からドレスを剥いでいく。白肌がフロアランプに照らされる。

　こんもりと盛り上がる胸が、藍色のブラジャーからこぼれ落ちそうになっていた。見るからにやわらかそうな丸みと、甘やかなミルク色の肌に、劣情が煽られる。

　自身の胸を見下ろしながら、茉莉は泣きそうな顔をした。

　恋多き女王様にはとても見えない姿だ。

　演技ではなく、彼女が本当に怖がっているとして――だとしたら、ここでやめておくべきかもしれない。

　このまま流れで抱いてしまって、あとあと騒がれたら面倒だ。

　いまの時点ならやめられる。彼女を抱き起こしてドレスと髪を直してやり、パーティー会場へ戻す。それくらいの理性は残っているし、面倒を押してまでがっつくほど自分を捨てていない。

　そのはずだ。

　けれど。

「大丈夫だよ。ひどいことはしない」

　自分の口からこぼれ出たのは、なだめるような甘ったるい声だ。

　彼女の頬に口づけて、指先で肩口から鎖骨をなぞる。逃がさないように組み敷いた体が、小さく震えた。

　さっきから茉莉は、戯れに近い愛撫にすら感じている。

　もっと敏感な箇所を可愛がったら、どんな反応をするだろう。

　鎖骨からさらに手を下げて、ブラと乳房の境目を指先で辿った。軽く押すだけで沈み込むほどやわらかい。

「あ……っ」

「これだけで感じるの？」

　体の芯が少しずつ熱くなってくる。

　怯えるような、戸惑うような、彼女の喘ぎ声は腰にくる。

　ブラのカップに指を引っかけ、もう片方の腕で彼女を抱きしめるようにして、背中のホックを外した。量感のあるふくらみがこぼれ出るまえに、茉莉が両腕で胸を隠す。

「や、恥ずかし――、っん……！」

　声を塞ぐように無理やり口づけた。

　勢いで貪りかけて、我に返る。――いけない、優しくしなくては。

「隠さないで」

　キスの合間にささやく。潤んだ瞳が見上げてきて、朔也の体がさらなる熱を帯びた。

「全部俺に見せて」

　これは誰の声だろう？

　優しく包んで、乞うような。

　どちらにしろ、彼女の唇は甘すぎる。





＊　＊　＊






　上半身を裸に剥かれて、春歌は大混乱に陥った。

　お姫様抱っこでベッドに降ろされ、たくましい体に組み敷かれた段階で、すでに容量オーバーの状態だった。唇にキスをされながら、胸を隠していた両腕が強引に開かれてしまったら、お手上げもいいところだ。

　上半身の素肌を晒しているのは春歌だけで、朔也はスーツの上着とタイを脱いだものの、ワイシャツはそのままだ。それが余計に羞恥を煽ってくる。

　両手首をまとめてつかまれ、頭の上で拘束された。

　剥き出しの胸の片方が、大きな手のひらに覆われる。

「ぅん、ん……っ」

　熱いキスを受けながら、胸のふくらみを押し回すように揉まれていく。

　今日はじめて会った人にこんなことをされている自分が信じられない。

　そしてもうひとつ、信じられないことが起きている。唇と胸に生じた感覚が下腹に届き、気持ちよさを引き起こしたのだ。

　性的な快感にはじめてふれて、春歌は怯えた。

「ぅん、ふ、ぁ……ッ」

「キス、苦しい？」

　わずかに唇を離して朔也が尋ねてくる。が、逃げようとする春歌を自由にはしてくれない。

　そのあいだにも、片胸のふくらみは彼のいいように形を変えられている。

「だ……って、すごく、激しいから……」

　涙目で訴えると、朔也は小さく笑った。

「激しいうちに入らないよ。キスの仕方を忘れてしまった？」

「わ――忘れてなんかないわ。ただ朔也さんのキスは、なんだか……」

　春歌は頬を上気させて口ごもった。

　なんだかすごくいやらしい感じがする。その上こちらが戸惑ってしまうような快感を、与えられもする。

　こんなこと、口に出せない。

　しかし朔也はあっさりと告げた。

「気持ちよくて困る？」

「…………っ」

　春歌はさらに真っ赤になって絶句した。

　その頬に口づけて、朔也はささやく。

「俺も同じだよ。きみとのキスは気持ちよすぎる」

「わ、わたしは気持ちよくなんか」

　ふいに、乳房の全体を揉んでいた指が、頂きの周りを撫でた。

「ひぅ……！」

　体が震える。

　さっきよりも気持ちよさが増した。ゾクゾクした熱量が体の奥に溜まっていくようだ。

「唇へのキスはお気に召さなかったのかな」

　ピンク色と肌色の境目を、固い指先でじっくりと辿られる。

「あ……っ」

「少し揉んだだけなのに、見てわかるくらいに立たせて」

　彼の視線が胸に注がれているのがわかる。恥ずかしくてどうにかなりそうだ。

　指で辿られ、視線を這わされるその箇所が、チリチリと熱くなっていく。

　陶然とした声で、朔也は告げた。

「綺麗なピンク色だね。肌もなめらかで……そそられる」

「見、ないで……、触っても、だめ……っ」

「わがままだな。でも聞いてあげるよ」

　春歌の頬を優しく撫でながら朔也が言ったので、春歌はほっとした。

　しかしその安堵は、長くは続かなかった。

　その整った顔が春歌の胸に伏せられたからだ。続いて、熱いぬめりに先端が覆われた。

「ッあ……！」

　鋭い快感に貫かれ、春歌は背をしならせる。

　唾液にたっぷり濡れた舌で、敏感な尖りをぬるぬると舐められた。

　そこは快感によって芯をもち、朔也が指摘したようにピンと立っている。彼の舌がそれを倒すように舐め回した。

　体内で快感がふくれ上がって、下腹部を刺激する。なにやら熱いものが両脚の奥から滲んだ。春歌は無意識に両脚を擦り合わせる。

　そのとき、乳首をコリ……と甘噛みされた。

「ひぁ……ッ」

　たくましい体の下で、春歌は大きく震えた。

　歯先でゆるく噛んだまま、先端を舐め回される。たまらなくなって大きく身を捩ると、キツく吸い上げられた。

「あぁぁ……っ！」

　両脚の奥から滲み出るものの量が、多くなる。

　湧き上がる快感をどうにもできなくて、春歌は泣きそうになった。

「触らないでって、言っ……」

「舐めただけだよ」

　顔を上げて、朔也は口端で笑う。

　唾液に濡れた先端を、二本の指で摘ままれた。クニクニと強めにいじってくる。

　少しふれられただけでも快感が湧き出るほど敏感になっているのに、そんな風にされたらたまらない。

「あぁ……ッ」

「可愛い声だ。独占したくなるよ」

　熱い感情の混じる双眸で、朔也が見下ろしてくる。春歌を縛りつける、あの瞳だ。

「ほかの誰にも聞かせたくなくなる。――こう思わせるのも、きみの手口？」

　まだ手つかずだったほうの乳首にも彼の手が伸びる。親指の腹で撫で上げられ、それから乳房に沈めるように、丸く撫で回された。

　同時にふたつを刺激されて、春歌はさらなる快感に呑まれる。そのせいで朔也の質問を、理解する余裕がない。

　春歌は必死に首を振った。

「わ、からな……っ」

「無意識だとでも？」

　朔也はぽつりとつぶやいた。

　端整な面差しが近づいてくる。とっさに顔を逸らすと、こめかみに口づけられた。

「もう一度キスしたい。こっちを見て」

　乞うような声に、思わず目を向ける。直後、唇を塞がれた。

　今度は最初から深い。

　重ねた唇が熱くて、溶かされてしまいそうだ。

　彼に逆らえない。声に、言葉に、まなざしに、強烈に惹きつけられてしまう。

「んん……っ」

　下唇を甘噛みされて、ぞくりとした快感が走る。とっさに朔也のシャツを握りしめた。

　彼の舌先が唇を割って、口腔内にねじ込まれてくる。

「ふ、ぁ……！」

　口中に男の蹂躙をはじめて受けて、春歌は震えた。

　朔也の舌が粘膜を撫でる。

　敏感な箇所を探るように動き、弱点を的確に暴いていく。そこを固くした舌先で嬲られると、たまらないほどの快感に襲われた。

　クチュ、グチュ、とみだらな水音が立つ。

　同時に春歌の官能も、高められていった。

「ぅん、んん……ッ」

「は――、やっぱりきみとのキスは、気持ちいい」

　溶けるような熱い声で、キスのあいまに朔也がささやく。

　唇を深く重ね合わせ、何度も角度を変えて、狭い口腔を彼は味わい尽くした。怯えて縮こまる春歌の舌を絡めとり、執拗にこすり合わせる。

　ものすごくいやらしい。

　このままでは恥ずかしさでどうにかなってしまう。

　そう思うのに、朔也を押し返せない。それどころか彼のシャツを懸命につかんで、激しい口づけを受け止めている自分がいる。

　朔也の言うとおり、気持ちがいい。

　密着する彼の重みにさえ、官能を煽られてしまう。

　この熱くたくましい体に、もっと強く抱き締められたいと思ってしまう。

「ん……、っ」

　やがて濃密な口づけがほどかれた。

　それでもまだふれていたいとでも言うように、春歌の濡れた唇を親指がゆっくり這っていく。

　至近距離で視線が混ざり合った。

　綺麗な形をした朔也の瞳の奥に、熱情が滾っているように見える。

　吸い寄せられるように、目を逸らせない。彼の瞳が美しくて、魅惑的で、春歌を強引に惹きつける。

　朔也が唇をまた寄せてきた。

　互いの熱い吐息が溶けて、唇が重なる。彼の余裕が先ほどよりもなくなっている気がして、春歌の胸の鼓動も早まっていく。

　両腕が無意識に浮いて、彼の首もとに回った。

　キスが深くなり、快感が熱く増していく。

　朔也の大きな手のひらが、細腰を撫で下げた。そのあたりに絡みついていたドレスを脱がしているのだと、春歌は気づく。

　動揺がキスに呑まれ、ドレスがさらに下げられて、シュミーズごと脚から抜かれた。

　大きなてのひらに太ももを直に撫で上げられ、ぞくぞくとした快感が背筋を走る。

「ぅ、ん……っ」

　春歌は身を捩るも、彼の下から出られない。

　深いキスを施しながら、次に朔也はショーツに手をかけた。

　春歌の鼓動が高まり、緊張感が増す。絡みつくようなキスと共にゆっくりと脱がされていき、曲線を描く裸身がすべて晒された。

　恥ずかしすぎて、春歌は縮こまろうとした。

　けれど朔也は、それを許してくれない。

　自分の体で春歌を押さえつけながら、両脚の奥に手を伸ばしてくる。

「あ……！」

　彼の指が秘裂をなぞったとき、体に電流が走った。

　ゆっくりと往復をくり返す箇所から、次々と快感が生まれる。

「ぁ、なに……っ」

　そこはとろりとしたぬめりを帯びているようだった。朔也の固い指先がなめらかにすべり、水音を立てている。

　その音が卑猥に聞こえて、いたたまれなくなった。

　しかしそれ以上に、ふれられるところから生まれる甘い快感が、春歌を切なく喘がせる。

「あ、ん……っ」

「ずいぶん濡れてる。とろとろだよ」

　言い聞かせるように、甘い声音を朔也は使ってくる。

　春歌の胸が否応にも高鳴った。

「こうして撫でると、気持ちいいだろう？」

「気持ち、イ……から、だめ……」

　春歌は弱々しく訴える。

「意地っ張りだな」

　揶揄する言葉に、可愛がるような響きが滲んだ。

（そういう声は、ずるいわ）

　心まで溶かされそうで、唇を小さく噛む。

　直後、濡れた秘裂をなぞっていた指が、上部にある小さななにかをくるりと撫でた。

「ぁあ……ッ」

　強烈な快感に打たれて、春歌は体をびくつかせた。

　そこを集中的に苛まれる。彼の指が丸く撫でたり、上下左右に転がしたりしてくる。

　それらの動きがたまらなくて、春歌は涙で瞳を潤ませた。

「ぁ、ああ……！」

「きみは感じやすい体をしているから、よりいっそうイイだろう？」

「よくなんか……っ」

　快感に濡れた声で言う。我ながら、説得力がない。

　朔也は喉の奥で笑った。

「足りない？」

　愛液にたっぷり濡れた指が、淫芯を根本から摘まんだ。ぬるりと皮膜を剥かれ、快楽の塊が無防備な状態になる。

　固く凝ったそれを指先で揉まれたとき、あまりの快感に春歌は背をしならせた。

「ああッ……！」

　ふくれ上がった粒を執拗に嬲りながら、朔也は劣情に濡れた双眸で春歌を見下ろしてくる。

　その視線にも、ぞくぞくした。

「気持ちいい、から、もう……ッ」

「もう、なに？」

　聞きながら、爪の先でコリ……と花芯を引っ掻いてくる。びくりと大きく肩が跳ねて、春歌は喘いだ。

「ああ……ッ！」

　下腹の奥でみだらな熱がふくれて、せり上がってくる。

「いいよ、そのままイって」

「イ……？　ッあ、ああ……！」

　淫芯に小刻みに振動を送られて、下腹の熱がさらにふくれ上がる。

　と、彼が胸に顔を伏せ、乳首を口に含んだ。ぬるりと舐められ、甘く歯を立てられる。

　春歌は大きな波に攫われるように、せり上がってきた淫熱に呑まれた。

「ぁああ……ッ」

　ビクビクと、体が何度も震えた。強靭な片腕に抱き締められて、朔也の体のたくましさと熱さを直に感じ取る。

　やがて大波がゆっくりと静かになり、春歌の体に甘い痺れを残した。朔也の腕のなかでぐったりと放心する。

「気持ちよかった？」

　朔也は春歌の唇に軽くキスをした。

　それだけで感じて、春歌は小さく震えてしまう。甘やかすようなキスが、ただ気持ちいい。

「ん……、朔也、さん……」

「とろけた顔で呼ばれると、クるな」

　色香を纏う声でささやきながら、朔也はふたたび唇を重ねる。

　今度は、舌を使った濃密なキスだ。春歌は両腕を彼の首もとに絡め、懸命に応えた。

「ぅん、ん……っ」

「は……、可愛い」

　陶然とした目で、朔也は春歌を見下ろしてくる。

「際限がないな。困ったよ」

「え……？」

　絶頂の余韻と甘ったるいキスのせいで、春歌の意識はとろけきっている。朔也の言葉がうまく理解できない。

　そんな春歌の頬を、朔也は手の甲で撫でた。

　仕草が愛しげなのは思いすごしだろうか。こんな風にふれられたら、胸が高鳴ってしまう。

「これじゃあたしかに、どの男もひとたまりもない」

　気をつけないと、と朔也は自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

　そうしてふたたび、彼の手が胸を覆い、もう片方が濡れそぼった陰部に伸びる。クチュ……と襞をまさぐられて、春歌の官能が再燃した。

「あ、待っ……」

「うん。このまま挿れてもいいけれど、きみのココは想像以上に狭そうでね。入り口にふれただけでも、それがわかるくらいなんだよ」

　とろけた蜜口のあたりを、くるりと撫でられた。

「ん……っ」

「自覚はある？」

　馴染ませるように、彼の指が蜜口をゆるゆると浅く泳いだ。やがて、ぬぷりと春歌のなかに挿入されてくる。

　息苦しい異物感に、春歌は喉を震わせた。

「あ――」

　太く長い指がゆっくりとねじ込まれてくる。

　春歌はとっさに彼のシャツを両手でつかんだ。男の指をはじめて受け入れた体が、小刻みに震える。

　狭隘な蜜孔はきゅうっと締まり、指を追い出さんばかりに蠢いた。

「ほら。こんなに狭い」

「あ、ぁ……ッ」

　たっぷり濡れた淫襞をこすり上げられて、春歌は背をしならせる。

　ゴツゴツした指に鋭敏な襞を刺激されるのが、恐ろしいほどに気持ちいい。

「するのはひさしぶり？　それとも元々、こういう体をしているの？」

　根元まで指が埋まった。ぎちぎちに広げられた襞が、それをキツく締めつける。

「だとしたら怖いな」

「ん……、ぁあ……っ」

「動かすよ」

　指が蜜孔を往復しはじめた。

　彼の指が自分のなかにある。そう意識しただけで、春歌の体が信じられないほど熱くなった。

　敏感な箇所をゆっくりとこすられて、ゾクゾクした快感が背すじを走り抜ける。その上彼の親指が、花芯を嬲りはじめたのだからたまらない。

　弱いところを同時に攻められて、蜜孔から愛液があふれた。

　みだらな水音が大きくなり、いやらしい指の動きを春歌に知らしめてくる。

　どうしてこれほど気持ちいいのかわからない。

「もっとほしい？」

　もう一本の指が膣口をたしかめるようにまさぐる。

　春歌は体を強張らせた。

「もういっぱいだから……っ」

「そう？」

　二本目がぬぷりとねじ込まれた。

　息苦しいほどの異物感だ。

　それでも太く長い指二本で嬲られるのは、ひどい快感を生んだ。

「ああぁ……ッ」

「たしかに……いっぱいだな」

　抜き差しがくり返され、弱い部分を狙って刺激される。

　卑猥な水音が立ち、春歌の太ももを愛液が濡らしていく。きっと、朔也の手もひどく濡れていることだろう。

　自分の体はこんなにも乱れきっているのに、朔也はまだシャツをきっちり着込んだ状態だ。

（恥ずかしい、すごく）

　なのに、気持ちよさに喘ぐのを止められない。

　自分をこんなにも乱しているのが朔也だと思うと、どうしてか快感が増した。

「あん、ん……ッ、だめ、気持ち、よすぎて、だめ……っ」

　朔也に縋るように、広い背中に手を伸ばす。

　朔也は頬に口づけて、甘くささやいた。

「だめ？　気持ちいいのに？」

「だ……って、こんなの、恥ずかしい……」

「恥ずかしがるきみも可愛いよ、茉莉」

　そう呼ばれて、春歌はさらに追い詰められる。

　泣きそうに顔を歪めると、いたわるように唇にキスされた。

「そんな顔をしないで。怖がらなくていい。優しくすると言ったろう？」

　違う、そうじゃない。

　朔也が怖いのではない。

（わたしは茉莉じゃない）

　それなのに彼に抱かれている。彼に惹きつけられて、快感を得て、もっと強く抱き締めてほしいとまで思ってしまっている。

（こんなこと、だめなのに）

　指の動きが大きくなる。狭い蜜孔をかき混ぜられて、快感がふくれ上がった。

　乳房を覆っていた片手が、ゆるゆると動いて揉みしだきはじめる。

「ぁあ……ッ」

「どこもかしこもきみはやわらかいな」

　秘部を弄る手の親指が、陰核にかかる。

　上から軽く押さえられただけで、春歌の体が大きくビクついた。

「そこ、待っ……」

「もう一度くらいイっておいたほうがいいよ。そのほうが、体がゆるむ」

　剥き出しの粒を撫で回されて、春歌は激しい快感に打たれた。

　ヌプヌプと二本の指が出し入れされ、その刺激も強すぎるくらいだ。

「俺のほうにも、多少の余裕はほしいしね。優しくすると約束したから」

「ああぁ……！」

　下肢を苛まれながら、乳首をキュッと摘ままれた。せり上がった熱が体内で破裂し、視界が白く染まる。

　自分を組み敷く体にしがみつき、春歌は二度目の絶頂を迎えた。全身が大きく震え、途方もない快感に侵される。

　そののち、指先から力が抜けて、春歌の裸身はぐったりと弛緩した。

　視界がぼやけて、なにも考えられない状態になる。

　朔也の指が蜜孔からゆっくりと引き抜かれた。唇に口づけて、それから彼は、春歌の上で身を起こす。

　自身のシャツのボタンに手をかけて外していく。春歌は霞がかった意識でそれを見上げた。

　彼がＹシャツを脱ぎ、ランニングを首から引き抜くと、たくましい上半身があらわれる。

　太く引き締まった腕。厚い胸板と、固く割れた腹部。男らしさが匂い立つような体つきに、春歌は無意識に見とれてしまう。

　朔也をぼうっと見上げていると、頬に彼の片手がふれた。優しく撫でられて、心地よさに包まれる。

　朔也は別の手で自身のベルトを外し、スラックスのまえをくつろげた。

　そうして現れた男の象徴に、春歌は一気に現実に引き戻される。

　とっさに逃げようとした体を、両手首をつかんでシーツに縫いとめることによって朔也が拘束した。

「や――」

「ここまできてそれはないだろう」

　春歌にのしかかりながら、朔也は告げる。

「それとも焦らしているのか？」

　声が出てこず、春歌は懸命に首を振った。

　朔也の目にわずかな苛立ちが滲む。

（だってあんなの、聞いてないわ）

　先ほど目にした朔也のものが脳裏に焼きついている。

　あのように猛々しく上を向いて、しかもあれほど太く、大きいだなんて予想もしていなかった。

　怯えて縮こまる春歌を、朔也はしばらく無言で見下ろしていた。

　やがて大きく息をつく。

「まったく……仕方ないな」

　春歌を組み敷いたまま、朔也は髪をそっと撫でてきた。いたわるような優しい仕草だ。

「これ以上は嫌か？」

　春歌は潤んだ瞳で朔也を見上げた。彼が気遣ってくれているのがわかる。

「それならここでやめるよ」

　欲望の火を双眸に灯しながらも、朔也はほほ笑んだ。

　彼の体の状態からして、きっとものすごく我慢しているはずだ。それくらいは、経験のない春歌にも推測できる。

「ごめんなさい……」

　掠れた声が自分の唇から零れた。

　この事態は、春歌自身が招いたものでもある。

　だから受け入れるべきなのだ。

「大丈夫、だから……。心の準備が、できていなかっただけだから」

　指先が震えた。

　朔也は眉を寄せる。

　自分は処女だ。けれど後生大事に取っておいたわけではない。気づいたらそういう人生だったというだけだ。

「いいのか？」

　春歌の目の奥を覗き込むようにして、朔也が言う。

「途中でやめたいと言っても、さすがに止められないぞ」

　念を押してくるのは、結城朔也が優しい人だからだ。

　情欲に耐えている目をして、たくさん我慢しているだろうに、こちらの意思を尊重してくれている。

「ええ……大丈夫」

　朔也を見上げながら春歌は告げた。

　彼の声を聞いて、髪を優しく撫でられると、春歌のなかでこれまで感じたことのない情熱が生まれてくる。

　それは純粋なようでいて、ひどく利己的な感情だった。

　この人に見つめられたい。抱き締めてほしい。欲求と衝動に突き動かされるようにして、春歌は両腕を伸ばした。

　朔也の首もとに回して、抱き寄せる。

「朔也さんの好きなように、してください」

「……わかった」

　掠れた声が春歌の耳朶にふれた。

　覆い被さっているたくましい体が身じろぎして、片手が春歌の太ももにかかる。片脚を押し広げられて、無意識に体が強張った。

　彼の手が太ももから秘所に移る。二本の指で浅瀬をゆるくかき混ぜられたとき、春歌は痺れるような気持ちよさを感じた。

　朔也はサイドテーブルに片手を伸ばす。引き出しから、ビニル製の小さなパッケージを取り出した。

　避妊具だ。春歌の緊張が高まる。

　耳もとで、朔也が小さく息をつく気配がした。

　苦笑まじりの吐息だ。

「らしくもなく緊張するよ」

　秘所から指が離れていく。

　代わりに当てがわれたのは、太くて固いなにかだ。

「あ――」

　軽く押し当てられたのち、秘裂を上下になぞられた。ぬるぬると、愛液をからめるように動いていく。

　いやらしい形状をしたものに蜜襞をこすられるのは、えも言えぬ快感をもたらした。息を乱して喘ぐと、その唇に熱く口づけられる。

「きみを傷つけそうで怖い」

　キスのあいまに、朔也は独白のようにささやく。春歌の淫裂を嬲っていた先端が、蜜口をとらえた。

　春歌の鼓動は張り裂けんばかりになり、朔也の首もとに回した腕に力がこもる。

「痛かったら言ってくれ」

　彼の腰がグッと動いた。

　固く張り詰めた先端が、狭すぎる膣口を無理やり押し広げて挿入されてくる。

「いっ――」

　鋭い痛みに春歌は息を詰めた。

　朔也が動きを止める。

「茉莉」

　気遣うように頬を撫でられて、春歌は小さく唇を噛んだ。

「痛くないわ……平気」

　ベッドの上で茉莉がどんな風に男を誘うのか、春歌は知らない。

　頬にある彼の手に、自身のそれを重ねる。

「もっと来て。奥に」

　ふたたび唇を塞がれた。

　熱く濃密な口づけに、唇だけでなく口腔内も犯されていく。

　同時に朔也の片手が、腰を抱き寄せた。凶悪な太茎が、よりいっそう奥にねじ込まれてくる。

「ぅん……ッ、ん……！」

　体を引き裂かれるかのような痛みに、春歌は苛まれた。

　涙が滲んで、ぎゅっとまぶたを閉じる。

　朔也の体がひどく熱い。

　しっとりと汗ばむ胸板が、春歌の豊かな乳房を押しつぶし、固く凝った先端を刺激した。その固さと体熱が、みだらな官能を春歌の下腹に生む。

　痛いのに、気持ちがいい。

　腰を抱くたくましい腕や、濃密な口づけ、未通の蜜洞を押し広げてくる力強さ――それらすべてが春歌の肌の奥にまで、熱く刻みつけられていく。

　指で撫でられるのとはまったく違った。敏感な襞をあますところなく擦られて、春歌の呼吸はひどく乱れていく。

「ふ、ぅ……ッ、ぁ、んん……！」

「――は、……っ」

　朔也はキスをほどいた。

　己の腰を春歌の体に強く押しつけて、熱く息を吐く。

「全部、入ったよ」

　ぬちゅ……と小さく腰を朔也が前後させる。

　自分が体内にいることを、春歌に教えるような動きだった。

「あ……っ」

　緩慢なその動きに、熱い快感が滲む。痛みが少しずつ遠のいてきていることに、春歌は気づいた。

　熱く濡れた彼の瞳が見下ろしてくる。

「まだ痛い？」

「平、気……」

「無理はしないで」

　額に口づけられる。

　朔也はどこまでも優しくて、春歌の胸が切なくなる。

　最初はあれほど痛かったのに、いまは違った。痛みが甘い疼きとなって、体を痺れさせている。

　現実感はまるでない。それでも自分のなかに、ほかの誰かがいるという感覚だけは、ひどく生々しかった。

「動いても？」

　ささやくように聞く朔也は、その声とまなざしに男らしい色香を孕んでいる。

　春歌は彼に魅入られながら、誘われるようにうなずいた。

　みだらな水音を立てながら、朔也が腰を動かしていく。濡れて蠢く蜜襞を、固い雄茎がゆっくり行き来する。

　緩慢な動きは春歌を傷つけまいとしているようだ。彼の優しさを感じて、愛液がいっそう潤んでしまう。

　気持ちいい。

　蜜にまみれた襞を目いっぱい広げられ、間断なく擦られるのが、ただ気持ちいいだけになっていく。

「あ、ぁ……っ、ん、……ッ」

「だいぶ……馴染んできたかな」

　朔也の声に熱い吐息が混じって、彼も感じていることがわかった。

　春歌の体内に自身を埋めたまま、朔也は身を起こす。たくましい上半身が、フロアランプに照らされてクッキリとした陰影を作った。

　汗ばむ肌は色気に満ちて、見とれてしまうほどだ。

「綺麗な体だ」

　春歌を見下ろしながら、朔也は吐息混じりに告げた。

　彼のほうが、よっぽど綺麗だ。

　両手で春歌の乳房をつかみ、朔也はゆっくりと揉みしだく。同時に下腹では、ぬぷぬぷと太茎を行き来させた。

　すぐさま快感が広がって、春歌は身をよじる。

「あぁ……ッ」

「信じられない。どうしてこんなに」

　思わずといったようなつぶやきが、朔也から漏れる。

　快感のうねりのなかにいる春歌には、彼がなにを言っているのか理解できなかった。

　ぷくっと立ち上がった乳首を、朔也の指が嬲る。鋭い快感が秘部に届き、埋められた男根を締めつけた。

　朔也が息を詰める気配がする。

　彼の動きが止まった。春歌は息を乱したまま、彼を見上げる。

　朔也は奥歯を噛み締めてなにかを耐えている様子だ。

「朔也さん……？」

「少し、待ってくれ。まだ――」

　心を落ち着けるように息をついたのち、汗ばんだ前髪をかき上げる。

　それから春歌に覆い被さってきて、唇に口づけた。

「ん……っ」

「油断した」

　言って、蜜孔の奥を鋭く突き上げてくる。

　唐突な動きに、春歌は目を見開いた。大きな快感が弾けて、体が震える。

「あ……！」

　また突き上げられる。

　太くたくましい雄茎に最奥まで貫かれ、子宮の底を叩かれる。

　そのたびに激しい快感に襲われて、春歌は喘いだ。

　強く叩かれるたび、グチュ、グシュ、とみだらな水音が室内に響く。

　愛液があふれ、力強い熱杭にかき出された。シーツは恥ずかしいくらいに濡れているのではないだろうか。

　狭孔を大きくこすられ、愛液をこねるようにかき混ぜられ、突き当たりを抉られる。それを何度もくり返されて、うねるような快感に全身が支配されていく。

　彼に体内を激しく貪られていくような感覚がした。

　朔也の手が動くままに乳房は形を変え、唇にも彼の蹂躙を受けている。

　口腔に舌がねじ込まれ、容赦なく嬲られていった。

「んぅ……っ、ぁ、あ……ッ！」

「っ、茉莉。もっと――」

　朔也の声に余裕がない。

　唇からキスが離れた。片手で膝の裏をつかまれ、上に押し広げられる。

　その状態で突き上げられて、これまで以上に奥深くまで彼の先端がねじ込まれた。

「ひぁ……っ！」

　最奥にとどまったまま、子宮の底をぐりぐりとこねられる。気持ちよさが何度も弾けて、淫熱がふくれ上がるのを止められない。

　もう片方の腕が春歌の背中に回され、きつく抱きしめられる。

　たくましい体全体で動きを封じられ、これ以上ないほど奥までを、彼の劣情によって激しく侵された。

　汗ばむ胸板に縋りつき、春歌は快感に呑まれていく。

　みだらな熱が大きくふくれ上がった。先ほど彼の指で達した絶頂とは次元が違う。

「朔也、さん……っ、だめ、もう……ッ」

「ああ、俺も……っ」

　春歌を強く抱き締めながら、朔也は苦しげに言った。動きが激しくなり、彼の劣情が子宮の底に叩きつけられる。

　快感が大きく弾けて、春歌は絶頂に駆け上がった。

「ああぁ……ッ!!」

　ぎゅうっと蜜孔が締まり、蠢く膣壁が彼を食い締める。

　短く呻いて身を起こし、朔也は歯を食いしばりながら己を引き抜いた。

「っく――」

　体を震わせたのち、彼は大きく息をつく。

　春歌の指先は痺れていて、うまく動いてくれない。

　彼がゆっくりと覆い被さってきた。

「茉莉」

　熱のこもった声で呼び、唇に熱く口づける。

　両腕で引き寄せられ、抱きすくめられた。

「茉莉――」

　もう一度呼ばれて、髪に唇を押し当てられる。

　愛しげな仕草に胸が熱くなるものの、心にちくりと刺さるトゲもあった。

　このまま彼の腕のなかで、溶けるように眠ってしまいたい。

　けれどできない。

　痛みを覚えながら、春歌は目を閉じる。三秒後、まぶたを開いて朔也の胸板をそっと押した。

　離れようとしたはずが、彼の腕に力がこもり、抱き寄せられてしまう。

「まだ、もう少しこのままで」

　ささやいて、朔也は唇で春歌の頬にふれる。次に、唇にも。

　甘いキスに、春歌の胸がさらに切なく締めつけられた。

（だめ、離れなくちゃ）

　決意して、固い胸板を再度押す。さきほどよりも強く。

　朔也の腕がゆるみ、春歌は上体を起こした。なにかを言いたげな朔也を見下ろして、淡くほほ笑む。

「今夜はありがとう」

　彼はシーツに片腕をついて身を起こした。

「もう帰るのか？」

「ええ。朔也さんのおかげで素敵な夜になったわ」

　余裕を持ってしゃべりたいのに、声が掠れてしまっている。

　快楽の残滓によって指先が甘く痺れていた。下腹部や両脚の奥がとくに重たく、鈍い違和感がある。

　朔也の手が伸びた。

　春歌の片頬を優しく包む。

「まだ起き上がらないほうがいいんじゃないか」

　見透かしてくるような言葉と、温かい手のひらだった。

　けれどゆっくりしている場合ではない。

　ベッドから降りて服を着て、この部屋から出なければならない。家に帰って、本当の春歌に戻るために。

　そして茉莉に、謝らなければ。

　今夜の春歌のミッションは、朔也と名刺交換をするというものだ。しかし実際は、それで済まなかった。

　財界で強い力をもつ結城朔也と寝たことで、茉莉に悪い影響が出てしまったらと思うと不安になる。

　春歌は朔也の手をそっと払った。朔也はなにも言わない。

　ドレスを取るためにシーツの上を移動したら、ふと、彼が息を呑む気配がした。

　振り向くと、彼の目はシーツの一点に釘づけになっている。つられて春歌もそこを見て、それから目を見開いた。

　白いシーツに、数滴の赤い染みができている。

　ちょうど春歌が横たわっていた場所で――しかも、下腹のあたりだ。

　忘れていた。

　はじめての行為のあとには、出血する可能性があることを。

「はじめてだったのか？」

　愕然としながら、朔也がつぶやいた。

　彼の目がこちらに向けられる。

「そうか、だから」

「違うわ。はじめてじゃない」

　春歌はパニックになりながらも、必死に否定した。

「これは違うの」

「どう違うんだ」

　慎重な表情で朔也はこちらを窺ってくる。

　その目を見ないようにして、春歌は手早くドレスを着た。

「女性には月に一回こういうことがあるの。ご存知ないの？」

　苦しい言い訳だ。声もうわずってしまった。

　朔也から返事はない。

　クラッチバックを取り、乱れた髪を手櫛で整える。ドアノブを握ったところで、もう一度呼ばれた。

「茉莉」

　もどかしさを抑え込んだような声だった。

　ひと呼吸してから、春歌は彼を振り返る。

　彼はまっすぐに春歌を見つめている。その瞳はこれまで以上に真剣で、春歌の胸を打った。

（あの目を見ていたらいけないわ）

　また囚われてしまう。

　ふたたび目を逸らして、彼の視線を振り払った。震えないよう、声に力を込める。

「楽しい夜を、どうもありがとう」

「また会えるか？」

　そう聞かれるとは思わなかった。

　春歌は唇にむりやり笑みを作り、勇気を出して彼を振り返る。

　朔也はさっきと違たがわず、真剣な表情でこちらを見つめている。

「素敵な偶然が起こればお会いできると思うわ」

　言い置いて、春歌は扉を開け、部屋を出た。追う声はなかった。

　静まる廊下で、扉に背をもたせた。震える息をつく。

　両脚に力をこめていないと、このまま崩れてしまいそうだ。

（しっかりしなきゃ）

　己を叱って、うつむく顔を上げた。

　と、数メートル先で佐田が控えていることに気づく。

「春歌」

　彼はすぐさま春歌に近寄ってきた。小声なのは、少し離れたところにいるスタッフの存在を気にしているからだろう。

「出てくるのが遅かったじゃないか。結城社長と、ビジネスの話で盛り上がれたのか？」

　佐田はワクワクを抑えきれないといった様子である。

　春歌は疲れきった目で佐田を見た。

「佐田さんは少しも力になってくれなかったって、茉莉に報告しますからね」

「なぜだ。ベストなタイミングでおまえに激励を送ってやっただろう」

　佐田はショックを受けた顔になる。春歌はため息をつき、彼のお尻をクラッチバックでポンと叩いた。

　気が重いけれど、今夜のことは茉莉に報告しなければならない。

　茉莉は怒るだろうか。

　それとも春歌の軽率さを、叱るだろうか。
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　結果は怒るでも、叱るでもなかった。

　佐田の運転で自宅マンションに帰り着いたときには、深夜〇時を回っていた。

　マンションのリビングにて、一部始終を聞いた茉莉は顔面蒼白になる。横並びに座ったソファの上で、春歌の肩をがしっとつかんだ。

「まさかそんな。嘘でしょ、そんなことになるなんて……！」

「茉莉？」

「嘘って言って、春歌！」

　すっかり涙声になっている。

　抱き締められて、春歌は戸惑った。

「どうしたの、茉莉？」

「わたしのふりをしたせいで春歌が男に襲われちゃったなんて。こんなひどいことってないわ。わたしのばか、大ばか者！　ごめんね春歌、ごめんね……！」

「茉莉のせいじゃないよ」

　春歌は背中を優しく撫でた。

「わたしが迂闊だったの」

「春歌はなにも悪くないわ。佐田、あなたがついていてどうしてこんなことになるのよ！」

　茉莉の矛先がマネージャーに向かう。

　佐田は顔面蒼白で平謝りだ。

「すまなかった、申し訳ない。まさかそんなことになるとは思わず――」

「リスク管理能力なさすぎ。マネージャー失格だわ。あなたなんかクビよ、クビ！」

「そんな、茉莉。頼む、考え直してくれ」

　涙目になる佐田を、茉莉は蹴り出す勢いで家から追い払う。

　春歌はさすがに佐田が可哀想になった。

「茉莉、クビは考えなおして。佐田さんほど仕事熱心な人はいないよ」

「こんなときにでも人のことを心配するなんて。春歌は優しすぎるのよ」

　ソファに戻り、茉莉は春歌をぎゅっと抱きしめた。

「はじめてだったんでしょう？　よく知らない男に抱かれてしまうなんて、怖かったよね」

　茉莉の宝石のように綺麗な瞳が、涙に濡れている。

　春歌はほほ笑んだ。

「怖くなかったよ。だから大丈夫」

「無理しないで。可哀想な春歌。未経験の春歌を、初対面の分際で押し倒すなんてありえない。その男、許せないわ」

　茉莉は鼻を啜る。濡れた瞳に怒りが灯りはじめた。

「結城エステート社長、結城朔也。絶対に許さないんだから……！」

　春歌は苦笑する。茉莉が怒ってくれて、少し嬉しい。

「ありがとう、茉莉。心配してくれて」

　甘ったるい怠さが体にまだ残っている。脚のあいだには鈍痛もあった。それでもふしぎと、精神的なダメージは負っていない。

（もっと落ち込んでもおかしくないのに）

　この年になるまで処女を必死に守り抜いてきたわけではない。はじめては本当に好きな人と特別なシチュエーションで、などという憧れをもっていたわけでもない。

　だからだろうか。それほどショックを受けていないのは。

　それとも相手が、結城朔也だったからだろうか。

　彼は優しかった。強引なところはあれど、春歌を終始気遣ってくれた。

　彼の声やまなざしを思い出すと胸がきゅっと切なくなる。

（そういえばシーツに、血がついたまま出てきてしまったわ）

　朔也にもスタッフにも申し訳ないことをした。そこまで気が回らなかったのだ。

『また会えるか？』

　問いかけに答えられもしなかった。けれどもう、彼には会わないと春歌は決めていた。

　理由は簡単だ。春歌は茉莉ではないからだ。

　茉莉は悔しそうに歯噛みする。

「佐田の役立たずっぷりにも腹が立つけれど、そもそもわたしが、根性を出してパーティーに出ていればこんなことにはならなかったのよ」

「熱が三十八度もあるんだもの。無理よ」

　茉莉のひたいに手のひらでふれた。まだ熱い。

「そろそろベッドに戻らないと」

「とても眠れないわ」

　茉莉は涙を拭った。

　長いまつげがまだわずかに濡れている。

「結城朔也。噂と違ってまともそうな男だと思っていたけれど、とんだ見込み違いよ」

「噂って？」

　気を引かれて、春歌は聞いた。茉莉は忌々しげにため息をつく。

「彼、遊び人らしいわ」

「本当なの？」

　春歌は息を呑んだ。

「遊び人って、女性関係が派手だってこと？」

「そういうこと。でも何年かまえに偶然見かけたときに、そんな印象はなかったのよね。だから噂がひとり歩きしているだけだと思っていたのに」

「茉莉の印象のほうが正しいことはない？」

　春歌はおずおずと聞いた。

　茉莉が怪訝そうに眉を寄せる。

「だって初対面の春歌を、密室に連れ込んで押し倒したのよね？　手慣れているじゃない」

「そうだけど……でも」

　ただの噂なんでしょう？　その質問を、春歌は飲み込んだ。まるで自分が、朔也を信じたがっているようだからだ。

　茉莉はさらに訝しげな表情になる。

「でも、なに？」

「なんでもない」

　春歌は首を振った。

「さあ茉莉、もうベッドに行こう。体調まだ悪いんでしょう？」

「待って、春歌。結城朔也とはどう言って別れてきたの？」

　立ち上がりかけたところを、茉莉に止められた。

　春歌は戸惑いながらも着席する。

「茉莉のふりを続けただけよ。お礼を言って、さよならしたわ」

「彼はなんて答えたの？」

　春歌は口をつぐんだ。茉莉は片眉を上げる。

「春歌？」

「また会えるか、って」

　渋々答える。

　朔也の話題は打ち切りたかった。心が乱れがちになるからだ。

　茉莉は考え込んでいる。ややあって、顔を上げた。

「結城朔也は、春歌のことを気に入ったのかしら」

「どうしてそうなるの」

　動揺が表に出ないよう気をつけた。

　茉莉は自身の眉間に人差し指を当てる。

「女のカンよ。それと経験則ね」

「今回ばかりは外れていると思うよ」

「どうかしら。正解は彼本人が知っているわ」

　春歌はギョッとした。

「本人に聞くつもりなの？」

「ええ、明日にでも会ってくるわ」

　茉莉の目が、怒りとやる気に燃えている。

「パーティーでのわたし――つまり春歌のことを、どう思っているのか聞き出すの。わたしのふりをしている春歌のふりをすれば、結城朔也でも見抜けないに決まってるわ」

「そんなややこしいことしなくったって」

　嗜めるも、茉莉は聞く耳を持たない。拳を握り締めソファから立ち上がった。

「結城社長が春歌に惚れていて、無遠慮に口説いてきてみなさい。その場で振ってやるわ」

「結城社長はお忙しい方だと思うから、そもそも今日の明日には、会えないと思うよ」

　春歌はため息をつきつつ腰を上げる。

「会えたとしても、口説くなんていう展開にはならないよ」

「なるかもしれないじゃない。夜の誘いをかけてきたりなんかしたら、こっぴどく袖にしてやるんだから」

　茉莉は春歌をふたたび抱き締めた。

「わたしの可愛い春歌に手を出したんだもの。それくらい当然よ」

「さっきも言ったように、今夜のことは結城社長ばかりを責められないよ。無理やりというわけじゃなかったもの」

「まさか春歌も、彼のことを気に入ったの？」

　茉莉は愕然とした。春歌と目を合わせる。

「春歌も惚れたから、合意の上だったってこと？」

「違うよ」

　春歌は焦って首を振る。

　しかし茉莉は、ますます疑惑を深めたようだ。

「お互い惚れ合ったから、今夜のことは一度きりで終わらないというわけ？」

「だから違うってば」

「だめよ。姉として結城朔也との交際を許すわけにはいかないわ。だって彼は、遊び人なのよ」

　茉莉は真剣だ。

　遊び人という言葉に、春歌はふたたび動揺する。

「それに彼は不動産王よ。策略家の曲者。春歌にはもっと穏やかで優しい人が似合うわ」

「茉莉、誤解してるよ。わたしと彼が今後どうにかなるなんてありえない」

「それも全部、明日彼に会ったらわかることよ」

　興奮で熱が上がったようだ。茉莉の頬が赤い。

　春歌は茉莉の背を寝室へ促す。

「この話はここでおしまい。ベッドに行こう、茉莉」

　今度は大人しく従ってくれた。が、茉莉の両目は決意に満ちている。

「明日までに風邪をなおして、結城朔也をこらしめてやるわ……！」
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　パーティーの翌日は土曜日だった。

　結城エステートも本来は休みだが、朔也は出勤している。窮屈だがスーツ姿だ。

　休日出勤は珍しくない。羽を伸ばしたいときには休むが、それ以外は基本的に仕事をしている。朔也にとって仕事は生活そのものだ。

　朔也の特技は、仕事場に行けばいっきに集中できることである。

　しかし今日はうまくいかない。すぐに集中が途切れて、思考があさっての方向に行ってしまう。

　キーボードを打つ手が止まったのはこれで何度めだろう。社長室は最も書類仕事の捗る場所だというのに。

　ため息をつくと、部下の中林健斗がこちらを見た。

　彼は、書棚のまえでファイルを整理している最中だ。

「どうしたんですか、社長？　お疲れのご様子ですね」

　中林は朔也より六歳下だ。

　男性にしては低めの身長をしており、美青年というより美少年といった顔立ちをしている。そのせいで、もうみっつかよっつ下の年齢に見える。

　物怖じしない性格とフットワークの軽さを朔也が気に入って、秘書につけた。それが去年の話だ。

　朔也が強制しないので、休日出勤を彼と一緒にすることはめったにない。今日は珍しいパターンだ。

（出勤してくれると助かるが、今日でなくてもよかったな）

　気が散りっぱなしの姿を見られるのは、嬉しいことではない。

　朔也は苦笑した。

「いまいち気分が乗らないんだ。もう一杯コーヒーを淹れようかな」

「僕が淹れてきますよ。でも社長、次で四杯めですよ。お腹タプタプになりません？」

　中林は机上のコーヒーカップを手に取った。

　椅子の背もたれに朔也は体重を預ける。

「ありがとう。お腹のほうはまだ大丈夫だよ」

「もしかして昨夜は、相当遅くなったんですか？　パーティー、延長したそうじゃないですか」

　中林には車で会場まで送ってもらっている。ちなみに帰りはタクシーにした。

「そう。だから寝不足なんだ」

「仮眠室、整えておきましょうか？」

「しなくていいよ。そのための四杯めだ」

　中林は肩を竦めた。ワーカーホリックだとでも思っているのだろう。

　出ていく背中を見送って、朔也はデスクに頬杖をついた。キーボードを打つのはコーヒーがきたあとにしよう。

　仕事に集中できないのは寝不足のせいだ。問題は、寝不足の原因である。

　茉莉だ。

　彼女のことが、どうにも頭から離れない。

　帰宅したあと、ひとりで飲みなおしたのも悪かった。彼女の声や手触りを頭から追いやりたくて酒の力を借りたのだ。結果、悪化した。

　女のことでいっぱいになり、頭が働かなくなるなど、普段の自分では考えられないことだ。

　彼女のような女性ははじめてだった。

　言動のチグハグさも珍しかったが、朔也がくり返し思い出すのは口づけたあとのことだ。

　キスに戸惑い、体への愛撫に怯えながらも感じていた。朔也を受け入れてくれたときの懸命さも心に残っている。

　月のものが来たのだと言い訳をしていたが、彼女は未経験だったのだろう。

　それを思うと申し訳なくなると同時に、腹の底が昂ってくる。

（身勝手もいいところだな）

　朔也は自嘲の笑みを滲ませた。

　彼女の名刺はカバンのなかにある。そこに記されている携帯番号に、今夜にもかけてしまいそうだ。

　また会いたい。

　けれどなんとなく、彼女からは拒絶されるだろうと予感していた。

『恋多き女』の茉莉ならば乗ってくれるかもしれない。

　けれど昨夜に会った彼女であれば、もう会ってくれない気がする。

　どちらが本当の彼女なのだろうか。

　社長室の扉が開いた。中林がコーヒーの香りと共に入ってくる。

「お待たせしました、どうぞ。それと社長にお電話が入っております」

「ありがとう。誰からだ？」

「それがですね」

　中林は興奮ぎみに答えた。

「あの茉莉からお電話ですよ。茉莉です、あのカリスマモデルの。超美人の！」

　コーヒーカップを持つ朔也の手が止まった。

（彼女から電話？）

　想定外だ。

　部下の手前顔に出さなかったが、朔也は息を呑むほど驚いた。

　中林はデスクに身を乗り出してくる。

「社長、茉莉とお知り合いなんですか？　休日に連絡してくるなんて意味深じゃないですか。もしかしてイイ仲だったり？」

「茉莉さん、だ。これから顧客になるかもしれないんだから、ミーハー心は捨てろ」

　叱り口調で言って、朔也はコーヒーをひと口飲む。ついでに軽く深呼吸をした。

　中林は「ハイ、すみません」と恐縮する。

「顧客ってことは、茉莉さんとはプライベートではなくビジネスでお付き合いを？　連絡が来たのははじめてですよね」

「昨夜名刺を交換したばかりだからな」

　朔也はデスクの受話器に手をかけた。

　どうにも気が逸る。

「俺に回してくれ。電話の最中、おまえは部屋を出ているように」

「やっぱりプライベートじゃないですか！」

　ツッコミを入れつつも、従順な秘書は指示どおり部屋から出ていった。

　

　

　一時間後、待ち合わせたカフェバーに茉莉の姿があった。

　この店は会員制で、昼はカフェ、夜はバーという営業形態だ。午後二時のいま、客は茉莉のほかに四人ほどしかない。

　照明の絞られた店内で、茉莉は目立った。

　入り口から離れた席にいたのだが、目がすぐに彼女に吸い寄せられた。存在自体に華があるのだろう。サングラスをかけ、艶やかな巻き髪を垂らした彼女は文句なく美しい。

　完璧なプロポーションを包むのは膝丈のワンピースだ。

　サラリとした生地には大きめの花柄があしらわれている。原色系の色合いなので、着る人を選ぶだろう。しかし彼女には似合っている。

　近づくと、茉莉が朔也に気づいた。

「突然お呼び立てして申し訳ありませんでした、結城社長」

　彼女はサングラスを外して立ち上がり、優雅な所作で一礼する。そこで朔也は、引っかかりを覚えた。

　美の集大成ともいうべき容姿は、昨夜となんら変わりない。

　堂々とした威圧感と、艶っぽい可愛らしさが絶妙にミックスされている。これが彼女の計算だとしたら実に見事だ。

　昨夜の彼女にも、そういう部分があった。

　けれどなにかが違う。

　いま目の前にいる茉莉は完璧だ。そこが妙に引っかかった。

「いえ、お誘いいただきありがとうございます。お会いできて嬉しいです」

　朔也はほほ笑んだ。茉莉に着席を促し、自身も正面に腰を下ろす。

　オーダーを取りにきた店員にコーヒーを頼んだ。茉莉のまえにはすでに飲み物が置かれている。アイスカフェオレだ。

　朔也は穏やかに口を開いた。

「俺のほうから今夜にでも連絡を差し上げようと思っておりました。昨日の夜は次の約束のないままに別れてしまいましたから」

「昨日の夜……」

　茉莉の頬にほんのりと赤みがさす。

　気まずそうに目線をカフェオレに落とし、ストローに指先でふれた。

「ごめんなさい、一方的に帰ってしまって。お気を悪くされたのではないかと」

「いえ、そんなことはないですよ」

　朔也は慎重に首を振った。

　迷うような沈黙ののち、茉莉はやっとこちらを見る。目が合って、朔也はほほ笑んだ。

「俺のほうこそ、嫌われたのではと不安に思っていたくらいです」

　茉莉はほっとしたように相好を崩す。はにかんで視線を逃がしつつ、愛らしい声で告げた。

「とんでもありません。だってあんなに素敵な夜、はじめてでしたから……」

　不覚にも、グラっときた。

　こういうところは昨夜の彼女と変わりない。最初に感じた引っかかりは、気のせいだったのか。

「体のほうは大丈夫ですか」

　自分の口から、聞いたこともないような優しい声が出る。

　茉莉は頬を染めたままうなずきかけた。そこでハッとしたように、背すじを伸ばす。

「……ええ、大丈夫です」

　ぎこちない笑みだった。それから彼女は余裕を表に引っ張り出してくる。

「思ったよりあなたが情熱的だったから、少しびっくりしてしまったけれど。いつもああして女性を抱くのですか？」

「――いつも、とは？」

「浮き名を流すほど、ご経験がおありなのでしょう？」

　コーヒーが運ばれてくる。朔也はカップを持ち上げて、口をつけた。

　間を置いたのは、違和感が再燃したためだ。

　もう少し慎重に、彼女を観察する必要がある。

　頬杖をつき、フランクな口調で茉莉は促した。

「答えてくれないのかしら？」

「根も葉もない噂ですよ」

　朔也は口端で笑んだ。

「それとも俺が、きみ以外の女性をどう抱くのか気になる？」

「そんなこと」

　茉莉は口ごもる。ふたたび自信なさげになり、視線をカフェオレに落とした。

　やはりおかしい。

　この茉莉は、完璧でないふりをわざとしているように見える。

「結城さんは……休日もお仕事なのね」

　茉莉は話題を変えてくる。

「ダメ元で会社に電話してみたけれど。つながったからびっくりしたわ」

「社員からはワーカーホリックだと言われているよ」

　朔也の名刺には会社の電話番号のほかに、仕事用の携帯番号も載せていた。会社につながらなかった場合はそちらにかける手立てがある。

　茉莉はストローに手をやりながら笑った。

「仕事一筋なのね。でも昨夜のあなたは、堅苦しい男にはとても見えなかったけれど」

「そうかな」

「仕事の話題しかしない男はつまらないわ。ベッドの上ならなおさら興醒めでしょう？」

　彼女は果敢にも、色事の話題を再度持ち出してくる。

「でもあなたは違ったもの」

　朔也はコーヒーを口に含んだ。

　茉莉は唇に色めいた笑みを引く。

「とても素敵だったわ」

「お気に召したなら光栄だ」

「わたしはどうだった？」

　別人だ。

　朔也は直感した。

　この茉莉は、昨夜の茉莉ではない。

　昨夜の茉莉なら、このようなことを聞かない。

　つまらない男の話をしないし、ベッドの上で興醒めした話もしないだろう。男を選別する話題だからだ。

　彼女はそういう女性ではなかった。

　――すみません、お聞きしたいのですが。

　――髪をまとめないのは、おかしいですか。

　彼女の声がよみがえる。

　彼女は人を批評しない。

　人から批評されるのを恐れる側の人間だ。

　いま目の前にいる茉莉からは、昨夜のような質問は出てこないだろう。弱気になって、人の目を気にするような発言は。

　朔也は口元に笑みを滲ませた。

「昨夜のきみは魅力的だったよ。とても」

「そう？」

　茉莉のまなざしにわずかな苛立ちがこもる。

　苛立ちの理由が、朔也にはわからなかった。

　本物はこちらで、昨夜のはなりすましだろう。目のまえの茉莉のほうが、巷で流れているイメージにぴったりと当てはまる。

（昨夜の彼女は、茉莉ではなかった）

　この腕で抱き締めた、やわらかな温もりがよみがえる。

　甘い唇も、可愛い声も、なめらかな肌も。

　綺麗な光を宿す、純情なまなざしも、

（会いたい）

　衝動にも似た欲求が湧いてくる。

　昨夜の彼女だと思って会いに来た。けれど別人だった。だから余計にだ。

　らしくもなく感情に流されそうになり、朔也は小さく息を吐き出した。

　気を落ち着けないと、目のまえの茉莉を問いただしてしまいそうだ。

　そうではなく、冷静に手順を踏むべきだ。

　まずはなりすました理由と、ふたりの関係を知る必要がある。彼女たちはあまりにも似ているから血縁者かもしれない。

　いや、それよりも先に、この茉莉が朔也を呼び出した理由だ。

　いったいなにが目的だろうか。

　茉莉は色めいた表情を崩さないまま告げる。

「わたし、昨夜はなんだか緊張してしまったの。だからぎこちなかったかもしれないわ」

「そこも可愛かったよ」

　シンプルに告げた言葉は本心だった。

　茉莉は一瞬だけ眉を歪めたが、すぐに艶然とした笑みに戻る。

「あなたは今夜わたしに連絡を入れようとしていたのよね。それは二度めを意識してのこと？」

　朔也は笑みを浮かべたまま、コーヒーカップに手をやる。

「今夜の予定を聞いても？」

「予定はないわ」

　茉莉の声が若干うわずった。まなざしに敵意がこもっていく。

「あなたと過ごす予定もない。これから先もずっとね」

　これが言いたかったのか。

　朔也は苦々しさを噛み殺した。コーヒーを飲み干して、ソーサーに戻す。

「嫌われたものだな」

「さっきあなたを褒めたのは嘘よ。あなたと個人的に会うのは、今日が最後。わかったわね？」

「それを伝えるためにわざわざ俺を呼び出したのか？」

　皮肉混じりに言うと、彼女はにらみつけてきた。

「そうよ。はっきり伝えておいたほうが親切でしょう？　わたし、遊び人は嫌いなの」

　再度否定することはしなかった。どうでもいいと思ったからだ。

　遊び人の噂は、同業の男どもがやっかみで流したものだろう。

　朔也が表情を殺して黙っていると、茉莉に満足げな笑みが浮かんだ。

「期待をもたせてしまったならごめんなさいね。でもはっきり言っておいたほうが、あなたのためだと思って」

「気にしないでくれ。今日会えてよかったよ」

　ため息をつきながら、朔也は背もたれに身を預ける。

　茉莉は勝利を確信したように瞳を輝かせた。

「わたしもよ。会えてよかった」

　彼女の目的は意趣返しと、牽制か。

　どうやら昨夜の茉莉は、目のまえの茉莉にとって守りたい存在のようだ。

　このままでは、昨夜の彼女は隠されてしまうだろう。

　朔也は茉莉を見た。彼女は軽やかに立ち上がり、伝票を手に取る。

「時間を取らせてごめんなさい。ここはわたしがご馳走するわね」

　朔也はその手首をつかんだ。意思をこめて告げる。

「申し訳ないと思うなら、昨夜の彼女に会わせてくれないか」

「は……?!」

　茉莉の身が目に見えて強張った。

　朔也は立ち上がる。

「俺が会いたいのは彼女だ。わかるだろう？」

「……わからないわ。なにを言っているのよ」

　茉莉は手を振りほどく。顔色が蒼白だ。

　朔也は口端で笑んだ。

「最近のカリスマ社長は、パーティーに影武者を立てるらしい。そのあいだ、本物のきみはなにをしている？　男とでも遊んでいるのか」

「そんなんじゃないわよ！」

　思わずといった態で茉莉が反論してきた。直後、失言に気づいたのか口元を手で押さえる。

「違うわ、影武者なんてわたしは」

「誰にも言うつもりはない」

　焦る茉莉を、朔也は宥めた。

「あなたがなにをしていようが、俺は興味がない。知りたいのは彼女のことだ」

「……教えるとでも思ってるの？」

「よほど守りたい相手のようだな」

　茉莉は朔也をにらみつけてくる。

「よくわかっているじゃない。初対面のあの子を押し倒すなんて、最低だわ」

「合意の上だ」

「わたしになりきろうと必死だったのよ」

　茉莉の瞳に涙が浮かぶ。

　朔也はぎくりとした。

「あの子ははじめてだったの」

「……それについては、気づけなくて申し訳なかったと思ってる」

「わかってるわ。わたしのせいよ。もうこんなことやめる」

　茉莉は朔也から視線を外した。肩が落ちて、意気消沈している。

「やめるから、あなたもあの子のことは忘れて」

「タクシーを呼ぼうか」

　ポケットからハンカチを差し出しながら朔也は聞いた。

　茉莉は首を振る。

「いいわ。マネージャーを待たせているから」

　ハンカチを押し戻し、彼女は指で涙を拭った。

「あなたは気がきくけれど、人の話は聞かないタイプね」

　潤んだ目で咎められると、どうにも困る。人並みに、女性の涙には弱いのだ。

　茉莉はため息をついた。

「あなたがあの子に近づいてきたら、絶対に阻止するから。そのつもりでいて」

「心得ておくよ」

　朔也は苦笑した。

　茉莉はわかっていない。障害があればあるほど燃えるのだ。





＊　＊　＊






　翌日、日曜の朝である。

　春歌は茉莉と共に近所の河川敷にいた。

　週末に五キロ走るのが、春歌たちの習慣だ。春歌は慢性的な運動不足を解消するため。茉莉は体型を維持するためである。

　このほかに茉莉は、パーソナルトレーナーをつけて体を鍛えている。同じ体型でも、体脂肪率には差があるだろう。

　ランニングコースを走り終え、春歌はタオルで顔を拭く。汗をかいたので、スポーツ用の白いＴシャツがうっすら濡れていた。

　走ったあとの気怠さが気持ちいい。

　運動は苦手だが、自然のなかを黙々と走るのは性に合っていた。

「春歌、タイムが伸びたみたいよ。前回より早くなってる」

　茉莉はサングラスを取って、ランニング用のスマホアプリをチェックしている。嬉しそうだ。

「この調子でどんどん体力つけようね！」

「うん」

　春歌はストレッチしながらうなずいた。

　茉莉は早く走れるのだが、春歌のペースにいつも合わせてくれている。

「茉莉みたいに走れるようにがんばるね」

「ふふ。そんなのすぐよ」

　茉莉はサングラスをかける。笑い合いながら堤防の階段へ向かった。

　春歌の髪は低い位置で束ねられていて、茉莉は巻いたのを高い位置で括っている。

　たまに人とすれ違うとき、彼らは茉莉に目を奪われた。サングラスをかけ、目立たないスポーツウェアに身を包んでいても、茉莉の輝きを押し隠すのは不可能なのだ。

　一方で春歌は、関心をもたれない。

　春歌は影だ。姿形は茉莉と同じでも、目立つことは決してない。

「……ねえ茉莉。昨日出かけていたみたいだけど、体調は大丈夫だったの？」

　春歌はそれとなく聞いた。

　午前中家にいなかったのは、宣言どおり朔也に会いに行ったからだろうか。パーティーの翌日だったせいで春歌は寝坊してしまい、茉莉はすでに出かけたあとだった。

　茉莉はうなずく。

「絶好調だったわ。おとついのパーティーで春歌が代わってくれたおかげ。ありがとう」

「よかった」

　春歌はほほ笑んだ。

　朔也のことは気になるが、茉莉が元気になって嬉しい。

　茉莉も笑みを返す。それから表情をあらためた。

「春歌にはいつもお世話になってばかりだわ。しかもおとついは、あんなことになってしまって」

「その話はもうやめようって言ったでしょう？」

　春歌はやんわりと嗜める。

　茉莉は真剣な顔だ。

「決めたの。もう春歌に頼らないようにしようって」

「わたしは頼ってほしいんだよ、茉莉」

「春歌は優しすぎるのよ」

　サングランス越しにも、茉莉がいまにも泣きそうな目になっていることがわかる。

「わたしのふりはもうしなくていい。自分のことは自分でやらなきゃ」

「でも茉莉がヘトヘトになっているのを、ただ見ているのはつらいわ」

「聞いて、春歌」

　階段を上がり終える。

　堤防の出口で立ち止まり、茉莉は春歌を見た。

「今回のことで気づいたの。わたしは春歌の優しさに甘えきってたって」

「わたしも茉莉に甘えてるよ」

　住まいの家賃は茉莉が負担してくれている。

　春歌は家事を担当しているが、タワーマンションの家賃は高額だ。家事だけでは割りに合わない。

　茉莉は続けた。

「わかったわ。お互いに頼り合っているとしても、わたしより春歌のほうが優しいのはたしかよ」

「そんなことないよ」

「あるの。優しい春歌を、財界のパーティーに出すことがそもそもの間違いだったのよ。あそこは歴戦の強者ばかりだもの。そういう人たちにとっては、人のよさにつけ込むことくらい朝飯前なのよ」

　春歌は表情を曇らせる。

「……つまりわたしは、結城社長につけ込まれたの？」

「言い方が悪かったらごめんなさい」

　茉莉の声に力がなくなった。

「春歌が心配なの。わたし、結城朔也に昨日会ってきたのよ」

　春歌は目を見張った。

「そうなの？」

「ええ。呼び出したのはわたしだけど、向こうも連絡を取ろうとしていたみたい。カフェでお昼に会ってきたわ。十分くらい話したかしら。その短い時間で――バレたの」

　数秒、リアクションを返せなかった。

「……バレた？」

　やっとそれだけを言って、意味を悟る。

　春歌は蒼白になった。

「わたしがパーティーでうまく演じきれなかったから――」

「春歌のせいじゃないわ。わたしもボロを出してしまったもの。けれど遅かれ早かれ、彼には気づかれていたわよ。あいつ、観察眼が尋常じゃないわ」

　茉莉は忌々しげに息をつく。

「さすが不動産王といったところね」

「そうね。たしかに鋭いところがあったわ」

　パーティーの夜を思い出す。

　彼は、春歌の仕草ひとつひとつを注視していた。

　それはベッドの上でも同じだった。春歌の様子をたしかめながら、彼は丁寧にことを進めていった。

『ほかの誰よりも優しくするよ』

　彼の言葉がよみがえる。

　経験がないから、ほかの人と比べられない。

　でもきっと、朔也は優しかったのだ。とても。

「だから気をつけてね、春歌。あいつ、春歌にもう一度会おうとしていたから」

「わたしに？」

　春歌は目を丸くした。

　茉莉は神妙な顔になる。

「そう、春歌に。別人だって見破ったあとに、春歌に会わせてほしいって言ってきたのよ。危険だわ。絶対に会っちゃダメよ」

「どうしてわたしに会いたいのかしら」

　春歌は戸惑う。

　そういえば別れ際、彼は『また会えるか？』と聞いてきた。

「春歌に惚れたからに決まってるじゃない」

　茉莉は腕を組んだ。苛立っているようだ。

　春歌は苦笑する。

「そんなわけないよ」

「男女のことはわたしのほうが詳しいわ。結城朔也は春歌がほしいのよ」

「ほしいって――」

　あからさまな表現に、春歌の頬が赤くなった。

「あの手の男は厄介よ。油断しちゃダメ」

「その……つまり。体の関係をまたもちたいという意味？」

　恥ずかしいながらも、思いきって聞いてみる。

　茉莉は首を振った。

「それだけじゃない。体の関係『も』もちたいのよ。春歌自身に惹かれているの。でなければわたしと春歌が別人だと、見抜けるはずないわ」

「どういうこと？」

「わたしの発言を聞いて、別人だとあいつは見抜いたのよ。昨日の茉莉ならこんなことは言わないと、判断したってこと。つまりそれだけ、春歌の性格を見ていたのよ。興味を引かれて、関心をもった」

　茉莉はため息をつく。

「春歌を抱いて、火がついたのよ。そういう目をしていたわ」

「わたしには……わからないわ」

　春歌は力なく言う。

「あの人がわたしに惹かれているなんて、思えない」

「体だけほしいならわたしでも構わないじゃない。同じなんだもの。でもあいつは、わたしじゃなくて春歌がいいと言ったのよ」

　それでも春歌は、実感が湧かなかった。

　そもそも自分と結城朔也とは、住む世界が違うのだ。

　あの夜は、エラーが起きた結果というだけなのである。

「あのね、春歌」

　茉莉は真剣な表情で身を乗り出してきた。

「経験から言わせてもらうと、結城朔也は最も厄介な部類の男よ。理由はみっつ。ひとつめは頭が切れること。ふたつめはあのルックス」

「ルックス……」

　たしかに彼ほど魅力的な男性は、見たことがない。

「あの顔で甘い言葉をささやかれたらひとたまりもないからね。不動産王という肩書きよりも、ある意味危険だわ。そしてみっつめが、一番気をつけなければならないところよ」

　春歌はなんだか怖くなってきた。

「なに？」

「欲望にブレーキをかけないところ」

　声を低めて茉莉は言う。

　よくわからなくて、春歌は困った。

「ええと……それは具体的にどういうこと？」

「いまいちピンと来ていないようね。昨日の結城朔也の姿を春歌にも見てほしかったわ。そうしたらすぐに、わかってくれたのに」

　茉莉はもどかしげに言う。

「結城朔也を男と思っちゃダメよ。あいつは男じゃなくて、雄なの」

「お、雄？」

「そうよ。獣よ」

　動物扱いはさすがに失礼ではないだろうか。

　苦笑しつつ、春歌は茉莉を嗜める。

「言いすぎだよ、茉莉」

「だから彼がほしいと思ったら奪いに来るし、そこにブレーキはないわ。現に、会って一時間もたたないうちに春歌を抱いてしまったじゃない」

　春歌は言葉に詰まった。事実なので反論できない。

「いまここに結城朔也が現れて春歌を攫っていっても、わたしはふしぎに思わないわ」

　茉莉の目が据わっている。

　朔也憎しの思いに染まってしまったようだ。

「現れたとしても、絶対に渡さないんだから！」

「落ち着いて、茉莉」

　春歌は茉莉の背を撫でて、宥める。

「大丈夫、そんなことにはならないから。結城社長も、わたしのことはすぐに忘れるよ」

「そうならいいんだけど……」

　茉莉の声が弱々しくなる。

「昨日のあいつの目が気になって仕方ないのよ。絶対にあきらめないっていう目をしてたもの。わたし、人の気持ちを読むのが得意なのよ。知ってるでしょう？」

「うん、そうね」

　茉莉の言葉を信じるべきなのかもしれない。

　けれどこればかりは、実感が湧かない。

「お願い、春歌。くれぐれも気をつけてね。春歌は優しいし純粋だから、あいつの手練手管にやられてまた押し倒されてしまいそう」

　はたして彼は昨日、茉莉になにを言ったのだろうか。完全に危険人物としてマークされている。

（彼とどうこうなるなんて、考えられないわ）

　パーティーの夜、彼は春歌を茉莉だと思ったから抱いたのだ。

　春歌がほしかったわけではない。

　そう思ったら、なぜか胸の奥が痛んだ。春歌は慌てて気持ちを切り替える。

（そんなことよりも……彼に身代わりがバレてしまったことのほうが重要だわ）

　事実を暴露されたら、茉莉の仕事に悪影響が出かねない。

「茉莉。結城社長に口止めはできたの？」

「それが、できなくて。その交渉をし忘れてしまったの」

　茉莉はため息をつく。

　春歌の不安が増した。

「この話がほかの人に伝わったら、まずいことにならない？」

「でも彼、多分言わないわ」

　茉莉は妙に確信めいている。

　どうしてそう思えるのかわからなくて、春歌は戸惑った。

「多分って。曖昧にしておかないほうがいいんじゃない？」

「大丈夫よ。このことについて春歌は心配しないで。こっちで対応するから」

　茉莉は笑った。

　心配をかけまいとして、彼女はあえて明るく言っているのだろうか。

「立ち話が長引いちゃったわね」

　茉莉が気を取りなおすように言う。

「家に帰ってシャワー浴びて、のんびりしよう？」

「……うん、そうね」

　春歌はうなずいた。

　気がかりだが、いまの時点で自分にできることはない。

（どうか、茉莉の仕事に悪い影響が出ませんように）

　心のなかで祈っていたとき、大通りのほうから白のセダンが現れて、堤防沿いの路肩に止まった。春歌たちの位置から十メートルほど先だ。

　はじめに気づいたのは茉莉である。車を目に入れて、片眉を上げた。

「ふうん、なかなかの車じゃない」

　茉莉は高級車を見慣れている。その彼女が気を引かれるなんて、よほどの車種なのだろう。

　春歌もつられて眺めていると、なかから人が降りてきた。長身の若い男性だ。

　その姿を見とめて、目を見開く。

「あいつ……！」

　隣で茉莉が愕然とした声を上げた。

　春歌の二の腕をつかんで、自分のうしろに下がらせる。

「ま、茉莉」

「隠れて、春歌」

　そうは言っても、自分たちの姿はすっかり見られてしまっている。

　車から降りてきた男性――結城朔也は、茉莉と春歌を見て唇に笑みを浮かべた。

「なるほど。これでは見分けがつかないのも納得だな」

　長い脚ですぐ近くまで来て、彼は茉莉と春歌を見比べる。

　日曜日の午前十時、晴天の下で見る彼の美貌は目にまぶしいほどだった。

　夜のパーティーでは色気のある危険な美形だったのに、いまは健全な好青年といった出で立ちである。白いＴシャツにジーンズというラフな服装も、さわやかさを醸し出すのに一役買っていた。

「ジロジロ見ないでいただける？」

　春歌の一歩まえに立ち、茉莉は警戒心いっぱいの言い方をする。まるで毛を逆立てた猫だ。

　朔也は余裕の笑みを浮かべたままである。

「きみたちをまえにして、目を奪われない男がこの世のどこにいる？」

「む、ムカつく……！」

「茉莉、落ち着いて」

　春歌は慌てて、茉莉の肩に手を置いた。

　朔也はビジネス界の重要人物だ。今後、茉莉の仕事相手になるかもしれない。

（外向きの顔をしなくちゃだめだよ、茉莉）

　春歌の意図を悟ったのか、茉莉は呼吸を整える。腕を組んで、勝気な瞳で朔也を見据えた。

「結城社長あらため、ストーカーさんとお呼びしてもいいかしら？」

「お好きなように」

　茉莉の嫌味を朔也はサラリと流す。

　彼の目が春歌に向けられた。やわらかく見つめられて、春歌の鼓動が跳ね上がる。

　色素の薄い瞳は、美しく澄んでいた。なるほど、このルックスはたしかに危険だ。

「きみが茉莉社長と別人であることに、もっと早く気づけばよかったよ。あの夜プライベートルームで気づけていたら、きみの口から本当の名を聞けたのに」

　低いトーンの声を聞くだけで、心が波打つ。

　自分の頬が赤くなっているようで、彼から目を逸らしたかった。なのに視線が吸い寄せられて、動かせない。

　朔也はほほ笑んだ。

「七原春歌さん」

「は――ハイ」

　思わず返事をしてしまう。そのあとで、疑問が湧いた。

（どうしてわたしの名前を？）

　茉莉がキッと振り向く。

「春歌、相手にしちゃだめ」

「申し訳ないが、茉莉社長。俺は今日、春歌さんと話をしに来たんだ」

　やわらかだった彼の笑みに、威圧感が混ざる。

「遠慮してくれないか？」

「だ――誰に向かって言ってるのよ」

　茉莉が若干怯んだ。春歌は茉莉が心配になる。

「茉莉、あのね。わたし」

「わたしはね、春歌の姉なのよ！」

　春歌の声に被さるように、茉莉が言い放った。

　朔也は小さく苦笑する。

「知ってるよ」

「そもそもどうして、春歌の名前まで知ってるのよ」

「調べさせたんだ」

　朔也はあっさり答えた。

　春歌はびっくりする。茉莉は絶句したのち、まなじりを吊り上げた。

「探偵でも使ったっていうの？」

「俺は不動産業を営んでいるんだよ。怪しげな顧客が来た場合、身辺調査を依頼することもある。特別なことじゃない。慣れてるんだ」

「手慣れたストーカーだこと！」

　茉莉は憤然とする。春歌はどう反応していいのかわからなかった。

「どう考えても、あなたのような人を春歌に近づかせるわけにはいかないわ」

「それはきみが決めることなのか？」

「遊び人のストーカーは、春歌にふさわしくないの！」

「まったく。茉莉社長は人の話を聞かないな」

　朔也はあきれたように肩をすくめる。

　それが茉莉の怒りを煽った。

「とにかく春歌のことはあきらめて。この子にはね、好きな人がいるの。あなたがいくら言い寄ってもむだなのよ」

　春歌はびっくりした。当然だが、自分に好きな人などいない。

　気を引かれたように、朔也は目を眇める。

「好きな人？」

「そうよ」

「誰のことだ？」

　朔也の雰囲気が怖くなった。

　春歌は慌てて茉莉を止めようとする。が、止まらない。

「誰って、ええと――、佐田……、そう、わたしのマネージャーの、佐田よ！」

　春歌は内心でのけぞった。佐田とどうにかなるなんて、ありえない。

「マネージャー？　ああ、パーティーにいたあの男か」

　低い声で朔也はつぶやいている。

　茉莉と春歌を観察するように交互に見て、それからふと笑った。

「嘘だな」

「なっ――」

「きみたち姉妹はわかりやすいよ。顔に出る」

　春歌は思わず自分の頬に手をやった。

　自分は十年間茉莉のふりを続けてきた。表情を繕うことへの経験値は溜まっている。だからそう簡単には、見破られないはずだ。

　茉莉にしても、十代から芸能界に入り、研鑽を積んできた身だ。海千山千の経営者たちと渡り合ってきた経験もあるため、心のうちを看破されるようなことはないだろう。

　それなのに朔也はあっさり見抜いてくる。

　彼の観察眼と洞察力は、自分たちより一枚も二枚も上だ。

「茉莉社長の妹愛には頭が下がるよ」

　朔也はほほ笑んだ。優しさを感じさせる表情である。

「けれどひとつ、忠告だ。ビジネス関係の相手に、自分の弱点をわかりやすく示さないほうがいい」

　弱点という言葉に、茉莉は悔しげに眉を寄せる。

「茉莉社長を引きずり下ろしたいと思っている輩は少なくないだろう？　弱みを突かれないよう、気をつけたほうがいいよ」

「いま、あなたがしていることじゃない……！」

　春歌は遅れて気がついた。

　自分が茉莉の弱点であると、朔也に指摘されたのだ。

（そうじゃないわ）

　朔也は間違っている。自分は弱点ではない。

　攻撃したところで、茉莉を引き摺り下ろすことなどできないだろう。茉莉は大きく輝く存在だからだ。

　でもいま、自分のせいで茉莉が動揺しているのはたしかだ。

　春歌は意を決した。茉莉の肩に手を置く。

「ありがとう、茉莉。庇ってくれて」

「春歌……」

　茉莉が振り返った。泣きそうな顔になっている。

　春歌が抱かれてしまったことに、茉莉は強い罪悪感をもっているのだ。だから必死になって、春歌を守ろうとしてくれている。

　けれど春歌自身は、あの夜のことをもう気に病んでいない。

　ひどくされたり、痛くされたりしていたら、ショックを受けてトラウマになったかもしれない。

　でもそうではなかった。

「結城社長」

　春歌は二歩前に出た。茉莉を庇う位置に立つ。

「先日は、正体を偽って社長を騙そうとして申し訳ありませんでした」

　彼のやわらかい瞳が春歌を見返す。

「謝る必要はないよ。気にしないでくれ」

　自分に向けられる彼の声は、パーティーのときと違う響きに聞こえる。

　パーティーのときは、危うい色香をはらむ声だった。際どいやりとりをしていたからかもしれない。

　でもいまは、やわらかくて、ただ甘い。

　春歌はなるべく事務的に聞こえるような声で言った。

「結城社長はわたしに話があるのですね」

「パーティーの別れ際にも、また会いたいと伝えていただろう？」

「わたしもあなたにお伝えしたいことがあります。ふたりきりでお話しできませんか？」

　茉莉が春歌の袖を引っ張る。

「春歌、だめ。ふたりきりなんて」

　春歌は茉莉を振り向いて、安心させるようにほほ笑んだ。

「大丈夫。茉莉は先に家に戻っていて」

「とことん警戒されているんだな」

　苦笑混じりに朔也は言う。

　春歌は彼に目を移した。

「この近くに静かに話せるカフェがあります。そこでお話ししましょう」

　自分には、結城朔也に話さなければならないことがある。










４　海辺の愛撫








「ランニングの格好のままでごめんなさい」

　助手席のシートベルトを締めながら、春歌は言った。

　朔也は運転席でエンジンをかける。

「構わないよ。個人的には、着飾っているよりもそういう格好のほうが好きだ」

　サラリと告げて、ハンドルを握る。やわらかな笑みを春歌に向けた。

「それで、きみの言うカフェって？」

「そこを左に曲がって、まっすぐ行った右手です。三分くらいで着くかと」

　春歌は彼から目を逸らしながら言った。まなざしが甘すぎるせいで、まともに見返せない。

（要点を話して、終わったらすぐに家に帰ろう）

　この相手と長時間過ごすのは、茉莉に言われなくても危険だ。

　車が静かに走りはじめる。目的地にはすぐに着いた。

　日曜だからか、店はひどく混んでいる。順番を待つ客が十人以上いて、店の外まで並んでいた。

　路肩に止まった車内で、春歌は戸惑った。

「ごめんなさい、いつもはこんなに混んでいないんですけど」

「そういうときもあるよ」

　店に目をやってから、彼はこちらを振り向く。

「このカフェは次の機会にして、今日は俺の知っているところに行こうか」

「……はい」

　次の機会という言葉に引っかかった。が、いまここで指摘するようなことでもない。

「落ち着いた声をしているんだね」

　脈絡のない言葉に、春歌はまばたきをした。

「え？」

「きみの声。パーティーのときはもう少し高かった気がするから」

　言われてみればそうかもしれない。茉莉の振りをしているときは、ハリが出るように心持ち高めの発声にしているような気がする。

「意識していなかったのですが、そうかもしれないです」

「敬語は使わなくてもいいんだよ」

　言いながら、朔也はダッシュボードからスマホを取る。

「ごめん、ちょっと電話させて」

「はい」

　通話相手はお店のようだった。朔也の口ぶりからして、個室をリザーブしているらしい。

　彼が通話を切ったタイミングで、春歌は咎める口調で言う。

「ふたりきりで話したいとは言いましたけど、ふたりだけの部屋でとは言っていません」

　敬語はあえて使い続けたが、朔也はとくに反応しなかった。

「きみ、茉莉さんにそっくりだという自覚はあるんだろう？　俺と一緒にいるところを撮られたら、スキャンダルに巻き込まれてしまうよ」

　朔也は面白がる口調で言いつつ、エンジンをかける。

　春歌は言葉を返した。

「すっぴんで眼鏡をかけて、髪を地味に括っていれば、茉莉とは思われないですから」

　けれどいまは、眼鏡をかけていない。朔也の言うとおり、用心するに越したことはないかもしれない。

　ふしぎそうに彼は言う。

「ふりをしているとき以外で、茉莉さんの姉妹だって気づかれたことはないの？」

「ないです。小中学生のときは双子だと認識されていましたけど、高校からは別のところに進学したので」

　高校生になってすぐ茉莉はスカウトされ、芸能界に入った。スポットライトを浴びて、蛹が蝶になるように茉莉はどんどん綺麗になっていった。

　一方で春歌は、地味なままだった。

　高校生なのに中学生と間違われることもあったくらいだ。春歌は注目を浴びることが苦手だから、それでよかった。

　三車線の国道を走りながら、朔也は軽快な口調で言う。

「そうかな。すぐに気づけるくらいそっくりだと思うけれど」

「結城社長は観察眼が尋常ではないですから」

　春歌はため息をつく。

「茉莉のふりをしているときに、不審な目で見られたのははじめてでした」

「きみの演技はなかなかのものだったよ」

　朔也は左にウィンカーを出した。

　高速道路のインターに入ったので、春歌はぎょっとする。

「どこに行くつもりですか？」

「そこまで遠出はしないよ」

　アクセルを踏み込んで、朔也は本線車道に乗り入れる。

「海は好き？」

「……嫌いではないですけれど」

　警戒したまま答える。彼は笑った。

「そう、よかった」

　これからどうなるのか、春歌はさらに不安になった。

　

　

　まぶしい陽光が波間に煌めいている。

　床から天井近くまである大きな窓から、綺麗な景色が広がっていた。春の海は穏やかで、誰もいないビーチには海鳥が舞い降りている。

　美しい光景に、春歌は思わず見とれてしまった。

「好きなところに座って」

　朔也の声が投げかけられる。

　春歌は我に返った。振り返ると、アイランドキッチンに彼が入っていく。戸棚からコーヒーミルを取り出した。

「コーヒーは好き？」

「嫌いではないですけれど……」

　車で走ること一時間弱、辿り着いたのは海を臨める貸別荘だった。

　白木造りのログハウスは真新しい印象で、スッキリした清潔感がある。

　大きな窓の先にはウッドデッキがあり、全長十メートルほどのプールが備えつけられていた。階段からは直接砂浜に降りられるようになっている。

　室内はロフト付きの吹き抜けで、間続きのキッチンダイニングとリビングがある。もう一室、右手の奥に扉が見えた。

　茉莉であればこういった空間に難なく馴染むだろう。しかし自分には、場違いに思えてならない。

（気をしっかり持たなくちゃ）

　朔也のテンポに巻き込まれたままではいけない。

　なにしろドライブのあいだ中、ずっと彼のペースだったのだ。

　彼は会話上手だ。

　答えやすい質問を投げてきて、それを広げてくれる。コミュニケーション下手の春歌でも、会話が途切れることなく自然と続けられた。一時間ほどのドライブだったにもかかわらず、目的地に着いたのはあっというまだった。

（でもこれ以上、この人のペースにつられるわけにはいかないわ）

　朔也には、言わねばならぬことがあるのだ。

　春歌は気合を入れた。ソファに座らず、彼のとなりまで足を運ぶ。

「飲み物はお構いなく。早くお話をしましょう」

「せっかちだね」

　朔也は笑って、コーヒー豆を挽きはじめた。

　軽い音とともに、香ばしい匂いが漂う。

「せっかくの休日なんだし、のんびりしてもバチは当たらないよ。こう見えて、コーヒーを淹れるのは得意なんだ」

　春歌は警戒心を解かないままに告げた。

「……それならいただきますけれど。でも、長居はしません」

「窓を開けようか」

　ふと気づいたように、朔也は外を見た。

「波の音がちょうといいんだ」

　春歌にほほ笑んで、朔也は長い脚でリビングを横切る。大きな窓を開けると、カーテンを揺らしながら潮風がやわらかく吹き込んできた。

　同時に静かな波音が、打ち寄せてくる。

　朔也はこちらに戻ってきて、ふたたび挽きはじめた。

「春の海は好き？」

　ミルに目を落としたまま、朔也は聞いた。

　潮風の匂いとコーヒーの香りが混ざり合い、そこに静かな波音が重なる。

「俺は好きだよ」

　目を上げて、春歌を見た。

　色素の薄い双眸にやわらかな光がさして、見とれるほどに綺麗だ。

「わたしは――」

　彼のまなざしに誘われるように、春歌は口を開いていた。

「春は好きじゃない」

　考えるより先に言葉が出る。

　自分の声が震えて聞こえたので、動揺した。

（どうしてわたし、春が好きじゃないなんて）

　そんなこと、思ったことはないのに。

　朔也の眉がわずかに寄る。豆を挽く音が止まった。

　訪れた沈黙に、春歌は戸惑う。

「違うんです。好きじゃないわけじゃなくて」

「うん」

「ただ、その……。そうじゃなくて、こんなことよりも別の話がしたいです。わたしは、あなたに話さなくちゃいけないことが――」

　ふいに、長い指に顎を取られた。

　彼が身を屈めて、気づけば唇を重ねられている。

　ふれるだけの口づけは、三秒もなかっただろう。けれど春歌には、とても長く感じた。

　離れた唇を茫然と目で追って、それから彼を見返す。

　キスされた事実に遅れて気づいて、頬がカッと熱くなった。

「なにするの……！」

「なにって。きみにキスしただけだよ」

　春歌の顎を捕らえたまま、彼の親指が唇をなぞる。あの夜を思い出させるような愛撫に、鼓動が乱れた。

　彼の手を振り払う。返す言葉から、思わず敬語が取れた。

「キスしていいなんて、言ってないわ」

「俺がしたかったんだ」

　危うい光が彼の双眸に生まれていた。

　ふたたび彼の手が伸びて、春歌のうしろ頭をつかむ。強引に引き寄せられて、唇を奪われた。

「――ん……ッ」

　濡れた舌が唇をなぞり、背すじがゾクゾクする。下唇を甘噛みされ、走り抜けた甘い痺れに春歌は身を強張らせた。

　とっさに彼の唇を噛む。力がゆるんだところを、突き飛ばした。

「どうして……っ」

　手の甲で唇を押さえながら、よろけるように一歩下がる。

　朔也の唇から血が滲んでいた。それをぺろりと舐めて、彼は春歌に近づいてくる。

「俺に話があるんだろう？」

　優しい声で言いながら、朔也は春歌の髪にふれた。ひとつ結びにしていた髪ゴムを引き抜く。

　長いストレートヘアが広がる。彼の指が愛しげにそれを梳いた。

　体が動かない。

　またしても朔也のペースだ。彼のまなざしに捕われると、体の自由さえ奪われてしまう。

「聞かせてくれないか。きみの声でなら、どんな話だっていい」

　片腕でゆるく腰を抱かれ、引き寄せられる。髪をひと房取られて、口づけられた。

　鼓動が乱れる。

　頬がひどく熱くなって、春歌は混乱した。

「春歌」

　誘うように彼の唇が頬をすべった。

　春歌は耐えられなくなって、口を開く。

「結城社長に、お願いがあって――」

　カリ、と頬を軽く噛まれる。

「……っ」

「呼び方が違うだろう？」

　噛まれたところを熱い舌が這った。その濡れた感触にぞくぞくする。

　みだらな官能を感じて、混乱が深まった。春歌は必死に告げる。

「朔也、さん……っ」

　唇が重ねられた。

　両腕で抱きすくめられ、彼のたくましい体をまざまざと感じる。

「ぅん、ん……っ」

「は……。可愛い」

　陶然と、熱のこもるささやきが唇に溶ける。

「ほら……春歌。きみのお願いはなに？　なんでも聞くよ」

「言わないで、ほしくて。わたしが茉莉の、ふりをしていたこと」

　熱を帯びた手のひらが、Ｔシャツ越しに背中を撫でていく。

　情欲をかり立てるようなふれ方に、意思に反して春歌の息が上がった。

（いますぐ、この人から逃げないと）

　取り返しがつかないことに、またなってしまう。

　けれどこれだけは言っておかなければならない。

　そうでないと茉莉が、ビジネス上で不利な立場に追いやられてしまうかもしれない。

「秘密にしてください。誰にも言わないで、ください」

「秘密に？」

「はい――、っあ」

　彼の手が春歌の胸を布越しにつかんだ。やわらかく揉まれ、快感がさざなみのように広がっていく。

　春歌は固い胸板に両手を置いた。力を込めて遠ざけようとする。

　けれど朔也は、力強い片腕で腰を抱き寄せたまま、びくともしない。

「それをお願いするために、ここまでついてきたのか？」

　朔也は愛しげに見下ろしてくる。

　春歌はなんとかうなずいた。

「茉莉の……仕事に、悪い影響が出たらいけないから」

「きみは優しいね」

　彼の指先が、胸の先端を布の上から引っかく。快感が走って、春歌は肩を強張らせた。

「あ……っ」

「その優しさを、少しでも自分自身に向けたらどうだ？」

　摘ままれてこねられる。気持ちよさに腰が動いた。

　流されてはだめなのに。

「朔也さん、だめ……ぁ、あ……っ」

「春歌は自分のことが嫌いなんだね」

　目を見開いた。朔也の双眸を見返す。

　彼の瞳は熱情に甘く溶けているように見えた。

「だから自分の身をかえりみず、茉莉のためにがんばるんだろう？」

「違……っ」

　熱い手のひらがＴシャツの内側に入り込む。

　すべらかな腹部を撫で上げて、ブラのカップを下にずらした。ふくらみを直接包まれて、春歌の鼓動が乱れる。

　腰を抱いていた手が、スウェットパンツの上からお尻を揉みはじめる。

「あ、ん、ん……っ」

　片胸を手のひらの部分で揉まれながら、指先で先端をいじられる。いけないと思うのに、気持ちよさに抗えない。

（わたしは自分を嫌いじゃないわ）

　そのはずだ。

　極力人と会うことのない、いまの生活を気に入っている。

　それでも茉莉には、負い目があった。

　なにもかも茉莉より劣っている自分が、茉莉に守られていることが申し訳ない。

　だから茉莉の力になれることがあって、嬉しかった。

　知らない人に囲まれるのが苦手で、人の多いところを避けたくて。きらびやかな財界についてなどまったくわからない上に、お酒の席が得意じゃなくても。

（それでも茉莉のために、なるのなら）

　慣れないヒールを履いて、メイクをして、露出の多いパーティードレスを着た。

　怯えや不安を、嫣然としたほほ笑みで押し隠した。

「きみが自分を大切にできないなら、俺が大切にするよ」

　朔也のささやきが耳朶にふれる。

　縦抱きされて、広いソファに座らされた。隣に腰を下ろした彼が口づけてくる。

　抵抗はしたはずなのに、彼の腕のなかから逃げられない。

　歯列を割って、濡れた舌がねじ込まれる。感じる場所をすり立てられ、みだらな水音が立った。

　縮こまる春歌の舌が絡め取られる。ぬるぬるとこすり合わされ、ゾクゾクした快感が背すじを駆け降りていく。

「ん……」

「キスだけで……とろけそうだ」

　唇を少しだけ離し、朔也は春歌の頬を撫でる。

「どうしてこんなに可愛いんだろう」

　熱に満ちた声でささやかれる。彼のまなざしに囚われて、動けない。

　頬にあった手が、春歌の体に沿って下がっていく。スウェットパンツのウエスト部分から内側に入り込んだ。

　春歌はとっさにその手首をつかむ。止めようとしたが、彼の指は構わずショーツ越しに秘所を撫でてきた。

　敏感なところを丸く揉むようにされて、春歌はびくりと体を震わせる。

「だめ、朔也さん……っ」

　快感に濡れた瞳で、縋るように彼を見上げた。

　熱情のこもった彼の双眸に、獰猛さが宿る。

「そんな目で見たらだめだ」

　布越しの愛撫はもどかしい快感を生んだ。体を震わせながら、春歌はいやらしい水音を聞く。

　濡れている。彼の指にひどく感じてしまっている。

　朔也は魅入られるように春歌を見つめる。

「心ごとほしくなる」

　粘性のある水音が春歌を追い詰める。

　ショーツの上から淫粒を弄られた。気持ちよすぎて、意図せず腰が動く。

「ッ、そこ……っ」

　上気する頬に、朔也はキスをした。

　クロッチ部分から、長い指が侵入してくる。熱く濡れた粘膜を、彼の指が上下に撫でる。

　だめなのに、気持ちいい。

　抵抗しきれない。

「ぁあ……っ」

「もっと気持ちよくしてあげる」

　彼の指が、ふくれ上がった陰核をとらえた。皮膜を剥かれ、小刻みに振動を与えられる。

　大きな快感が襲いかかってきた。どうにもならなくて、春歌は朔也のシャツに両手で縋りつく。

「ア……っ、気持ち、い……っ」

「優しくするし、大切にするよ」

　淫粒をいじられながら、別の指が隘路にねじ込まれた。

　たまらない快感に、体内を舐め上げられる心地がする。

「七原茉莉がするよりも、春歌を大切にする」

「朔也、さん……っ」

　繰り返し指を出し入れされた。濡れた陰核を押しつぶされて、視界がまたたく。

　駆け上がったのは一瞬だった。

「ああ……ッ！」

　背をしならせて、春歌は彼の腕のなかで絶頂に達する。

　腰を抱く腕に力がこもった。奪うように唇を塞がれる。口腔内に舌が入ってきて、いやらしくかき混ぜられる。

　体内に埋められたままの指が、さらに動いて春歌を追い詰めた。

　連続して絶頂が近づいてくる。

「ぅんん……ッ！」

　朔也のＴシャツを握り込んだ。膣壁と共に、陰核がこすり立てられる。

　びくんと体が大きく跳ねて、また達した。

「は、っ……」

「春歌」

　震える指先が、腰を抱いていたほうの手につかまれる。手のひらに熱く口づけられて、また唇を塞がれた。

「ん……っ」

「春歌――、春歌」

　焦がれるように呼ばれ、溶けるような熱いキスが繰り返される。

「ぅん……、朔也、さ……」

「好きだよ」

　甘い恋情に満ちた声がささやく。

「好きだよ、春歌」

　その声に侵食されそうだ。

　口腔内に、彼の舌がまた入ってきた。下肢の奥に埋められた指も、同時に蠢きはじめる。

「ん――、ぁ……っ」

　感じすぎて怖くなった。

　彼の瞳が愛しげに見つめてくるから、余計に。

　下着ごと、スウェットパンツがずり下ろされる。下半身が裸に剥かれて、寒くないのに体が震えた。

「おいで」

　腰を抱き寄せられ、朔也をまたぐ格好にさせられる。

　彼は自身のベルトを外し、ジーンズの前をくつろげた。

　いつのまにか避妊具を手にしていて、パッケージを破る。その行為が、これからすることを春歌に知らしめた。

　彼と深くつながることに、躊躇よりも悦びが体の奥から生まれてくる。

　朔也の欲望は充分に張り詰めている。パーティーの夜と同じくらいに――いや、それよりも力強く。

「このまま腰を下ろして」

　男の欲望が彼の体中にみなぎっているのに、声だけはひどく甘い。

　熱いぬかるみに、太く固い先端がふれた。

　軽くふれるだけで気持ちがいい。

　彼の片腕は腰に回っていた。もう片方の手のひらが、長い髪をかき上げて春歌の耳にかける。

　片頬を包まれて、少しだけ低い位置から見つめられた。

　色素の薄い瞳は、獰猛な魅力を放っている。

　逃げられないことを春歌は察した。

「……茉莉のこと」

　無意識に、唇から声が落ちた。

　縋るような声だった。

「茉莉とわたしがしていること、誰にも言わないで」

　朔也はふとほほ笑んだ。優しい表情だった。

「だめだよ。その頼み方じゃ、だめだ」

　頬にあった手の親指が、春歌の唇をなぞっていく。

「自分を差し出すようなお願いは聞けない」

　春歌の顔が歪んだ。

　その頬を、優しい手のひらが撫でる。

「七原茉莉は関係ないだろう？　いまここにいるのは、きみと俺のふたりだけだ」

　濡れた花びらに、張り出した先端がふれている。

　身じろぎしただけでこすれて、甘い痺れが背すじを走る。

「あ……」

「きみはどうしたい？　春歌……」

　その問いかけが、春歌の心に波紋のように広がった。春歌は身をかがめて、彼の唇に唇を重ねた。

　頭で考えた行動ではなかった。気づけば春歌はそうしていた。

　朔也は一瞬動きを止めたが、すぐに春歌を受け入れた。

　キスの主導権がゆるやかに朔也に移っていく。角度を変えて深く味わわれた。

　舌を絡めながら、腰を下ろしていく。たっぷり濡れた蜜孔に、彼の欲望がめり込んだ。

「ッ、ん――」

　強い圧迫がかかる。

　不慣れな体には苦痛でもあった。それでもゆっくりと腰を沈め、彼を呑み込んでいく。

　割り開かれる痛みと、官能的な快感が同時に起こった。

　朔也の両手が、春歌の腰をつかむ。

「は――」

　熱い息をついて、彼は笑みを滲ませた。ひたいが汗ばんでいる。

「もどかしいな」

　彼の瞳が快感に侵されていた。

　自分が朔也を乱していることに気づき、悦びが起こる。

　痛みが遠のき、気持ちよさが増した。圧迫感が甘苦しい動悸に変わっていく。

「ん……っ」

　腰がひと息に落ちた。

　お尻が彼の太ももに密着し、熱い欲望を根元までくわえ込む。先端が最奥の膜を押し上げて、春歌の快感を刺激した。

　朔也が抱き竦めてくる。春歌の動きを封じた状態で、力強く突き上げた。

「あ……!!」

　春歌は目を見開く。

　何度も激しく突き上げられ、熱い快感に襲われた。貫かれ、抉られるところから、興奮と恍惚が弾ける。

　春歌は朔也の首元に両腕を回し、しがみついた。彼の唇が髪に押し当てられる。

　こすり立てられる蜜壁が収縮し、朔也の欲望を食い締める。

　彼が呻いた。同時に春歌は、絶頂に押し上げられる。気持ちよさに、背がしなった。

　ひと際強く、欲望を叩きつけられる。

　ふくれ上がった淫熱が弾ける直前に、彼が自身を引き抜いた。

「ッく――」

　朔也は眉を歪めた。

　放出された白濁液が、薄膜の内側に溜まる。

　彼のたくましい胸に、春歌はぐったりと倒れ込んだ。指先が快感に痺れて、力が出ない。

　春歌を抱きとめ、朔也は頬に口づける。

「春歌……」

　焦がれるように呼ばれ、顎を取られた。唇が近づき、キスされる直前で、着信音が鳴り響く。

　春歌のスマホだ。

　テーブルにあるカバンに視線を向けた。

「出なくちゃ」

「放っておきなよ」

　口づけられた。そのまま座面に押し倒される。

　ふたつめのパケージを開ける彼の手が、さらなる行為を春歌に知らしめた。

「で――でも、無視するなんて」

「どうせ茉莉だろう？」

　そうかもしれない。

　春歌の帰りが遅いから、心配しているのかもしれない。

　それなのに自分は、朔也とまたこんなことをしてしまって。

「余計なことは考えないで」

　欲情に満ちた双眸に見下ろされる。

　彼に抱かれているとき、自分もこんな目をしているのだろうか。

「俺のことだけ考えて」

　キスをされ、ふたたび体をまさぐられていく。

　彼の愛撫は春歌から思考能力を奪ってしまう。

　Ｔシャツとブラを脱がされ、胸の先端を口に含まれた。

「……っ、わたし、もう」

　気持ちよさに追い詰められ、春歌は首を振る。

　彼の舌と唇がいやらしく動き、固くなった先端を愛でた。

「もう、むり――、っん、ぁ……っ」

　熱い塊が、とろけきった花びらに押しつけられる。

　逃げようとする春歌を朔也は上から押さえつけた。彼女の体内に、雄茎をズブズブとねじ込んでいく。

　彼の欲望は猛々しさを取り戻し、力強く脈打っていた。

　何度果てても終わりがない。彼も、自分も。

　朔也の腕のなかで、春歌は快感に溺れていった。





＊　＊　＊






　気づけば午後二時を回っていた。

　室内には静かな波音がさざめいている。

　朔也はソファの上で身を起こした。春歌は広い座面に体を預けて眠っている。

　サラサラした髪を指で梳いた。ふわりと漂った甘い香りが、一瞬だけ潮の香りを打ち消す。

（このままここに閉じ込めておきたい）

　そう感じるほど、眠る春歌は綺麗だった。

　なめらかな裸身をずっと眺めていたいが、そうもいかない。彼女を冷えさせたくなくて、すぐそばにあったブランケットをかける。

　頬にキスをした。

　春歌は目を覚まさない。無理をさせてしまったようだ。

　はじめて抱いたときもそうだった。彼女には自制心を狂わされる。

「言うわけないじゃないか」

　ぽつりとつぶやいた。

　多くの目に春歌をさらすようなこと、この自分がするわけない。

　朔也は自身のシャツを羽織り、ジーンズを履いた。テーブルのスマホを取り、ソファに戻る。

　七原茉莉に電話しかけ、思いとどまった。立ち上がって、窓からウッドデッキに出る。

　穏やかな太陽光が、プールの水に反射している。

　潮風に頬を撫でられながら、朔也は茉莉の携帯番号にかけた。番号は、彼女の名刺に書かれていたものだ。

『もしもし、結城社長ね？』

　二コール目で相手が出た。

　冷静さを装っているようだが、茉莉の声には焦りが見える。

　春の海を眺めながら、朔也はほほ笑んだ。

「ああ。さっき春歌に電話をかけてきたのはきみかと思って」

『ええ、かけたわ。さっきではなく、二時間前だけどね』

「出られなくてすまなかった。彼女に話があるなら、俺が伝言するよ」

『どうしてあなたが？』

　スマホ越しに、ピリついた空気が伝わってくる。

『わたしは春歌と話したいの。あの子に代わって』

「俺の部屋で、ぐっすり寝ているところなんだ」

　茉莉は絶句したようだった。

　穏やかな口調を保ち、朔也は続ける。

「どうしてもと言うなら、起こしてもいいけれど？」

『あなたまさか、また春歌を？　信じられない……！』

　茉莉の声が乱れた。

『あなたみたいな人に手を出されたくないって、さんざん言ったでしょう?!』

「気持ちはわかるよ」

　朔也は窓の内側に視線を走らせる。春歌はソファですやすやと眠ったままだ。

　彼女を守りたいという茉莉の想いは、容易に理解できる。

　自分も茉莉も、芸能界やビジネス界にどっぷり浸かり、人間の汚い部分を知り尽くした。

　だから春歌には、そういう世界に近づいてほしくない。

　綺麗なままでいてほしい。

「彼女は純粋な子だ。俺みたいな男が近づくべきじゃない」

『わかってるならどうして』

「春歌が好きなんだ」

　サラリと言う。

　スマホの向こうで、茉莉が悔しげに顔を歪めるのが見えるようだ。

『だから結城朔也は危険だって言ったのに……！』

「春歌にそう言っていたのか？　その忠告は無駄だったみたいだな」

『さっきから、呼び捨てにしないで』

「きみに頼みがある」

　朔也は窓に背をもたせた。

　茉莉の身構える気配がする。

『聞く義理も義務もないけど、一応聞いてあげる』

「今日これ以降、春歌にきみの身代わりをさせないでくれ」

　茉莉は沈黙した。やがて大きく息をつく。

「言われるまでもないわ。カフェで話したときも、もうしないって言ったでしょう？」

「ああ、覚えてるよ。でも重ねて言っておかないと、危ない気がしてね」

　室内で微かな物音が立った。

　目を向けると、春歌が起き上がっている。

　スマホから茉莉の怪訝な声が聞こえた。

『危ないってどういうこと？』

「春歌はまだきみの役に立ちたいと思ってる。そうしないときみに、申し訳が立たないと」

『……申し訳なく思うことなんて、ひとつもないわ』

　茉莉の声が揺れた。傷ついたようだ。

『だってあの子に支えられているのは、わたしだもの』

「春歌が身代わりを申し出ても、断ってくれ」

　春歌は不安そうな瞳で室内を見回している。窓の外にいる朔也には気づけていない。

　ふと彼女は、自分が裸であることを思い出したようだ。慌てた様子で床からＴシャツを取る。

　朔也は続けて言う。

「ああいう場は、春歌に向かない。無理をさせたくない」

『……ねえ、結城社長』

　探るような声で茉莉は言う。

『あなたの話を聞いていると、春歌が大事だから身代わりをさせたくないって聞こえるわ』

「それ以外になにがある？」

『独占欲とか、嫉妬心とか。春歌を大勢のいる場に出したくないとか、そういう利己的な理由はないの？』

「それもあるよ」

　ふと、朔也は笑った。

「でも約束したんだ。春歌を大切にするって」

『約束？』

「優しくするとも言ったな」

『……ねえ。春歌のどこを好きになったの？』

　そういうことを語るのは、得意ではないのだが。

「全部だよ」

『そういうのはナシ。外見が好みというのもだめよ。だってそれなら、わたしでもいいはずだもの。こっちからお断りだけど』

「あいかわらず手厳しい」

　苦笑する。しばらく考えたあと、告げた。

「弱いのに強いところ……かな」

　茉莉は黙った。

　やわらかい口調で、朔也は続ける。

「一生懸命なところも可愛いよ。放っておけない」

「……ああ、もう」

　投げやりに、茉莉は息をつく。

『あの子と会ってまだ三日じゃないの。好きになった最初のきっかけは、あの子が可愛かったから？』

「たしかに容姿は申し分ないよ。けれど最初は……そうだな」

　朔也はここ三日のことを思い起こした。

「あの夜、彼女の髪をほどいたときからかな。それから目を離せなくなった」

『は？』

　意味がわからないといった反応が、茉莉から返る。

　春歌はＴシャツとスウェットパンツを身につけ終えた。

　朔也が窓ガラスを軽く叩くと、パッとこちらを見る。

　目が合って、彼女は頬を赤らめた。

（可愛い）

　スマホを耳に当てたまま、室内に入った。

　茉莉の声は続いている。

『髪ってどういうこと？』

「その話はまた今度にしよう」

　意識はすでに春歌にもっていかれていたから、生返事になってしまう。

　春歌はおずおずとこちらに近づいてきた。電話中であることを気にしてか、声を出さない。

（七原茉莉のふりを見破った男が、俺じゃなかったら）

　春歌はその男と、ここにいたかもしれない。

　そのようなことは許せない。

　春歌が奪われることも、汚されることも、心に傷を負うことも。

　だから大切にして、優しくして、腕のなかに招き入れて、守らなければならない。

　朔也は春歌の腰に片腕を絡めて、抱き寄せた。さらに赤くなる頬へキスをする。

「朔也さ――」

「茉莉さんだよ。代わる？」

　スマホを差し出すと、春歌はハッとしたように目を見開いた。

　向こう側で茉莉がわめく。

『春歌起きたの？　代わって！』

　朔也はスマホを春歌に渡した。

　受け取って、春歌は深呼吸する。

「もしもし、茉莉？　ごめんね、さっき電話に出られなくて」

『さっきじゃなくて二時間前だけどね！　でもいいの、気にしないで。そんなことより春歌、大丈夫なの？』

　茉莉の声が漏れ聞こえてくる。

　朔也は春歌の髪に口づけたのちに、その場から離れた。

　寝起きの彼女に、コーヒーをいれるために。








５　恋人証明








		
　カウンター式テーブルの前に腰かけて、春歌はマグカップを手に取った。

　湯気が鼻先をくすぐり、芳醇な香りが漂う。ひと口飲んで、感動した。

「美味しい」

「それはよかった」

　朔也は隣に座った。右手には自分のマグカップを持っている。

「体は大丈夫？」

　彼の右手が春歌の頬を覆った。

　ぬくもりにどきりとする。

「平気。まだ少し、重たい感じがするけれど」

「ごめん。セーブが効かなくて」

　こげ茶色の瞳がやわらかくほほ笑んだ。

「次はもっと効かないかもしれないな」

　春歌の頬が赤くなる。戸惑いながら首を振った。

「次があるなんて、言ってないわ」

「ないの？」

　甘い瞳で覗き込まれて、鼓動が乱れる。

　春歌は苦しまぎれに目を逸らした。

「茉莉が、あなたはブレーキをかけないタイプだから危険だと」

「ひどいな。俺も大人なんだから、ある程度の我慢はするよ」

　それでも朔也は、春歌の頬を撫でながら端整な顔を近づけてくる。頬に口づけられて、そこがさらに赤くなった。

「言っていることとしていることが、逆だわ」

「可愛すぎるきみが悪い」

　彼はクスクス笑う。まなざしがとろけそうに甘い。

　油断すると、朔也に惹き込まれそうになってしまう。春歌は先ほどの、茉莉との通話を思い出した。

『もっと、ちゃんと気をつけて』

『結城朔也は春歌のことが本気で好きなのかもしれないわ』

　だからこそ余計に、気をつけてほしいと茉莉は言った。

　人心掌握術に長けた朔也にとって、春歌を丸め込むのは簡単だろう。

　春歌は大学卒業後、すぐに引きこもりのフリーランスになった。要するに世間知らずなのだ。

『流されて、意に染まないことをしたらだめよ。あとで傷つくのは春歌なんだから』

　春歌はコーヒーをもうひと口飲んだ。

　ほろ苦い。

（わたしは彼をどう思っているんだろう）

　自分の気持ちすら定かじゃない。

　頼りなくて、茉莉が心配するのも当然だ。多忙な彼女を煩わせてしまって申し訳ない。

「春歌」

　耳触りのいいトーンで呼ばれて、鼓動が跳ねる。

　この人に名前を呼ばれるだけで頬が熱くなるのはどうしてだろう。

　朔也は頬杖をつきながら、優しくほほ笑む。

「俺たち、付き合わないか？」

　ときが止まった。

　それでも春歌の耳には、静かな波音が聞こえ続けていた。

「付き合う……？」

　無意識に聞き返す。声は小さく掠れていた。

　朔也はふたたび春歌に手を伸ばし、今度は髪を梳いた。

「春歌が好きだよ」

「好き……」

　茫然としすぎて、彼の言葉を繰り返すことしかできない。

　朔也の瞳に、さらなる愛しさが溶けた。優しい笑みが深まる。

「俺を春歌の恋人にして？」

　恋人。春歌の。

　たっぷり十秒経ったのち、これ以上ないほど頬が赤く染まった。

　その頬を手の甲で撫でられて、鼻先にキスをされる。

「そんなに可愛い反応をすると、もう一度抱くよ」

「な、待っ……」

「さんざん体を重ねたあとに交際を申し込むのは、無粋だとは思うけれど。春歌のことは大切にしたいから、きちんとしておきたいんだ」

　真摯なまなざしで見つめられて、春歌の鼓動は少しも落ち着かない。

　彼には混乱させられてばかりだ。

「本当言うと、付き合うなんていう口約束はどうでもいいと思ってる。口頭での契約ほど、破られやすいものはないからね。でもきみには有効だろう？」

「契約……？」

「俺はきみのもので、きみは俺のものになるという約束だよ」

　朔也の紡ぐ言葉は、これまでの自分とはまったく縁のない種類のものだ。

　だから理解が追いつかない。

「きみを俺のものにできるなら、どんな約束だってする」

　朔也の瞳は優しい。

　でも油断のならない危うさが、チラチラと見え隠れしているような気がした。それがなんとなく怖い。

「春歌は俺が嫌い？」

　ほほ笑みながら問われて、春歌は首を振った。

　嫌いではない。朔也といると自然と目が吸い寄せられるし、目が合えば胸が高鳴る。抱き締められれば、身も心も熱くなる。

「なら好き？」

　ずるい聞き方だ。

　でも不思議と、抵抗を感じなかった。

　頬にふれる手の親指で、唇を辿られる。

　その感触に肌が熱くなった。彼の問いかけにも。

　好きという言葉にも。

　考えるより先に、心の奥から湧き上がってきた感情があった。甘い熱で胸がいっぱいになる。

　いつのまに、こんな感情が芽生えていたのだろう。

　ここで抱かれたときか、パーティーで体を重ねたときか。それとも最初のキスを、されたときから？

　自分自身の感情に促されるように、春歌は彼を見つめた。

　朔也は笑みを浮かべたまま、答えを待っている。

「……好き」

　無意識にこぼれ出た声は、ひどく小さかった。

　声に出してから、春歌の鼓動が高鳴りはじめる。

　とんでもない言葉を、とんでもない相手に告げてしまったのではないだろうか。

　顔を真っ赤にさせて、春歌はうつむく。

　ほほ笑みながら、朔也は首を傾げた。

「聞こえなかった。もう一回言って？」

「ご、ごめんなさい」

　春歌は焦った。

　肝心なときにきちんとしゃべれなくてどうする。

　居住まいを正して、春歌はお腹に力を込める。がんばって目を上げ、朔也と目線を合わせた。

「わたしは、朔也さんのことが好」

　顎を取られて口づけられる。

　キスにセリフを遮られて、春歌はまばたきをした。

「……ごめん、つい」

　唇をわずかに離して、朔也は甘くささやく。

「もう一度言ってくれないか」

「あの、だから、わたしは朔也さんが――、ぅん」

　また口づけられて、答えを言わせてもらえない。

　春歌は顔を逸らしてキスから逃げる。咎めるように、彼を見上げた。

「もう。朔也さん、ちゃんと聞いてください」

「春歌は可愛いね」

　朔也の瞳がとろけるような恋情に染まっている。

　春歌はどきりとした。

「際限なく甘やかしたくなるし、その逆もしたくなるよ」

「その逆って、困らせたくなるの？」

　若干怯みつつ非難すると、朔也は笑った。

「もっとひどいことだよ」

　頬に唇が押し当てられる。うしろ頭を引き寄せられて、ふたたび唇が重なった。

　潮風がやわらかく吹き込む。

　熱くて甘い口づけに溶かされそうだ。

「……これが、もっとひどいことなの？」

「これって？」

「わたしの言葉をこうやって遮って、困らせるじゃない」

　朔也は小さく笑う。

「違うよ。これは可愛がっているんだよ」

「じゃあひどいことって？」

「されたい？」

　頭にあった手がするりと降りて、春歌のうなじを撫でた。

　その感触に、春歌は反応してしまう。

「っ、ん」

「今夜は多分、寝かせられなくなるけれど」

　意味を察して、春歌は頬を染めた。

　彼の広い胸板に両手をついて、押し返す。朔也はすんなり離れてくれた。

「冗談ばかり言ってないで、ちゃんと聞いてください」

「ああ、もちろん」

　朔也は笑っている。声にも瞳にも、恋情が満ちている。

　春歌は心を落ち着けようとした。けれどどうにも難しい。

　頬だけでなく、肌のすべてが熱かった。高鳴る鼓動は朔也のまなざしや仕草に反応して、不規則なリズムを刻んでいく。

　これまで生きていて、知らなかった。

　こういう感情があることを。

「朔也さんが好き」

　今度こそ彼の耳に届くように、春歌は告げる。

　告げ終えてから、恥ずかしくてうつむきかけて――、きちんと朔也に届いているか不安で、彼の目を見返した。

　朔也は変わらずほほ笑んでいる。いつものように頬にふれたり、口づけたりせず、優しい声で聞いてきた。

「じゃあ春歌。俺の恋人になる？」

　さらに早まる鼓動を、春歌は持て余す。

　また声が小さくなりすぎてしまわないように、がんばって答えた。

「……はい」

「よかった」

　朔也は瞳をやわらげる。

「振られたらどうしようかと不安だったよ」

「そんな朔也さんは想像できない……」

　不安だったよと言いながら、口元にはいつもどおりの余裕が朔也にはあるのだ。

　朔也は苦笑した。

「不安になることもあるよ、俺だって」

　朔也は春歌の頬を手の甲で撫でる。この人は、こうやってしょっちゅう春歌にふれてくる。

　戸惑うが、嫌じゃない。彼の体温が心地いい。

「いいかい、春歌。きみは俺の恋人になったんだから、ある程度は行動を俺に縛られる義務がある」

「え？」

　意味を取り損ねて、春歌は首を傾げた。

　朔也はほほ笑んだまま、春歌の唇に軽く口づける。

「きみを俺だけのものにする権利が、俺にはあるんだよ」

「ごめんなさい、その……よくわからなくて」

　わからないが、情熱的な内容を告げられたような気がする。

　戸惑いながら頬が赤くなった。

　朔也は愛しげにこちらを見つめている。が、その瞳に危険な光が見え隠れしている。

　彼は時折こうした目つきになる。

　恥ずかしがっている場合ではない。春歌は内心身構えた。

　こういうときの朔也は、困らせるようなことを言ってくるのだ。

「俺はね、嫉妬深いんだ」

　優しく笑みながら、なんでもないことのように朔也は言う。

　予想外の言葉に、春歌はどうリアクションしていいのかわからない。そもそも嫉妬する朔也を、想像できなかった。

「だからもうパーティーには出ないでくれ」

「え……!?」

　春歌は目を見開いた。朔也は椅子から降りて、春歌の顎を長い指でつかむ。

　見下ろされる形になり、春歌は戸惑った。

「茉莉の代役も禁止だ」

　口調はあいかわらずやわらかいが、有無を言わせぬ迫力がある。

　けれど茉莉のために、自分が唯一できることを、取り上げられるわけにはいかない。

　春歌は意を決して、口を開いた。

「代役は続けるわ」

「だめだよ、春歌」

　やんわり言って、彼は身をかがめた。春歌の唇にキスを落とす。

　甘い口づけに酔いそうになるも、朔也の次の言葉に春歌は我に返った。

「きみが露出の高いドレスを着て男どもに囲まれるのを想像するだけで、どうにかなりそうなんだ」

「そ、そんなこと――」

「嫉妬にかられた俺に、抱きつぶされたくはないだろう？」

　優しい顔をして、なんてことを言うのだこの人は。

　返す言葉をなくしていると、朔也は春歌の手を取って立ち上がらせた。

「そろそろ帰ろうか」

「えっ？　あ、はい……」

　朔也はいつも唐突だ。

　だからつい、彼のペースにもっていかれてしまう。

「マンションまで送るよ」

「ありがとう」

「本当はどこにも帰したくないけどね」

　甘いセリフが次々と出てくるので、頭が追いつかない。ドキドキさせられてしまう。

　またしても春歌が反応を示せないでいると、朔也はクスリと笑った。

「断らないと、本当に帰さないよ？」

「だ、だめです。マンションに帰るわ」

　春歌は慌てて言った。

「残念」

　余裕の表情で告げて、朔也は春歌の頬に口づける。

　またしても鼓動が跳ねた。彼には永遠に敵いそうにない。

　

　

　マンションに帰り着いたときには、午後六時を過ぎていた。

　本来なら四時には帰れるはずだった。

　遅くなったのは「出発するまえにシャワー浴びようか」と朔也に勧められたからだ。

　ランニングのあと貸別荘に連れてこられて、濃密な時間を過ごしたため、汗を流せてさっぱりした。

　その次に朔也もバスルームを使ったため、そのあいだ春歌はソファでくつろいでいた。なにげなくスマホを手に取ると、メッセージが届いている。

　茉莉からだ。

『すぐに伝えたかったから取り急ぎ言うね。これからはもう、春歌に代役をお願いするのはやめようと思ってる。いままで本当にありがとう。詳しいことは家で話そう』

　春歌はその文面を何度も読み返した。

　最初に思い浮かんだのは、茉莉の役に立てなくなってしまうことだ。

（わたしが茉莉のためにできるたったひとつのことなのに）

　春歌は怖くなった。

　昔に戻ってしまう。茉莉に守ってもらって、支えてもらってばかりの存在になってしまう。

　茉莉はどうして突然こんなことを言ってきたのだろう。

　原因は、朔也に抱かれたことしか考えられない。

（気にしてないって言ったのに。茉莉のせいではないんだし）

　そういえばさっき、朔也も同じことを言っていた。

　茉莉の代役をするのはやめてくれと。

　自分は続けたい。茉莉の力になりたい。

　けれど茉莉が決めたなら、従うしかない。

　スマホに再度視線を落とした。どう返信していいのかわからなくて、指先が迷う。

『うん、話そう。一時間後くらいに帰るね』

　結局それだけを打って、送信した。

　スマホをテーブルに戻し、背もたれに身を預けてため息をつく。

　と、玄関のチャイムが鳴った。

（誰かしら）

　朔也はまだバスルームから出てこない。

　インターホンに映し出されている映像を見てみると、貸別荘のスタッフのようだった。迷

ったが、出ることにする。

「突然すみません。先ほど結城さまのお知り合いの方がお届けものをなさったので、参りました！」

　二十代前半くらいの、よく日に焼けた元気のいい青年がペコリと頭を下げた。

　礼を言って、春歌は荷物を受け取る。

　綺麗な化粧箱に入れられた、ひと抱えほどある荷物だ。

「ごめんなさい、結城さんはいま手が離せなくて。わたしが受け取っても大丈夫ですか？」

「はい、問題ございません。それではよろしくお願いいたします！」

　またしてもペコリと頭を下げて、青年は戻っていった。

　春歌がリビングに戻ると、ちょうど朔也がバスルームから出てきたところだった。

　濡れ髪をタオルで拭きながら、朔也は春歌に笑いかける。

「ありがとう、出てくれたんだね」

「ええ。朔也さんに届け物だって」

　テーブルの上に置いた箱を、朔也は開けはじめた。

　入っていたのは服のようだ。しかも女物である。

「春歌がシャワーに行っているあいだに、友人に頼んだんだ。この近くでブティックを経営しているやつがいてね」

「頼んだって、わたしの服を？」

　春歌は驚いた。

　ソファの座面に朔也は服を並べていく。服だけでなく、靴も用意されていた。

　組み合わせは、なぜか二種類あるようだ。

「そう、春歌の服。ランニングの格好もさわやかで素敵だけど、汗をかいていたようだったから新しいのを着たいかと思って」

「それはありがたいけれど。でも申し訳ないわ。お金はちゃんと払うから――」

「男からのプレゼントは、笑顔で受け取るべきだよ」

　春歌は戸惑いながら、ソファを見下ろした。

　二種類のうちのひとつは、オフショルダーのサマーニットに、ミドル丈のタイトなスカートだ。スカートにはスリットが入っていて、色っぽい。靴はヒールの高いパンプスである。

　もうひとつはワンピースだ。ミルクティーベージュ色の軽やかな素材で、腰のあたりを細紐で結べるようになっている。ロング丈で、スリットは入っていない。合わせるのはブラウンのぺたんこサンダルである。

　春歌は難しい顔で、二種類の服を交互に見た。

「……これ、作為的よね？」

「そんなことはないよ」

　朔也は腕を組みつつほほ笑む。

「普段の春歌の服装がわからなかったから、二種類を見繕ってもらっただけだ。茉莉さんっぽい服装を好むのか、それともナチュラルなものをよく着ているのか。なにしろ俺は、パーティードレスのきみと、スポーツウェアのきみしか知らないからね」

　朔也の言い分は理解できる。

　でもなんとなく、試されているようにも思えた。

　茉莉の代わりをしないでほしいと言われたあとだから、余計にだ。

　普段の春歌であれば、迷うことなくワンピースを選ぶ。着ていて楽そうだからである。

　オフショルダーにスリット入りのスカートだと、緊張してしまうだろう。高いヒールも足が痛くなりそうだ。

「サイズはモデルの茉莉に合わせてほしいと頼んでおいたから、春歌にもぴったりだと思うよ」

「……さっき、茉莉からメッセージが来ていたの」

　服を見下ろしながら春歌は言う。

「茉莉のふりを、もうわたしに頼まないって。朔也さん、茉莉となにか話した？　わたしが寝ているとき、茉莉と電話していたみたいだし」

「ああ、少しね」

　話の内容は告げずに、朔也はサマーニットを手に取った。

「服に関しては、俺に作意はないよ。どちらでも好きなほうを着ればいい。どっちにする？」

　春歌は眉を寄せたまま、ひと組の服を指し示した。

　

　

　いまの時期、午後六時は夕日が沈みかける時間帯だ。

　今日は赤い夕日が綺麗な空模様で、マンション周辺の住宅街はオレンジ色に染まっている。

　マンション前にあるゲスト用の駐車場に、朔也は停車した。春歌はシートベルトを外す。

「送ってくれてありがとう、朔也さん」

「ああ」

　朔也はエンジンを切って春歌を見た。

　フロントガラスから夕日が差し込んでいる。彼の端整な顔立ちが、いっそう際立って見えた。

「次はいつ会える？」

　焦がれるような響きをもつ問いだった。

　春歌の胸はつい高鳴ってしまう。

「次は……たぶん、来週の日曜日が空いていると思う。朔也さんは？」

「空けておくよ」

　春歌の顎をとり、朔也は唇に口づけた。

　やわらかなふれあいに、さらにときめく。が、ここが道路に面した場所だと気づいて慌てた。

「朔也さん、人に見られたらどうするの」

「どうもしないよ。それにしても次に会えるのは、一週間後か。耐えられるかな」

　愛しげに見つめられる。

　春歌のほうこそ、甘い言葉やまなざしに耐えられそうにない。

「一週間後を楽しみにしてるね。それじゃあ」

　これ以上一緒にいると、心臓がどうにかなってしまいそうだ。

　急いでドアノブに手をかけたとき、うしろから彼の腕が伸びた。手を重ねられ、引き止められる。

「まだ答えを聞いてないよ、春歌」

「え？」

　春歌は振り向いた。

　朔也はあいかわらず優しくほほ笑んでいる。

「七原茉莉の代役をしないという約束は？」

「そのことなら――」

　春歌は焦った。なんとか返事をひねり出す。

「帰ってから茉莉と話し合うことになっているの。結論が出たら、朔也さんに伝えるね」

「結論もなにも。茉莉さんはきみにもう頼まないと決めているんだろう？」

　春歌は言葉に詰まった。やがて、ため息をつく。

「やっぱり茉莉と話していたのね。朔也さんが茉莉に、もう代役をさせないように言ったの？」

「論点はそこじゃないよ、春歌」

　やんわりと朔也は言う。

　口調は穏やかだが、ごまかせない雰囲気だ。

「きみがどうしたいかだ」

「……茉莉が望まないのなら、しないわ。むりやり代わりを務めたいだなんて言えないもの」

「それで春歌は、ほかの方法を考えるのか？　七原茉莉のためなら、どんなことでもする

と」

「どんなことでもって。それは言いすぎよ」

　朔也は口端で笑う。

「パーティーで茉莉のふりをした挙句、会ったばかりの男に抱かれたのに？」

「……っ、それはあなただったからよ」

　春歌は朔也をにらみつけた。

　ほかでもない彼から、そのようなことを言われるのが悔しい。

「朔也さんじゃなかったら、抱かれたりしなかったわ」

　朔也は目を見張った。彼の面食らった顔を見るのは、はじめてではないだろうか。

「俺だったから？」

　春歌は咎める目でうなずいた。

「あたりまえでしょう？　朔也さん以外の人とどうにかなるなんて、ないわ」

「……そうか」

　朔也は目を伏せた。しばらくそうしていたから、春歌は心配になって彼を覗き込む。

「朔也さん、どうしたの？」

　瞬間、後頭部を引き寄せられ唇を塞がれた。

　熱い唇が隙間なく重なり、春歌の鼓動が跳ね上がる。

「ん……っ」

「春歌」

　少しだけ離れ、至近距離で朔也がささやく。

「好きだよ」

「……っ」

　春歌の顔が真っ赤になる。なぜいきなり朔也のスイッチが入ったのかわからない。

　恋情に濡れた瞳が近づいてくる。ふたたびキスされそうになったとき、助手席の窓が外からノックされた。

「もしもし？」

　聞き慣れない男の声がかかる。

　びっくりして動きが止まった。慌てて振り向こうとすると、朔也が「動かないで」と制止する。

「マスコミだ」

「え？」

　振り向かないまま、春歌は目を丸くした。

　男の声は続く。声質からして、中年のようだ。

「どうも、Ｃ社で記者をしている者です。モデルの茉莉社長でいらっしゃいますよね？　

おとなりは結城エステートの結城社長ですか？　おふたりはどういうご関係なのでしょう？」

　そのとき車の正面にも、別の人間がいることに気づいた。彼もしくは彼女がフラッシュを焚いて写真を撮ってきたからだ。

　朔也は小さく舌打ちをした。

「通せんぼか。さすがに轢くわけにはいかないしな」

「朔也さん、これ、どうなるの？」

　春歌は混乱する。

（どうしてこの記者さんたちは、わたしを茉莉と間違えているの。いままで疑われたことはなかったのに）

　近しい人に「よく見ると茉莉に似てない？」と言われたことはあれど、否定したらすぐに意見を引っ込めてくれた。その程度だったのに。

　朔也は表情をほほ笑みに戻して、春歌を見下ろした。

「そうだね、どうしようか？」

「どうしようって、茉莉と交際を疑われているのよ。否定しないと」

「でも勘違いしているのは彼らだろう？　だってきみは茉莉じゃない。そして俺は、春歌の恋人だ。彼らにはどう説明すればいい？」

　春歌は言葉に詰まった。

　朔也は春歌の頭に手を置いて、軽く下げさせる。

「撮られないよう顔を伏せていて。まあ、もう何枚かは撮られていると思うけど」

「わたしは茉莉じゃないって、あの人たちに言うの？」

「それも手だね。いつものように茉莉さんのふりをして彼らのまえに出て、交際をキッパリ否定するという方法もあるけれど」

　朔也はダッシュボートから自分のスマホを取り上げた。

「でも俺は別荘でも言ったように、きみに代役をしてほしくない」

　朔也の言葉に、春歌は追い詰められた。

　彼の望むとおり茉莉のふりをしないとなると。春歌が妹であることが知られてしまうかもしれない。瓜ふたつの妹がいると世間に知られたら、茉莉になりすますことがいよいよ難しくなる。

　朔也は優しい声で言った。

「春歌の望むとおりにするよ」

　この人は甘いだけの人ではない。

　パーティーの夜から、それはわかっていた。

「茉莉さんのふりをするのであれば、合わせるよ。ふたりで出かけていたけれど、ビジネ

スの話をしただけだと言えばいい」

　自分たち姉妹は、ずっとそうしてきた。けれど。

（でもこれからはしないって、茉莉が）

　春歌は奥歯を噛み締めた。朔也は穏やかに促す。

「それで、春歌はどうしたい？」

「もう……！」

　またその問いかけだ。

　咎める目つきになるのはどうしようもない。

「朔也さんが不動産王にまでなった理由がわかったわ。優しい声で人を追い詰めていくのが得意なのね」

「心外だな。俺はきみを大切に思っているだけだよ」

　手に持っていたスマホを、朔也は春歌に見せた。

　ディスプレイには茉莉の名があり、受話器のアイコンを押せば電話ができる状態になっている。

　朔也は端整な顔に笑みを浮かべた。

「使うならどうぞ」

　春歌は朔也を恨めしげに見たのちに、ため息をついた。体に溜まった迷いが外に出ていく。

　茉莉がピンチのときは、自分が彼女になりすましてきた。けれどこれからは、違う道を選ぶべきなのかも知れない。

　ふっきれたら自然と微笑みが浮かんだ。春歌はスマホを受け取る。

「ありがとう、朔也さん」

　タップして、耳に当てる。数コールのあと、茉莉が電話に出た。

「もしもし、茉莉？　あのね――」

　

　

　マンションのエントラスから、長身の女性の影が現れた。

　彼女はいつも、高いヒールを鳴らしながら歩いてくる。だから記者たちは、その存在にすぐ気づいたようだった。

「あれ？　あの女の人、茉莉社長っぽくないですか？」

「まさか。情報では、車に乗っているのが茉莉社長だってことだったぞ。いやでも、たしかに……」

　ふたりの記者は、慌てたように顔を見合わせる。

　春歌はすでに、伏せていた顔を上げていた。

　窓を叩いていたほうの記者は、太り気味の中年男性だ。車の前方にいるのはそれよりも若い、痩せた青年だった。

　先に朔也が車から降りた。堂々とした態度の若社長を前に、記者たちは怯んだ様子を見せる。

　けれどそれは一瞬で、ふたりは駆け寄ってきて朔也を囲んだ。中年記者はボイスレコーダーを、若手はカメラを構える。

「恋多きカリスマモデル・茉莉社長の次のお相手は、不動産王の結城社長でよろしいですか？」

「お仕事ご苦労さまです」

　朔也は超がつくほどの美貌に笑みを浮かべる。

　被写体としては最高の素材だろう。カメラマンは何度もシャッターを切っている。

　春歌はハラハラした。

（朔也さんは一般人なのに……！）

　朔也は車から三メートル離れた位置に立った。春歌から記者たちを遠ざけるためだろう。

　しかし春歌は、そっと扉を開けて車から降りた。

　三人がこちらに気づく様子はない。

　朔也は腕を組んで、記者らに質問している。

「あなたたちは、いつからここで張り込みを？　俺がここに来るという情報源はどこですか？」

「いやいや、その辺はいいじゃないですか。それよりもこちらの質問に答えてくださいよ。茉莉社長とはいつからお付き合いを？　もう同棲されているんですか？」

　朔也の笑みに、若干の嘲りが混じる。

「ではあなたたちは、車にいる女性が茉莉社長だと？」

「はい、そうだと思ったのですが――」

　中年記者は動揺した。若手がその腕を引っ張る。

「先輩、見てください。あっちから歩いてくる女の人、やっぱり茉莉社長っぽいですよ」

「ええ？」

　中年記者は慌ててエントランスのほうを見た。

　茉莉は本人だと目視できるほどに近づいてきている。

　彼女の華やかな容姿とオーラは、他の追随を許さない。彼女こそが本物の茉莉だと、記者たちは認識したようだ。

　彼女は艶やかなロングヘアを巻き、高い位置でゆるくまとめている。完璧なプロポーションを包むのは、ドレッシーなカーキのブラウスに白のスキニーパンツだ。すんなり伸びた脚の先を飾るのは、細紐のあしらわれたヌーディサンダルである。

　かけていたサングラスを引き抜いて、茉莉は立ち止まった。

　ただそれだけの仕草で、ふたりの記者は彼女に魅入られてしまったようだ。

　夕日に照らされて、茉莉の影が石畳に長く伸びている。マスカラに縁取られた目を眇め、彼女は記者を見比べた。

「マンションまで押しかけてきて、いったいなんの騒ぎなの？」

　茉莉は不機嫌をあらわにする。

　記者たちは我にかえり、互いに顔を見合わせた。コソコソと話しはじめる。

「おい、茉莉社長だぞ」

「そうっすね。この美貌にこのスタイル、そしてこのオーラ。どっから見てもカリスマモデルの茉莉っす」

「話が違うじゃないか。車に同乗しているのが茉莉じゃなかったのか？」

「あのブティックのオーナーにガセネタつかまされたんじゃないすか？」

「ブティック？」

　茉莉は眉を寄せた。

　隣で朔也が思い出したように言う。

「ああ、あそこのオーナーが情報源か。まったく油断も隙もないな」

「どういうことなの？」

「俺の悪友の話だ。詳しいことはあとで話すよ」

　軽く言って、朔也は記者に視線を戻す。茉莉も同様に彼らを見た。

　ほほ笑んではいるものの、朔也の双眸には冷たさが滲んでいる。茉莉はあからさまに不機嫌な目つきで、記者らをにらんでいた。

　長身の美男美女をまえにして、記者らは慄いた様子である。

「えーと。おふたりは本日デートをされていたんじゃ」

「そんなわけないでしょ」

　質問を茉莉はバッサリと切る。

　穏やかな口調で朔也が言った。

「彼女と僕は、そういった関係ではないですよ」

「でも海辺の貸別荘に、ふたりきりで滞在されたのですよね？」

　中年記者がなんとか食い下がろうとしている。

　記者生命を思い出したのか、若手のほうも慌ててカメラを構えた。

「おふたりが付き合っていないという証拠はあるんスか？」

「証拠？　あなたの目には、わたしたちが相性ぴったりの恋人同士に見えるわけ？」

「見た目は相性抜群っす！」

「中身はその正反対よ！」

「女性とふたりで別荘には行きましたよ。いまはその帰りです」

　朔也が口を挟んだ。

　自分のことだと、春歌は緊張する。

　ふたりの記者が朔也に注目した。中年のほうが質問をする。

「そのお相手が茉莉社長だという情報をつかんでいるのですが」

「いえ、一般人の女性です」

　朔也は否定したが、記者は納得する様子がない。

「いやあ、信じられないな。情報源の人から、結城社長がモデルの茉莉と同じサイズの服を注文していたって聞いているんです。茉莉社長と同じ体型の女なんて、そういないですよ」

「うんうん、いないっすよね。うまいこと工作したんじゃないですか？　車にいる女性はおふたりの協力者で、俺たちをだますためにどこかで入れ替わったとか」

「違います」

　声を出したのは春歌だった。

　茉莉と記者たちが、こちらを見る。

　記者らはびっくりしたように目を丸くした。茉莉は慌てた様子で口を開く。

「春歌、車から出てきちゃだめよ。ここはわたしと結城社長に任せて――」

　茉莉はこちらに駆け寄ろうとしたが、その肩を押さえたのは朔也だった。

　彼が小声で茉莉になにかをささやいている。

　茉莉は悔しそうに唇を引き結んだ。駆け寄るのをやめて、立ち尽くす。

　その場には、春歌のほうから足を運んだ。茉莉の隣に立ち、記者らを見る。

「結城社長と一緒にいたのはわたしです」

　緊張を振り払い、はっきりした口調で言う。言ってから、心臓が早鐘を打ちはじめた。

　記者らは目を白黒させて、春歌と茉莉を見比べる。

「え、ええと……どちらが、茉莉社長……？」

「そっくりすぎてわかんねぇ……」

　彼らの反応は、春歌にとって予想外だった。

（いまのわたしはメイクだってほとんどしていないし、髪は下ろしたままだし）

　いつもどおりの地味で根暗な七原春歌だ。茉莉のような輝きはひとかけらもないだろう。

　経験上この姿で、茉莉に似ていると指摘されることはめったにない。

　引っ詰め髪や眼鏡をかけているわけではないから、多少は似ていたりするのだろうか。それでもそっくりすぎて、わからないというレベルではないはずだ。

（その件は置いておいて、いまは必要なことを言わなくちゃ）

　茫然としている記者たちに、春歌は再度告げる。

「わたしは茉莉の妹です」

「妹……!?」

　記者たちの声が重なった。

　春歌は緊張しながらうなずく。

「双子なんです。服のサイズも一緒だから、ブティックのオーナーさんは勘違いされたのだと思います」

「ち、ちょっと待ってください。双子だとはわかりました。でもあなたが、茉莉社長ではないという証拠はないですよね？」

「えっ？」

　春歌は目を丸くした。

「どういうことですか？」

「ですからあなたが茉莉社長で、マンションから出てきたのが妹さんという見方もできます。そっくりの外見を利用して、我々の目をごまかす戦略かもしれないですよね？」

　春歌は戸惑った。

　一大決心をして記者のまえに出たのに、まさかそう突っ込まれるとは思わなかった。

　隣で茉莉がイライラしている。が、彼女は口を挟まない。

　春歌はあらためて記者と目を合わせた。

「嘘は言っていません。信じていただくしかないです」

　春歌はひたむきな声で言う。中年記者は肩をすくめた。

「とは言ってもねぇ」

「……いや、でも、先輩」

　じーっと春歌を見つめていた若手記者が、ぽつりと言った。

「こっちの女性、多分茉莉社長じゃないっすよ。茉莉社長はあっちです」

　春歌はびっくりして若手を見た。先輩記者が訝しげな声になる。

「は？　なんでわかる？」

「あの茉莉が、こんな可愛らしいワンピース着たりすると思います？　ふんわりベージュですよ？　肩も脚も出してないですよ？　おまけにぺたんこサンダルときてる」

「む……。たしかにそうかもしれんが……俺はファッションには疎いんだよ」

　春歌はハッとして、自分の服装を見下ろす。

　こちらを選んだときには、いまのような事態をまるで予測していなかった。しかしたしかにこの服は、茉莉っぽくない。

　若手記者は続ける。

「メイクだってしていないし、髪もまっすぐ垂らしているだけだし。見れば見るほど、こちらの彼女、モデルの茉莉とはタイプが違いません？　全然違って……ものすっごく、可愛い……」

　言いながら、若手は食い入るように春歌を見つめてくる。

　彼の目がうっとりしはじめたので、春歌はどうしていいかわからなくなった。

「天然素材でここまでの美女、はじめてだ。可愛い、可愛いぞ……。あの、きみの名前を聞いても――」

　ふいに春歌の肩が後ろに引かれた。

　気づけば朔也の背中が目のまえにあって、若手記者からの視線が遮られる。

「先ほどお伝えしたように、彼女は一般人です」

　穏やかな声で朔也は言った。

　彼の口調はやわらかいままだが、対面している若手の顔がなぜか引き攣る。

「そしてお忘れかもしれないが、僕も一般人だ。記事にするのは一切やめていただきたい」

　朔也の声音がだんだん脅しめいていく。

「彼女の素性や写真が紙面に晒されたら、そのときはおわかりですね？」

　若手記者は顔を引き攣らせたままうなずいた。

　春歌からは見えないが、朔也はよほど怖い目つきをしているのかもしれない。

　しかし中年記者のほうは、まだ食い下がってきた。ベテランの意地だろうか。

「茉莉社長に双子の妹さんがいらしたという情報は、非公開でしたよね？　どうして黙っていたのですか？　秘密にしなければならない事情がおありとか――」

「姉が気遣ってくれたのです。わたしが人前に出ることが苦手だから」

　朔也のうしろから出て、春歌は隣に並んだ。彼は腕を引いて下がるように示してくる。

　春歌は彼を見上げて首を振った。記者に目線を戻して、ほほ笑む。

「結城社長とお付き合いしているのはわたしです」

　茉莉がとっさになにかを言いかけて、口をつぐんだ。

　春歌は真摯な声で続ける。

「誤解させてしまって申し訳ありません。わたしたちのことは、そっとしておいていただけると嬉しいです」

　記者ふたりは返事するのを忘れた様子で、春歌のほほ笑みにしばらく見入っていた。

　朔也がふたたび春歌の腕を引いて、小さくささやいてくる。

「きみはこいつらを誘惑する気か？」

「えっ？」

　春歌は目を丸くした。その肩を彼に抱き寄せられる。片頬を胸板に埋める形になった。

　彼は記者たちに向かって告げる。

「僕たちからお話しできることは以上です。どうぞお引き取りください」

　中年と若手のふたりは、我に返った様子で顔を見合わせる。

「先輩、俺たちの誤解だったみたいっすよ。どう見てもこのふたり、ラブラブです。うら

やましい……」

「そうだな、とことんうらやまし……じゃなくて、元はと言えばあのブティックのオーナーのせいだろ。ったく、スクープだと思ったのによ」

　コソコソ話し合ってから、彼らはこちらに顔を向けた。愛想笑いを貼りつけつつ、ペコペコと頭を下げる。

「いやあ、コッチが誤解してたみたいっすね」

「どうもお騒がせしましたー」

　言いながら、彼らは足早に逃げ去った。

　

　

「心配かけてごめんね、茉莉。来てくれてありがとう」

　三人になったところで、春歌は茉莉に向き直った。

　空は夕焼けから夜空に移り変わっている。マンションのエントランスに続く舗道には、ほかに誰も通らない。

　茉莉は唐突に、春歌に抱きついた。

「春歌から電話があったときには、心臓が飛び出るかと思ったじゃない！　マンションの前で記者に囲まれてるって聞いたら、駆けつけるに決まってるわ」

　茉莉は少しだけ体を離して、春歌と目を合わせた。心配そうな表情だ。

「よかったの？　わたしの妹だってことを言ってしまって」

「うん、大丈夫。茉莉のほうこそ、言ってよかった？」

「わたしのほうは全然構わないって、電話で話したじゃない」

　記者と話をする直前、春歌は車内で茉莉と会話をしていた。

　マンションに帰り着いてすぐ、ふたりの記者にマークされたこと。

　記者たちは春歌を茉莉だと思い込み、朔也とのスキャンダルを狙ってきたこと。

　そこまで聞いて、茉莉は憤った。

『どうしてそんなことになってるの……！　結城朔也、脇が甘すぎだわ』

『あのね、茉莉。聞いてほしいことがあるの』

　緊張する手で、春歌はスマホを握りなおす。

『帰ってから話し合おうと思っていたことでもあるんだけど。これからはもう、茉莉の代役ができなくなる。それでもいいかな？』

　電話の向こうで、茉莉が息を呑んだ気配がした。

　それから勢い込んだ声が繰り出される。

『大丈夫。大丈夫よ。ずっと思っていたもの。春歌に負担がかかるようなこと、もうやめなきゃって』

『負担だなんて。茉莉に甘えて、守ってもらっているのはわたしだもの。それなのに役に立てなくなってしまう。本当にごめんなさい』

『春歌に甘えていたのはわたしのほうよ』

　どうしてか茉莉の声が泣きそうになっている。

『強がりで見栄っ張りなわたしを、そのまま受け入れてくれるのは春歌だけだった。春歌がいたから、表舞台で堂々とできたの。弱いのはわたしなのよ』

　春歌のほうこそ、涙が出そうになった。

『そんなことない。茉莉はわたしの憧れだよ。大事なお姉ちゃんだよ』

　別の形を探したい。

　姉のために、ほかにできることがあるはずだから。

『茉莉を支えたいっていう気持ちは、変わらないよ』

『本当にお人好しなんだから、春歌は』

　茉莉は涙声に笑いを滲ませた。

『マンションのまえにいるの？　すぐに行くわ。マスコミなんて、さっさと追い返してやるんだから』

　そうして茉莉が来てくれて、朔也が記者らに対応してくれて、事なきを得たのである。

　春歌に抱きついたまま、茉莉は朔也をにらんだ。

「で、そのブティックの悪友とやらにはちゃんとお仕置きしてくれるわけ？」

「ああ、もちろんだよ。迷惑をかけて申し訳なかった」

　朔也は自嘲の笑みになる。

「普段こういうミスはしないんだけどな。春歌と一緒に過ごせて、しかも付き合えることになって、相当浮かれていたみたいだ」

「なによそれ、恋愛初心者じゃあるまいし」

「茉莉社長は俺を誤解している」

「ええとね、茉莉。聞いてほしいの」

　春歌は茉莉に告げた。

「わたし、朔也さんとお付き合いすることになったの。合意の上よ。押し切られたんじゃないわ。だから安心して」

「ああ、まさか、わたしの春歌が結城朔也の毒牙にかかってしまうなんて」

　茉莉はふたたび春歌に抱きつく。

　朔也は苦笑した。

「毒牙なら、茉莉さんも相当なものだろう？」

「あなたは黙ってて」

　茉莉は朔也をにらんだが、朔也は引かない。

「話がすんだなら、春歌を返してくれないか」

　言って、春歌の腰を抱き寄せ茉莉から奪ってしまう。

　春歌はびっくりして朔也を見上げた。

「朔也さん、あの――」

「記者とのやりとり、ハラハラしどおしだったよ。春歌は意外と度胸があるんだね」

　この上なく優しくほほ笑まれて、春歌は胸を高鳴らせてしまう。

　茉莉はため息をついて、腕を組んだ。

「春歌があなたを選んだのなら、悔しいけれど認めてあげる。でも春歌を泣かせたら、承知しないわよ」

「妹思いでなによりだ。じゃあ春歌、このまま俺の家に行こうか」

「えっ？」

　春歌は目を丸くした。

　とろけるような甘い笑みを浮かべて、朔也は言う。

「まだ七時まえだ、大丈夫だろう？　なんなら泊まっていってもいいよ。俺は明日出勤だけど、家の鍵を渡すから。部屋は春歌の自由に使っていい」

「ま、待って。どうして朔也さんの家に？」

「きみをこのまま帰したくないんだ」

　言って、朔也は春歌のひたいにキスを落とした。

　春歌はいっきに真っ赤になる。

「朔也さん、茉莉のまえだから……！」

「ええそうよ、わたしのまえよ」

　茉莉はまなじりを吊り上げて朔也に指を突きつける。

「春歌に不埒なことをしないで。しかも外で！」

「純粋な愛情を示しただけじゃないか」

　朔也は悪びれない。春歌をふたたび見下ろした。

「帰したくなくなっても仕方ないだろう？　記者とのやりとりでいっそう春歌に惚れなおしたんだ。おまけに嫉妬もさせられたしね」

「し、嫉妬って。心当たりがないわ」

「やつらの不躾な視線を無防備に受けていたのは誰かな」

　そうは言うものの、彼の表情にはあいかわらず余裕がある。

（朔也さんが嫉妬するなんてこと、本当にあるのかしら）

「目のまえでここまでノロけられると気力が削がれるわね」

　茉莉は大きくため息をつく。春歌を見て、笑いかけた。

「ねえ、春歌。わたしがモデルとして人気が出はじめたのは大学生になってからなの。覚えてる？」

「ええ、覚えてるわ」

　春歌はほほ笑んでうなずく。

　急に大人っぽくなって、魅力的になった茉莉は、あっというまに誌上のクイーンになった。

　それが誇らしくもあり、同時にさびしさも感じたものだ。

「わたしが変わったのは理由があるの」

「どんな理由？」

「あの頃、はじめて恋人ができたのよ」

　春歌は目を丸くした。

「そうだったかしら」

「うん。その頃から、カメラさんやメイクさんたちに、最近キラキラしてきたねって言われるようになったの」

　茉莉はまぶしいものを見るように目を細めた。

「きっと、いまの春歌も同じなのね」

「え……？」

　よくわからなくて、春歌は首を傾げる。

　茉莉は口端で笑って、春歌の背中をぽんと叩いた。

「これから怖いくらいモテるわよ。いろんな人に注目されて、声をかけられるわ。スカウトもされちゃたりして」

「そんな、されないわ」

　春歌は戸惑う。茉莉は意地悪な瞳で朔也を見た。

「大切にしないと、あっというまにほかの誰かに取られちゃうんだから」

「そうならないよう全力を尽くすよ」

　朔也はまたしてもゆとりのある笑みを浮かべる。

　春歌は自分自身を見下ろした。

　昨日の自分と、なんら変わりないように見える。

「春歌」

　呼ばれて、春歌は顔を上げた。

　朔也はほほ笑んでいて、それから頬にやわらかいキスがふれる。

「きみを誰にも渡さないから、覚悟して」

「……?!」

　春歌は真っ赤になった。

　もしかしたら自分の日常は、これから大いに変わっていくのかもしれない。

　茉莉は肩をすくめる。

「はいはい、好きなだけノロけてたら？　わたし明日、早朝から撮影なの。だから帰るね」

　これまでだったら「わたしも帰る」と茉莉に続いていた。

　けれどその言葉が出てこない。

　腰を抱き寄せる朔也の腕から、まだ離れたくない。

　そんな風に思う自分に、春歌は驚いた。

　茉莉は春歌にほほ笑む。晴れやかな表情だった。

「じゃあね、春歌。おやすみ」

「――うん」

　春歌は胸の奥から込み上げてくるものを感じた。

　やっぱり茉莉は、世界一素敵な姉だ。

「おやすみ、茉莉。また明日」







エピローグ








　シーリングライトの常夜灯のみが、かろうじて点けられている。

　広いベッドの上で、春歌は彼に唇を貪られていた。

「ぅん、ん……っ」

　深く唇を重ねられ、熱い舌をねじ込まれている。

　舌を絡め取られてこすり合わされ、こぼれた唾液を啜られた。

　いやらしく激しい行為に、ワンピースに包まれた春歌の胸が上下する。呼吸すらままならなくて、互いの息が上がっていった。

「っ、春歌――」

　こげ茶色の双眸が恋情に揺れている。

　唇の間近、掠れた声で彼はささやいた。

「好きだよ、春歌」

　春歌の胸がキュッと締めつけられる。

　朔也のまなざしや声、吐息。そして愛を伝える言葉に、切ないほどの幸福感が湧き上がった。

「わたしも朔也さんが好き」

　伝えた言葉が、熱いキスに呑まれていく。

　朔也のマンションは車で三十分ほど走った場所にあった。見上げるほどの高いマンションで、この部屋は高層階だ。

　玄関扉を開けてすぐ、寝室に連れこまれた。

　整えられたベッドをまえに動揺するも、優しくなだめられ、気づけば押し倒されていた。

　両手首を顔の横に縫いつけて、朔也は覆いかぶさってくる。体の自由を奪われた状態で、春歌は熱いキスを受け続けた。

　彼が口腔内をまさぐるたびに淫靡な水音が立つ。

　感じるところを擦られ、何度も角度を変えて深く求められた。官能を煽る口づけに、やがて春歌の下腹からみだらな熱が生まれてくる。

「ぅん……っ」

　両脚の奥から愛液がとろりと滲む。下腹部が疼いて、たまらず両脚を擦り合わせる。

　朔也が春歌の頬を撫でた。下唇を甘く噛んで、ささやく。

「春歌の言うとおりにするよ」

「え……？」

　朦朧とした視界のなかで、朔也を見返した。

　彼はほほ笑んでいる。

「春歌がしたいようにしてあげる。どこにどうふれたら気持ちいい？」

「してほしいことなんて、わからないわ」

　春歌は真っ赤になった。

　朔也の手が、ワンピース越しに輪郭を撫でてくる。なまめかしくももどかしい動きに、春歌は感じた。

「……っ、ん」

「ほら、春歌。言って？」

　甘やかすような声音が唇にふれる。そのままキスされて、肩からワンピースを脱がされた。シュミーズも首から抜かれ、ブラとショーツだけの姿にされる。

　それなのに朔也は、Ｔシャツとジーンズを身につけたままだ。

　春歌は恥ずかしくなって、必死に言った。

「それなら朔也さんも、脱いでほしいわ。いつもわたしだけ先に脱がされるんだもの」

「いいよ、わかった」

　朔也は笑いながら、春歌の上で身を起こした。Ｔシャツを首から抜く。

　あらわれた分厚い胸筋とたくましく割れた腹筋に、春歌の胸が高鳴った。やはり自分の体と、全然違う。

　この体に二度も抱かれ、快楽を教えられたことを思い出し、頬が赤くなった。

「そうやってすぐ赤くなる。可愛すぎるだろう」

　朔也は苦笑して、体勢を変えた。ヘッドボードに背を預け、春歌をうしろから抱きしめる。

「朔也さん？」

「こうすれば顔が見えるのを最小限にできる。でないとあっというまに、理性が尽きそうだ」

　たくましい腕が、剥き出しの腹部に回っている。背中に彼の固い胸板を感じて、春歌の鼓動はさらに早まった。

　顔が見えなくても、春歌のほうはドキドキが大きくなる一方だ。

「ああ、でも……この位置からも危険だな」

　ふに、と大きな手で片方の乳房を持ち上げられる。ブラのなかで豊満なふくらみがたわんで、いっそういやらしい造形になった。

　彼の親指がブラのカップをずり下げて、先端を露出させようとする。

　春歌は焦った。

「朔也さん、だめ……っ」

「胸は嫌？」

　朔也は親指をカップから外した。その代わりに、ブラの上から先端を丸く撫でてくる。

　もどかしい快感に襲われて、春歌は肩を震わせた。

「あっ……」

「ここ、好きだろう？」

　色めいた笑みとともに、布ごしに摘まんですり合わせる。

　快感に息を乱しつつ、春歌は必死に首を振った。

「違うの、待って……、だって」

「なに？」

「朔也さん、まだズボン脱いでないわ」

「ああ、そういうことか」

　朔也のもう片方の手が、すべらかな太ももを撫ではじめる。

「でもそれはまだ、やめておいたほうがいいと思うよ」

「どうして？」

「理由はさっき言ったじゃないか」

　太ももから這い上がってきた手が、ショーツの端にふれた。みだらな予感に春歌の肌がざわめく。

　けれど朔也は、それ以上先に進まなかった。ショーツを通りすぎてそのまま腰に腕を絡める。

「あ……」

「春歌」

　ぐっと抱きしめて、朔也は春歌の耳にささやいた。

「おねだりしてごらん？　気持ちよくしてあげるから」

　言えない、そのようなこと。

　それでも中途半端にふれられた箇所が、疼いている。彼に二度抱かれた記憶が、春歌の官能をさらに煽ってきた。

「胸に……」

　気づいたら、掠れた声でつぶやいている。

　朔也の唇がこめかみに押し当てられた。

「胸？」

「さっき触りかけたところを、触って、ください」

　告げてから、春歌はいたたまれなくなった。

　なんて恥ずかしいことを口にしたのだろう、自分は。

　朔也の腕のなかで、春歌は縮こまった。彼が低く笑って、うなじにキスが落ちる。

「っん」

　甘く噛まれて、春歌は体をビクつかせた。

　熱い舌が首すじを這い上がり、耳朶に辿りつく。

「顔が見えなくても関係ないな」

　ささやいて、耳殻をねっとりと舐め上げられた。気持ちよさが背すじを駆け降りていく。

「あ――」

　彼の片手がブラのカップの下に潜り込んだ。

　弾力をたしかめるように揉んだのち、指先が先端に狙いを定める。

　ほのかに色づく乳輪をゆっくりと辿られ、羽でなぶられるような感覚に春歌の息が熱くなった。

　やがて彼の指は、鋭敏な尖りをやわらかく押しつぶしてくる。

　途端、ぴりっとした快感が下腹まで届いた。春歌の腰が自然と浮く。

「っ、そこ――」

「気持ちいい？」

「うん……、っあ、あぁ……」

　二本の指に挟まれ、くりくりと弄られて、気持ちよさに春歌は喘いだ。待ち焦がれた快感に、体が悦んでいる。

　やわらかかった先端が、少しずつ固くなり立ち上がってくる。その様子が視界に映る。

　彼の手に余るほどの乳房は、ブラのカップからはみ出てしまっていた。揉み立てられ、乳首を弄られる様は淫靡としか言いようがない。

　彼のもう片方の手が、手つかずだったほうの胸を覆う。

　同じように愛撫されて、たまらない快感に襲われた。

「あぁ、ん……っ」

　朔也の腕のなかで、春歌は体をくねらせる。

　胸を愛撫しながら、朔也は首すじに唇を落として啄んだ。耳朶に舌を滑らせて、口に含み甘噛みしたりもする。

　両脚の奥からこぼれる愛液が、多くなった気がした。

　下腹の奥が熱くなり、みだらな焦燥感が強くなる。

「ぁ、だめ、もう……ッ」

　ビクビクと腰が震え出した。

　朔也の指は、赤く立ち上がったふたつの先端に集中しはじめている。

　扱かれたり、引っ張られたり。かと思えば優しく撫でられたりして、春歌を翻弄してきた。

　息がさらに乱れる。

　下腹のあたりに悦楽の塊が溜まりに溜まり、耐えきれなくていっきに弾けた。

「あ……!!」

　快感の奔流がどっとあふれて、春歌は背をしならせる。

　大きな波に全感覚をさらわれた。足先が震えて、やがて弛緩する。

　悦楽の余韻を残して、朔也の胸にもたれかかった。

「気持ちよかった？」

　優しく聞きながら、朔也は春歌の髪を撫でる。もう片方の手で、背中のブラホックを外した。

　乳房が解放されて、ふるりと零れる。ふくらみはほんのり色づき、先端は艶やかに立ち上がっていた。

　春歌は無意識にうなずく。

「ええ。とても……」

「よかった」

　彼の手が腹部を撫で下げ、ショーツにかかった。足からすっかり引き抜かれ、春歌は生まれたままの姿にさせられる。

　それでも恥ずかしさを感じる余裕はなかった。彼の手が両脚のあいだに差し込まれ、秘所にふれてきたからだ。

「これはすごいな」

　感心するように朔也が言う。

　彼の指が秘列をまさぐり、上下に撫でた。いやらしい水音が立つ。

「や……っ」

　鋭い快感と濡れた音に、春歌は体をビクつかせた。

　優しい声で朔也は言う。

「ここもちゃんと可愛がってあげるよ」

　濡れそぼった花びらの粘膜、蜜孔の入り口あたりを弄られた。

　あまりの快感に、春歌の腰が動く。

「あ、あ、ん……ッ」

　浅いところを泳いでいた指が、やがて狭隘な孔にねじ込まれた。

　ゴツゴツした指に鋭敏な襞をこすり上げられ、熱い快感に呑み込まれる。

　高く啼いて、固い胸板に春歌は頬をすりつけた。

「あ……っ！」

「うねって絡みついてくる」

　指を出し入れしながら、朔也は陶然と告げる。

「たまらないな」

　朔也はもう片方の手で春歌の片膝の裏を持ち上げた。自分の脚に引っかけて、春歌の脚を大きく広げさせる。

　春歌は恥ずかしさに泣きたくなった。

「やだ……！」

　濡れきった花びらが露出される。彼の手に嬲られて、乱される様子が見える。

　あまりの羞恥に春歌は目を閉じて顔を覆った。

　甘やかすような声が耳にささやいてくる。

「目をつむると、余計に感じてしまうよ？」

「え――」

　直後、蜜孔に入れられていたものとは別の指が、外側にある粒をぬるりと撫でた。

　打たれるような快感を得て、春歌は喉をのけぞらせる。

「あぁ……ッ！」

「ここの粒も可愛くふくれてる」

　笑みを含んだ声が、耳に流し込まれた。

「見た目にもわかるほどだ。触ってほしかったんだね」

「あ、や……っ、そこ、だめ……！」

　たまらず春歌は覆っていた手を外した。すると彼の両手が、秘所を弄っているのが目に飛び込んでくる。

　右手の指がなかに埋められ、出し入れされていた。同時に左手の指が、陰核と花びらの粘膜を愛でている。

　愛液がとめどなくあふれ、手指が濡れ光っている。

　卑猥な水音が春歌の鼓膜を刺激した。熱い快感が生じ、下腹から体全体を侵食される心地がする。

「あ、ん、ぁあ……ッ」

　またしても絶頂に駆け上がりそうになった。けれどぐっと我慢する。

　耳殻を舐め上げていた朔也が、甘くささやいた。

「どうしたの、春歌。我慢しなくていいんだよ」

「だめ、わたし……っ、いつも、何度も、朔也さんより先に……」

　春歌は涙目で首を振った。

　耳にふれる彼の唇が、笑みの形を刻む。

「先に何度もイくのが恥ずかしいの？」

「ん……恥ずかしい、し、それになんだか申し訳なくて」

「春歌は優しいね」

　蜜孔をゆっくりとかき混ぜられ、陰核をこねられる。

「あ……ッ」

「でもそんなことを言っていると、付け込まれるよ」

　あふれる蜜に、彼の指だけでなく春歌の内ももも濡れてしまっていた。

　朔也は緩慢に花びらを嬲る。

「俺が満足するまで何時間でも、きみを喘がせるかもしれない」

「え……？　ッ、あ、ぁあ……！」

　右手の指が最奥まで埋め込まれた。突き当たりの膜をグチュグチュといじられる。

　うねるような快感が襲ってきて、春歌は腰を震わせた。

「あ、だめ、朔也さ……」

　彼の指が、ふくれ上がった淫粒にかかる。

　春歌は息を呑んだ。

「それだめ……！」

「何度でも先にどうぞ、可愛い春歌」

　淫粒をぬるりと撫でられた。

　激しい快感に打たれてのけぞると、不埒な指は執拗にこね回してくる。

　なかに埋められていた指が動いた。蜜壁の上側、陰核のちょうど裏側のあたりを持ち上げるようにこすって刺激してくる。

「や、ぁあ、っあ……！」

　ビクビクと春歌は体を震わせた。

　気持ちよすぎてなにも考えられなくなる。

　快楽に濡れた陰核をつままれ、上下に扱かれた。最も感じる箇所を集中的に嬲られて、おかしくなってしまいそうなくらい気持ちよくなる。

　やがて絶頂に駆けのぼり、春歌は高い声で啼いた。

　快楽に張り詰めた体に力がこもって、それから弛緩する。

　指先が甘く痺れた。彼の固い胸板に、全身を預ける。

「……怖いくらいだよ」

　収縮する蜜襞を優しく撫でながら、朔也は秘所から指を抜いた。

「きみのことが好きすぎて」

　独白のように言って、頬に口づける。

　そうしながら、自身のジーンズの前をくつろげた。取り出された熱杭は堂々と上向き、太く固く屹立している。

　それが春歌の両脚のあいだにあって、ひどくいやらしい気持ちにさせられた。

（朔也さんは、甘い顔立ちと優しい声をしているのに）

　凶悪とも言える昂りは、彼の出で立ちとは似ても似つかない。

　何度か目にしたものだが、毎回春歌は怯えてしまう。

「ん……ッ」

　朔也がじっくりと腰を動かした。いきり立った幹が、春歌の秘裂を上下にこする。

　それを繰り返され、春歌は熱く息を乱した。

「あ……、気持ち、い……」

「とろとろだね。俺も気持ちいいよ……すごく」

　朔也の声に、情欲が色濃く滲む。

「次はなにをされたい？」

　ささやかれて、耳朶に舌を這わされた。

　鼓膜に水音が絡む。耳をしゃぶられる音と、愛液をこねられる音だ。

「っ、わたし……」

　次にされたいことが浮かぶ。けれどそれを、どうしても口に出せない。

　朔也は低く笑った。

「このままイかせてあげてもいいんだよ」

　溝を擦っていた淫茎の、張り詰めた先端が、春歌の柔粒に押しつけられる。

　グチュグチュと刺激されて、春歌の快感はあっというまにふくれ上がった。

「ああ……っ！」

　快感に悶える春歌に、朔也は甘く淫靡にささやく。

「どうする、春歌？」

「わ、たし、朔也さんと一緒がいい……」

　息を乱しながら春歌は朔也を振り返った。

　濡れた瞳で朔也をとらえ、訴える。

「一緒じゃないと、いや……っ」

「まったく」

　余裕のない面に、朔也は自嘲の笑みを走らせた。

　サイドテーブルの引き出しから避妊具を取り出し、歯を使ってビニルを破る。その仕草がもどかしげで、春歌の胸が高鳴った。

　汗ばんだ細腰を両手でつかみ、朔也は自身の昂りにまっすぐ落とす。

「ああ……ッ!!」

　ひと息に最奥まで突き込まれ、春歌の視界が明滅した。

　男の昂りに貫かれた蜜襞は、歓喜に湧き立ってそれをキュウっと締めつける。

「ッ、く」

　朔也は呻き声を漏らした。春歌の腰をつかんだまま、荒々しく腰を跳ね上げて春歌を貪っていく。

「ひァ、ぁあ……ッ」

「春歌……っ」

　腰をつかんでいた手が春歌の体に回り、きつく抱きしめた。

　朔也の鋭く激しい腰使いに、春歌の体が踊る。

　つなぎ目が熱くとろけ、愛液があふれてかき出され、ふたりの下肢を濡らしていった。

　大きく押し回され、ギリギリまで引き抜かれ、かと思えば腰を落とされて子宮膜を抉られる。

　官能の熱が体内でふくれ上がり、どうにもならなくなる。朔也は手をゆるめてくれない。それどころか、さらに春歌を苛んでくる。

　春歌の腰を両腕で抱き締めたまま、自身の欲望を最奥に叩き込んだ。

　その一撃で、春歌は達してしまう。

「――ッ」

　声なき声を上げ、彼の腕のなかで春歌は体を震わせた。

　絶頂に咽ぶように、蜜襞が彼をこれ以上ないほど食い締める。

　朔也は小さく舌打ちをした。春歌を前方に倒し、両手をシーツにつけさせて腰を高く上げさせる。

「や――」

　彼にお尻を突き出すという、あられもない格好だ。春歌はとっさに抗議の声を上げかけた。しかし、ズンと突き込まれた灼熱の欲望に、阻まれる。

「っ、ひ……！」

　深々と貫かれ、最奥を押し回される。

　先ほどよりも深いところに届いているような気がした。

「や、待っ……」

「ごめん、聞けない」

　短く言って、朔也は激しく腰を使いはじめる。

　春歌の腰を両手でつかみ、落ちかかるまで引き抜いて、最奥までひと息に貫くことをくり返した。

　さっきまでと異なる角度で蜜襞をこすり立てられ、敏感な最奥を抉られて、春歌はあまりの快感に身悶える。

　片頬をシーツに押しつけ、両手で毛布をつかんだ。何度も襲いくる悦楽に、全身が戦慄く。

「あ、あぁッ……っ！」

　みなぎる欲望に蜜孔をあますところなく貪られる。愛液があふれた。張り出した彼の先端が隘路をむりやりかき分けて貫き、締まる淫襞をこすり立てていく。

　春歌はくらむような快楽に呑み込まれた。

　彼の熱茎を食い締める力がさらに強くなる。これ以上ないほど密着し、快感を激しくしていった。

「だめ、もう……っ」

　うわずった声で訴えたとき、腰をつかんでいた彼の右手が動いた。

　あろうことか、濡れた媚肉のあいだから、陰核を探り出してくる。

「だめ――」

　腰を激しく前後させながら、朔也は陰核をこね回した。

　激しすぎる快楽に、春歌の瞳から涙がこぼれる。

「あ、ぁあ……っ！」

「っ、は。すごい締めつけだ」

　熱い呼気を帯びた声音で、朔也は言う。

　彼の指が腫れ上がった淫粒をつまみ、扱き上げる。

「あ……っ！」

「愛してる」

　熱く出し入れされる熱茎と、淫粒を嬲る指に翻弄される。

　だから発せられた衝撃の言葉に、返事をする余裕がない。

「愛してるよ、春歌」

　熱に溺れたような声だった。

　愛欲に貫かれ、全身を支配されながら、春歌は無意識に返していた。

「わたしも、愛してる……っ」

　彼の腰使いがいっそう激しくなる。

　感じすぎる柔粒を嬲る一方で、もう片方の手が腰に回った。律動の突き込みが深くなる。

「っ、好き……、朔也さんが、好き……！」

「――ッ」

　朔也が息を詰めた。

　これ以上ないほど深く貫き、春歌を絶頂に駆けのぼらせる。

　蜜襞がきつく収縮した。不規則に蠢き、朔也の欲望を締めつける。

　固くふくれ上がった切っ先から、白濁が放たれたのはその直後だった。

　薄い膜越しに濡れた熱を感じ、体が小さくわななく。

「は――」

　震える吐息と共に、熱い両腕が春歌の体に回った。

　そのままふたりしてシーツに横たわる。

「……春歌」

　うしろから春歌の頭に朔也はキスを落とした。

　彼の雄茎はまだ体内に埋められている。何度か腰を緩慢に動かしたのち、ふたたび奥のほうに自身を挿し入れた。

　グチュ……とみだらな水音がする。

　愛液と、そして彼の白濁液が混じる音だ。

　余韻に痺れる体に、甘い快感が生じた。春歌は身じろぎする。

「ん……、朔也、さ……」

「ごめん、もう少しこのままでいさせて」

　春歌の髪を撫でる手に、愛しさがこもっている。

「やっと手に入れた気がしているんだ……」

　感慨深げにつぶやいた。

　彼の汗ばんだ腕のなかで、春歌の胸が切なくなる。

（胸が痛いくらい好き）

　そんな感情があるなんて、知らなかった。

　体のなかで彼を受け止められたことが、この上なく嬉しい。

「ずっと――」

　掠れた声で、朔也は言う。

「ずっと一緒にいよう」

「朔也さん……？」

　まだ頭が朦朧としている。

　朔也は春歌を抱き締めた。

「きみは俺のものだ。ずっと放さない」

　陰茎が抜かれた。体を仰向けにされ、上から組み敷かれる。

　熱い視線に見下ろされて体の奥にふたたび熱が灯った。

「あ……」

　春歌はピクンと肩を震わせた。

　固さを取り戻した先端が、とろける花びらに押しつけられる。

「愛してる……春歌。もう一度愛させて」

「わたし、も……」

　春歌は両腕を伸ばした。彼の首元にからめ、抱き寄せる。

「わたしも朔也さんをたくさん愛したい」

　唇が重なった。体の中心を、やわらかく貫かれていく。

　熱く甘い夜は、まだ終わりそうにない。







あとがき








　初めましての方もそうでない方もこんにちは。椋くら本もと梨り戸とです。

　今回、ありがたいことに濃蜜ラブルージュ様より三作目を出していただきました。

　担当者様にはいつも大変お世話になっておりまして、今回も的確なアドバイスと温かいお言葉をいただき、誠に感謝しております。

　携わっていただいた方々にも、深く御礼申し上げます。

　また、イラストを担当してくださった三廼みつや先生には、雰囲気たっぷりの素敵な表紙を描いていただきました。見とれるほどのヒーローとヒロインを、本当にありがとうございます。

　そして読者様にも、心より感謝を申し上げます。最後までお付き合いいただきまして、誠にありがとうございました。楽しんでいただけましたらこんなに嬉しいことはありません。

　またお会いできることを願って。





椋本梨戸
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濃蜜ラブルージュ

結ゆう城き社しゃ長ちょうの執しゅう愛あいに溺おぼれて

～代だい役やくなのに肉食王子にくしょくおうじに抱だかれました～
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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